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議 事 日 程 第 ２ 号

６月８日（金）10時開議

日程第１ 市政事務に対する一般質問

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

平成19年６月武雄市議会定例会一般質問通告書

順番 議 員 名 質 問 要 旨

１ 22 平 野 邦 夫

１．定率減税廃止に伴う住民税増税と市民への対応について

２．市民への増税分を就学前医療費無料化の財源に
①九州市長会がまとめた国への要望について
②就学前の子供の医療費２割（個人負担分）への軽減につ

いて

３．武雄市行政問題専門審議会への諮問について

４．武雄市立図書館について
①嘱託職員の雇用の安定化について
②開館時間の充実について

５．国保行政について

２ ９ 山 口 良 広

１．長崎新幹線整備の是非が山場を迎えた今、市長は武雄周
辺部を巻き込んでの市街地開発はどう進めるつもりか

２．市長具約「夢のある武雄」は今、どうすすめておられる
のか

３．農地・水・環境保全対策事業はどうすすめるつもりかを
含めて、武雄市の環境保全対策事業はどうするつもりか

３ 30 谷 口 攝 久

１．景観に関する諸問題について
①自然・環境・文化・教育・道路・観光・福祉並びに音・

光・空気そして市民の笑顔について
②提言

２．市政における課題と選択について
①観光と文化等
②行政主導か市民力か

３．豊かな心と夢を育む教育について

４．農業の振興について

４ ６ 宮 本 栄 八

１．行政問題専門審議会の今後と問題点

２．ＳＣでの行政窓口サービスの実施はいつか

３．武雄特産物としてのレモングラスに飼料イネも

４．男女共同参画の推進と女性管理職拡大
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順番 議 員 名 質 問 要 旨

４ ６ 宮 本 栄 八

５．地域振興交付金事業の実施の方針

６．子育て支援への市民の要望

７．都市計画の見直し（中央線・東部等）

８．駐車場対策（温泉街・市役所・文化会館）

９．交差点の改良（松原、はすわ等）

10．西部広域ゴミ処理センターと企業の誘致

11．現業職の一般職員化

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

開 議 10時

○議長（杉原豊喜君）

皆さんおはようございます。休会前に引き続き本日の会議を開きます。

日程に基づきまして、市政事務に対する一般質問を開始いたします。

一般質問は14名の議員から54項目について通告がなされております。日程から見まして、

本日は６番宮本議員の質問まで終わりたいと思います。質問の方法、時間は議会運営委員長

の報告のとおりでございます。議事進行につきましては、特に御協力をお願いいたしたいと

思います。執行部の答弁につきましても、的確に、簡潔にお願いいたします。

なお、答弁についてパネル等の使用の申し入れがありましたので、これを許可いたします。

それでは、最初に22番平野議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。22番平野議

員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

皆さんおはようございます。最初に、自己紹介をいたします。平野邦夫でございます。議

長の許可をいただきましたので、ただいまから私の一般質問を始めたいと思います。

改めて今回の質問を準備するに当たりまして、地方自治とは何かと、最も簡潔な言葉で言

いあらわした中に地方自治は民主主義の学校である。これは最もわかりやすい表現だと。有

名な話でもありますけれども、この言葉は19世紀前半のアメリカについて言われたものだと。

もちろん当時と比べますと、資本主義発展のレベルも、社会構造の複雑さも大きく違ってき

ておりますけれども、言葉そのものが持っている真理性は失われていない。この言葉の意味

を解説した本によりますと、すべての国民が日常生起する身近な問題を通して政治が本当に

自分たちのものになっているかどうか、これを判断する際の最も適当な答えが地方自治であ

り、主権者としての国民がみずからの暮らしと政治を結びつけて政治的自覚を成長させるこ
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とのできる分野だと。この定義も今でも完全に真理だと言えるんではないでしょうか。

日常生起する身近な問題、それが雇用の問題であれ、医療介護の問題であれ、行政サービ

スの対価として支払う税の問題であれ、政治が本当に自分たちのものになっているかどうか

を判断する機会、これは今日においてはその疑問や怒り、深刻さを伴ってふえてきているん

ではないかと、そう考えるものであります。６月という月は、納税者にとっては実に頭の痛

い、最近では特にそうですけれども、そういう月であります。

そこで、最初の質問ですけれども、定率減税の廃止に伴う住民税増税と市の対応について

質問するわけですけれども、武雄市は集合徴収で市県民税、固定資産税、国民健康保険税、

介護保険料を含んでいますけれども、これが６月15日に一斉に納税者に配布されます。この

間、納税者にとってはいわば増税につながる定率減税、この縮小廃止、15％が7.5％に縮小

され、ことしはこれが廃止になる。65歳以上、住民税非課税措置のこれがまた廃止になる。

その結果、介護保険料が増額、増税になる。税とは言いませんけれども、増額になる。老年

者控除の廃止、65歳以上の公的年金控除の最低保障額の引き下げ、1,400千円が1,200千円に

なる。こういった一連の増税路線といいますか、これは国の安倍政権を支える自公の路線に

沿ってのことですけれども、その結果、納税者にとってみれば国保に影響してみたり、介護

保険に影響してみたり、いろんな雪だるま式にその負担がふえてきている。これが今日の実

態ではないでしょうか。

昨年の定率減税の縮小によって、あるいは老年者控除の廃止等々によって市民の側に負担

増、これが合計しますと81,000千円。昨年６月15日、納税通知書が発送されて以来、市民の

方々の電話での相談、相談はまだいいですね。どうしてこうなっているのかという怒りにも

似た何といいますか、問い合わせといいますか、これが殺到したと。約1,000名近い人たち

からの問い合わせがあったというふうに聞いております。ことしはどうされるのかと。こと

しは特に３月議会で国民健康保険税が値上げになりました。値上げになったということは市

民の方は御存じだと思うんですけれども、自分の収入にとって、あるいは家族の構成にとっ

てどれだけ値上げ分になったのかというのは納税通知書を見て驚く方も多いんではないかと。

去年以上の対応が求められる。そう思うんですけれども、最初にどういう対応をされていく

のか、答弁をお願いしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

御答弁申し上げたいと思います。

まず、税源移譲に伴う住民税の変更等については、市報、これは５月号、６月号への掲載、

市のホームページへの掲載、チラシの全戸配布、あるいは各町の区長会においての説明会、

市役所だより等で住民の周知を図ってまいりたいと思っております。
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特に、具体的には６月16日土曜日から６月末日まで、平日はこの相談の時間を延長し、ま

た土日の休日については、開庁して対応したいと考えております。平日は午後７時まで、ま

た、土日の休日は午前８時半から午後５時、17時までを対応したいというふうに考えており

ます。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

去年とは違った対応策が考えられていると。対応そのものは非常に親切だというふうに思

うんですね。親切だから減額されるかというと、そうでもないわけでして、それはそれで必

要なことなんです。市がきちんと説明をするという点においてはですね。

私は３月の議会でも質疑で取り上げましたけれども、５月号の市報、他市町村の市報と比

べてみました。県の県民だよりですか。武雄は非常に親切だと、説明においてはですね。そ

う感じましたのは、他市町村、隣接の市町村の市報、町報を比べてみますと、定率減税が廃

止されますという、この項目が載っていないんです、ほかの市町村は。ですから、国から地

方へ３兆円の税源移譲があります。所得税が減りますけれども、住民税はふえます。しかし、

市民の負担は変わりませんというのが多くの市町村の宣伝ですね。小さく下のほうに定率減

税廃止に伴い増税になる場合もありますというのを小さい字で書いてある。これは３月議会

で質疑をしましたのでね。国のほうがそういう指導をしているわけですから、よく見ません

とね。ですけれども、武雄の場合はこういう定率減税が廃止されますということでモデルケ

ース、夫婦と子供２人、年収7,000千円の給与の場合には合計で幾らになりますか、418千円

が459千円になる。これは定率減税の廃止に伴う影響額ですよね。44,100円ですか、これは

大きいですよ。しかし、それはきちんと丁寧に知らせるかどうかというのは、基本的には違

いますね。納税する側と調定かけて徴収する側としますとね。そういう点では、その部分に

ついては評価できるものであります。

これは、我が党が発行している赤旗の３日前でしたか、秋田市が６月１日に調定をし、発

送したと。大体家庭に届いて２日目ぐらいから１日300人。秋田市は人口も多いですからね。

人口が多いので初日に300人見えたと。電話での相談、直接市役所に来て問い合わせ。それ

で、今市長が言う土曜日も日曜日も開庁して丁寧な対応をしていきたいと。これは本当にい

いことだと思うんです。その際に減免措置等々の、こういう場合は減免しますという宣伝も

あわせてやられますとね、それは大いに助かることですので、ぜひそういう制度があること

も紹介していただきたいというふうに思います。

そこで、電話を10台設置したと、さっきの秋田の場合ですね、臨時電話を設置したという

ところもあります。もう１つは、他の職員の応援も受けて市民にきちんと対応したというこ

ともありますけれども、武雄市の対応を聞きますとね、その職員の人たちは大変ですけれど
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も、これは税務課だけでやるんですか。他の職員の応援、例えば、国保税が増税になります

ので、そういった国保からの応援、そういうことも考えられているんですか、答弁をお願い

します。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

お答えいたします。

議員おっしゃるように、今回の分は市民税だけではございませんので、関係課、特に健康

課とも十分連携を図りながら、納税者に対しての対応を図っていきたいというふうに思って

います。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

そこで、３月議会でその当時の部長の答弁によりますと、定率減税がことし完全に廃止に

なる、住民税がですね。7.5％が廃止になる。その結果、市民への影響額というのは74,000

千円。昨年が81,000千円、ことしが74,000千円、合わせますと155,000千円というのが昨年

からことしにかけて市民の肩にずっしりとかかってくる。

そこで、市長にお伺いしたいんですけれども、２つ目の質問に入りますけれども、いわば

納めた税金がどのように使われていくのかと。これは納める側の人たち、市民の側から見ま

すと、最近は本当に厳しいですよね。公共事業のむだはないのかと、あるいは議会に対する

厳しい見方も出てきています。だから、そういう自分たちの納めた税金の使い道、これはか

なり厳しく今市民の方たちは見ております。

そこで、受益と負担の関係がありますけれども、私はことしの３月議会でも取り上げまし

た。ちょうど昨年の６月議会、市長が初議会でしたけれども、そのときにも取り上げた内容

ですけれども、就学前の子供たちの医療費の無料化の問題です。小学校に入る前の子供たち

の医療費を無料にしてほしいと、そういうアンケートでの要望、いろんな話、会合での要望

等々あります。また、全国的に大きな流れになってきているということは市長も御存じだと

思うんです。

繰り返しますけれども、このときの市長の答弁というのは、私もしたいですと、全国に

負けないようにですね。しかし、65,000千円かかるんだと。今の財政状況から言うと今の

私にとっては考えていませんと。その背景にあるのは財源の問題だったですね。その当時は

65,000千円というのが１つの財源、必要な財源として認識されてのことだというふうに思う

んです。

そこで、２つ目に通告を出しておりましたけれども、今、全国の流れだと言いましたけれ
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ども、市長も去年は初めてで、市長会は新人だと言っておられましたけれども、もうことし

はそういうわけいきませんよね。それで、これは全国市長会に九州７県の各市長、九州市長

会が取りまとめた保健福祉施策等の充実強化について。九州７県の、いわゆる各市の市長さ

んたちが集まって九州市長会で要望をまとめて保健福祉施策等の充実強化、これを国に要望

していこうと、18項目にわたって要望が載せられております。そこの６番目に就学前児童を

対象とした乳幼児医療費無料化の制度を創設することと。いわば国においても、県において

も、あるいは市もチャイルドプランだとか、あるいは少子化対策だとか、そういう言葉が、

もちろんそれは必要なことですから、その具体化が図られてきております。しかし、就学前

医療費の無料化をこうやって九州市長会でまとめて国に要望していく。大きな流れになって

きているわけですけれども、この取りまとめの経過といいますか、あるいはこれは18年度の

内容ですので、それに対する国の回答といいますか、どういうものであったか、ぜひ答弁を

お願いしたいというふうに思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

乳幼児医療無料化の件については、私からも厚生労働省には話をしております。基本的な

哲学として、私は乳幼児医療、この医療の無料化というのは、基本的に市、あるいは県では

なくて国レベルの話だろうというふうに考えております。

というのも、これで各自治体が今やっているところも物すごく財政の負担になって、実は

本音で言うと、これやめたいというところも結構あるわけですよね。ということも勘案する

と、基本的に九州レベル、あるいは県レベル、もう理想を言えば国レベルというのが一番い

いと思いますけれども、国も御案内のとおり、市町村よりもお金がないということを言われ

ますので、そういった意味でこれが通るかどうかというのはまだ不透明な状況にあります。

いずれにしても、九州市長会、佐賀県市長会、そして、私もこれについては強くまた働きか

けていきたいというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

もちろん、市単独でやれるところ、あるいはやれないところがあると思うんですね、財政

事情によっては。しかし、少子化対策を進めていこうという点では一緒だというふうに思う

んです。これは本来国がやるべきだと。しかし、それは全国的に市町村、県が先行して、そ

して国に要求していく。これが一番いい例は、1972年か70年代初頭に東京都が70歳以上の高

齢者の医療費を無料化にしましたね。これで東京都が始めて全国の運動になって国が認める

と。そして、臨調行革でどんどんこれが削られる。そのときに、今でも忘れませんけれども、
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その当時の厚生相の渡辺美智雄という、もう亡くなられましたけどね。あの方がどう発言し

たかと。70歳以上のお年寄りの医療費の無料化というのは枯れ木に水をやるようなもんだと。

この発言をしましてね、大問題になったんです。全国にはそれが広がっていったんです。ま

た、東京都も65歳以上の高齢者の医療費に対しては独自の助成をやっている。政治は残って

いるんですね、丸々じゃありませんけど。そういうことを考えますとね、やはり一番住民に

近い市町村が要望にこたえてやっていく。それが大きな世論、流れになっていく。それで国

にその制度を強く要求していく。この流れというのは、九州市長会にしても、佐賀県市長会

にしても流れをつくっていっているわけでしょう。

と同時に、古川県知事もこの前の県知事選挙の公約の中で、就学前、小学校に入る前の子

供たちの医療費の軽減策については考えていると。これは公約しましたよね。６月議会でせ

めて入院費についてはやろうじゃないかと。これはまだ決定じゃありませんので、予算との

関係がありますからね。恐らく６月議会で出されると思うんです。これでやっと今、全国で

も佐賀と福井が一番最下位でしたけれども、入院費だけでも無料にしていこうと、こういう

動きになったと。県も財政は大変だと、潤沢ではないと言いますよね。しかし、それでもや

っぱり県民の要求にはこたえていこうじゃないかと、一歩前進だというふうに思うんです。

そこで、ぜひ武雄市も全国におくれをとらないように、一番新しいのでは基山町、これは

去年の12月に町長が表明して、ことしの４月から入院については小学校６年生まで、そして、

小学校に入る前の子供たちの医療費を無料にしていこうと。これが県内では一番進んだ事例

ですね。

そこで、次の質問に移りたいんですけれども、この間、国は医療費の改悪を次から次にや

ってきました。まだ続くかもしれませんね。70歳以上の医療費については１割負担を２割に

する。現役世代は３割にする。あるいは診療報酬の引き下げとか、いろんなことをやってい

ますね。いろんな改悪が続く中で、きょうは厚生労働省から見えておるんですかね。（発言

する者あり）ああ、見えていないですか。国からきょうは研修に見えていると言われていま

したので、ぜひ一言国にも言いたいなと思うんですけどね。やっぱり何といいますか、市町

村がやっぱり有権者との一番接点で頑張っている。そして、要求にこたえていこうと四苦八

苦しながらいろんな制度をつくり上げていく。それに対して国や県がこたえていく。こうい

う上から下だけじゃなくて、住民の意見を市、県を通じて国に反映させていく、こういう循

環、そういうのを循環型と言うかどうかわかりませんけれども、こういうこともやっぱり大

事だというふうに思うんです。

医療の改悪の中でも１つだけ評価していいのは、小学校に入る前の子供たちの医療費につ

いては、今まで３割負担を２割にしようと、来年の４月からですね。これによって、市長は

昨年これをやろうとすれば65,000千円の財源が必要だと言われましたけれども、これをやる

ことによって市が準備する金、幾らか減ると思うんですよね。これは通告しておりましたの
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で、担当のほうから答えていただきましょうか。どれだけ財源があればこれができるんだと。

答弁をお願いします。

○議長（杉原豊喜君）

松尾こども部長

○松尾こども部長〔登壇〕

お答えいたします。

昨年、議会のほうで答弁いたしました65,000千円というのは、一部負担を３割ということ

で試算をした分でございますが、これが一部負担２割ということで試算をいたしますと、約

44,000千円の負担ということになります。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

今部長が答弁した44,000千円と言われたかな、試算によると43,528千円ですね。こういう

場合は低く言うたがいいんですよね、大きく言わないで。

それで、県が小学校に入る前の子供たちの入院については２分の１補助しようと。これは

３月議会でもそういう方向性は述べられましたね。そうしますと、この資料によりますと、

入院については9,237千円、これは来年の４月から２割負担になったということを前提にで

すね。これは前提じゃなくて実施されるわけですから、２割負担になったとして、入院で見

ると9,237千円と試算されています。と同時に、武雄市が県から調査を求められて回答した

中には、全医療について就学前までの医療費無料化にしてほしい、そういう回答を出してい

ますね。これは担当課が出したんじゃなくて、ちゃんと決裁をもらっての回答だと思うんで

すね。

そうしますと、６月の県議会で入院費については２分の１助成しようじゃないかというこ

とが決定されたとしますと、4,618千円ですか、試算ですからね、4,618千円。そうしますと、

先ほど言われた43,520千円が必要だと。これは２分の１、県が入院について出しますとね、

約39,000千円の財源があればできるんではないかと私なりに考えておるわけです。そうしま

すと、昨年市長が言った65,000千円の金はどうするのかと。財源どうするんですかと。この

１年たって個人負担が２割になる。県は入院については助成しようとしている。そうすると、

武雄市の財源は39,000千円。ですから、市民が新たに負担していける住民税にしろ、いろん

な税負担があるんですけれども、こういった給付の点では昨年から１年たった今日、市長の

考え方は変わっていませんか。実施の方向で先が見えてきたんじゃないですか、答弁をお願

いします。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長
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○樋渡市長〔登壇〕

基本的なスタンスは変わっておりません。しかし、県が一定打ち出されていますので、こ

れに対しては追随おつき合いをしていきたいというふうに思っております。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

佐賀県下の各市町村の乳幼児医療費に係る市町村単独事業というのがあります。これを見

ていますとね、今、市長、別に言葉じりをとらえるわけではないですけどね、県が入院につ

いてやろうじゃないかと。そうすると武雄市もやろうという答弁ですね。スタンスというの

はそういうことですね。しかし、県がやるのにね、市町村やりませんという、この資料を見

ますとね、市長、そういう意味で頑張っているところはないんですよね。いわば県が後追い

している格好になるんです。もちろん、武雄市も就学前の歯科医療については無料化してい

ますよね。今年度予算5,400千円ですか、これは随分先生も喜んでおられますし、子供たち、

保護者も喜んでおられる内容なんです。そういった意味では県がやった分には一緒に武雄市

もやっていくんだと。それにとどまらず、ぜひこの要望についてはいい方向を出していただ

きたいと。だから、市長が言う武雄市は本当に暮らしやすいまちなんだと、そういう情報を

発信していく。そういった意味では、今言われている内容で見ますと、決して先進とは言え

ない水準にとどまっていますので、そこはぜひ市長の決断をお願いしたいというふうに思っ

ているところであります。

もう１つは、これも３月議会でしたけれども、39,000千円のいわば財源があればこれはで

きると、大体大まかですけどね。大まかな数字でしょうけれども、それと住民税が74,000千

円今度ふえますよね。ですから、この分の行政サービス、民生費は自然増というとおかしい

ですけれども、毎年ふえていっていることは私も知っています。目的税じゃないですから、

自主財源です。独自の財源ですからね、何に使おうとそれはいいわけですけれども、市民の

側からしますとね、これだけ負担がふえていくということと、こういう形で行政サービスは

返していくんだということが大事だと思うんです。それは緊急避難的に私は３月議会で地域

福祉基金の640,000千円、650,000千円でしたか、640,000千円ですか、もうここまで膨れ上

がってきている。この地域福祉基金も柔軟に対応したらどうかという指摘もしたわけですけ

れども、こういったいろんな財政指導も考えながら、ぜひこの分野での具体化を図ってほし

いんですけれども、そのときに市長の答弁を思い出しますと、いいヒントをもらいましたと。

ヒントというのは、これをどう生かすかということになりますよね。ヒントを出した。別に

ヒントじゃないですけどね。これを使ったらどうかという単純なことなんですけれども、そ

れをどう生かしていくのかというのはこれからの課題でしょうけれども、いわばギブ・アン

ド・テークじゃないですけどね、そういう方向性を出す。それに対して市長としてはこうい
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う決断をして、こういう財源に使っていきたいという関係というのは求めたいと思うんです

けれども、その後、どうにか変化はありましたか、市長の答弁をお願いします。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

全く変化はありません。基本的に申し上げますと、確かにこれで税収はふえます。しかし

ながら、我々は市民税だけでやっているわけではなくて、御案内のとおり、交付税を含めた

合算の総枠でやっているわけですので、これはふえて交付税を減らされたら一緒なわけです

ね。だから、そういうことで全体としてもう一回、これは予算という観点から考えるべき話

だろうというふうに考えております。

もとより、そもそも論として私もこれでいただいた税金というのは、そういう医療の無料

化等々に充てたいと思いますけれども、武雄の場合は後々また議題に上がってきますけれど

も、下水道であったり、あるいは土地区画整理事業であったり、さまざまな事業が山積して

おります。それは事業の優先ぐあい、そして、市民が何を本当に求めているか等々を総合的

に勘案する、これが市長の仕事であり、議会の御判断だというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

むしろ、これは引き続き私自身のテーマにもしていきたいというふうに考えております。

次に、武雄市行政問題専門審議会への諮問について質問を移していきたいと思います。

審議会の目的と今後の日程という紙をいただきました。この設置目的を見ますと、武雄市

の行政諸課題について検討し、行政外部の視点から意見を述べてもらう。これらの意見を市

の諸施策に反映しますと、こう目的が述べられております。行政諸課題といいますと、これ

はたくさん幅が広いわけですけれども、ここに諮問する課題はたくさんあるというふうに思

うんですね。専門審議員の方々の任期というのは１年、そして、この計画でいきますと月１

回のペースで進めていきたいと、１回２時間程度という話を聞いております。それで、最初

に取り上げるのが下水道問題だと今市長は言われましたね。これは何から取り上げていくか

というのは、それは今の進捗状況からでしょうけれども、この下水道問題で幾つか聞いてお

きたいと思います。

下水道問題では５月21日に概要説明をしたと。これによりますと、平成19年12月から川端

通りを中心に一部供用開始。そのためには、供用開始するんであれば利用料金をどう設定す

るか、あるいは利用料金の考え方の基本になる人頭割でいくのか、従量制にしていくのかと。

そして、それは条例を伴いますので、逆算しますとね、臨時議会を開くのか、あるいは９月

の定例会に提案するのかと。そしてまた、下水道問題だけで言いますと、料金の統一はじゃ



- 25 -

あいつになっていくのかと。やっぱり合併に伴って、合併協議会において公共下水道事業に

伴う住民負担及び農業集落排水事業使用料について、新市において調整するというふうにな

っていますね。そうすると、じゃあいつごろそれを設定するのかと。一応条例としては９月

議会に利用料金がかかったとしますね。料金の統一の前に12月に供用開始するために９月の

議会か、その後の臨時議会か、条例化しなきゃいけませんね。そこら辺はどうなっていくん

ですか。条例案件でもあるんでしょう。利用料金かれこれ、加入金をどうするかという問題

はですね。その基本に据わる人頭割でいくのか、従量制でいくのかと、いろんな諸課題が山

積していると思うんです。12月に供用開始ということから逆算しますとね。

そうしますと、この下水道の審議というのは５月21日に概要説明をしたと。あと６月27日、

７月17日、そして８月８日で、一応あと３回ありますね。そこら辺は日程的にどういう課題

をどういうふうに処理していくかというのは、スケジュール的なことはわかっていますか、

答弁をお願いします。

○議長（杉原豊喜君）

松尾まちづくり部長

○松尾まちづくり部長〔登壇〕

お答えいたします。

行政審議会は９月までの間にはあと３回開催されることになっています。それで、第１回

目のときは下水道の料金につきましては概要説明だけというところで、審議してもらうその

積算の根拠とかいうのは出しておりません。ですから、今回の６月27日予定の第２回にはそ

こら辺まで出して審議していただくという計画でおります。それで、９月の議会で最終的に

議会での審議をしてもらいたいというふうに考えています。今のところの予定は以上です。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

川端通りを中心にした武雄の公共下水道、これは９月議会で条例化したいと。そうすると、

武雄市内には合併浄化槽を使っている人、し尿くみ取りでやっている人、あるいは農集排で

やっている人、３形態、形態から言えば３つありますよね。そうすると、料金の統一の前に

公共下水道については条例化したいと。そうすると、この合併協議会で確認されている新市

で調整していくんだという、それはいつごろを想定されているんですか。そこから逆算して

のことだと思うんですけどね、いつごろを想定されていますか。

○議長（杉原豊喜君）

松尾まちづくり部長

○松尾まちづくり部長〔登壇〕

農集の統一、これは（発言する者あり）農業集落排水事業の使用料の統一、これにつきま



- 26 -

しては、３月議会だったと思うんですけど、20年の４月で統一をしたいということで、今年

度いっぱいに統一に向けた作業に入りますという御返事をしたと思います。今現在もそうい

うふうなことで作業は進めております。

ただ、公共下水道が12月に供用開始しますので、それと、逆算していったらですね、大体

９月ぐらいには議会の議決をもらいたいと考えています。ですから、公共下水道の料金設定

の段階で農業集落排水事業との整合性というか、そこら辺まで考えたところでの公共下水道

の料金の設定というふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

そうすると、そこには手戻りはないわけですね。一応そういうこと、料金の統一を前提に

して９月にかけると。９月に料金かけて、新しい公共下水道の料金体系を決めて、それでま

た、新しい統一料金ということにはならないというふうに理解していいですね。

もう一点は、合併浄化槽については武雄市の排水処理基本計画を出して、その後、市町村

型に移行していきたいと。そこら辺の農業集落排水事業と公共下水道との料金の整合性とい

いますか、これは作業に入っていく。20年の４月からそれを実施していきたいと。そうする

と、基本計画を策定した後に合併浄化槽については市町村型に切りかえたいと。これも20年

４月ですか、それは確認しておきたいと思いますけど。

○議長（杉原豊喜君）

松尾まちづくり部長

○松尾まちづくり部長〔登壇〕

お答えいたします。

今、議員おっしゃったのは市町村型のことだと思うんですけど、市町村型につきましては、

今エリアの設定に向けた作業を行っております。このエリアの設定を今年度いっぱいに終わ

らにゃいかんわけですけど、その段階でエリアを設定しても、実際合併浄化槽の市町村型に

入れるかどうかというのは財源的な見通しが立たんことには事業化というところまではいか

ないかもわかりません。ですから、市町村型についての単価設定は今のところ考えないで、

公共下水道と農業集落排水事業との料金の設定を考えていると。それで合併浄化槽が出てき

たら、その段階でもう一度調整をするというふうに考えています。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

合併浄化槽の市町村型への移行というのは、議会答弁のたびに変わってきているんじゃな

いですか。一番当初は19年４月から市町村型に切りかえると。もう１つは排水処理計画、今
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部長が言ったように、エリアをきちんと決めていく。料金の設定も当然出てきますよね。そ

れが財源の確保ということでしょうけれども、財源の見通しがないからということでまたこ

れが先延ばし。基本計画はいつつくるんですかと。基本計画というのは財政計画も伴うでし

ょう、裏づけとしましてはね。そうすると、この基本計画は19年度中だと。切りかえるとす

れば20年４月だと。この議会答弁というのはずうっと積み重なってきておるんですよ、我々

からしますとね。そしたら今部長の答弁からしますとね、見通しがないじゃないですか。ま

さにもとに戻ったという格好でしょう。そうすると市が宣伝をしてきた。市町村型への切り

かえは早いよと。これは秘密事項じゃないですからね、そういう期待もありますよ。それも

財源の見通しがないから今のところ白紙だと。そして、後々調整していく。この議会答弁は

私の認識が間違っていますかね。（発言する者あり）そこら辺ちょっと整理して、再答弁を

お願いします。後退するばっかりじゃないですか。

○議長（杉原豊喜君）

松尾まちづくり部長

○松尾まちづくり部長〔登壇〕

お答えいたします。

今現在、エリア設定の作業は行っております。ただ、エリア設定の作業は行っております

が、その中で公共下水道と農業集落排水事業は今現在も継続してやっているわけですが、合

併浄化槽の市町村型につきましては、新たに入る事業でございます。ですから、事業に入る

には財政的な根拠をちゃんとつけて入りたいというふうに考えています。ですから、エリア

設定の計画は策定しますが、その中で事業をいつからするかというのは、今年度策定したと

して、終わったからすぐ来年から合併浄化槽に入れるということにはならないと。それは財

源的な見通しを立てて、それで実際入る時期を決めるというところでございます。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

これは平成３年でしたか、武雄市はもう公共下水道はしないとは言いませんけどね、効率

性が悪いとか時期がかかるとか、金がかかるということから、いわば合併浄化槽でいくんだ

と新聞でも大々的に発表されましたよ。そして、国、県の援助も受けながらね。合併浄化槽

そのものだけを見ますとね、近隣市町村でいいますと武雄が一番進んでおるでしょう。公共

下水道はその間、随分遠のいてきていましたよね。農業集落排水事業も、いわば矢筈地区、

川内地区に地域を限定して進めていますので、ゼロではないでしょう。これに市町村型、だ

からある意味では一貫性といいますか、議会での答弁の積み重ねといいますかね、ここはき

ちんとしていただきたいと思うんですよ。財源の見通しがないから市町村型に切りかえられ

ないというのは、基本計画が立っていないからエリアの設定云々ですね、だから、市町村型
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合併浄化槽への切りかえはまだ今のところ考えていない──考えていないというか、大体19

年度には間に合わないという形で延びてきました。今はもう時期の設定もできんでしょう。

財源の見通しが立たないというんであれば、そのことを理由に20年もだめだ、21年もだめだ

と。財源の見通しはどうやってつくるのかと。我々に見えてきませんよ。ですから、議会で

の答弁の積み重ねというのはきちんとしていただきたいというのをあえて指摘しておきたい

というふうに思います。

次に、専門審議会への諮問の２番目ですけれども、水道事業に質問を移していきたいとい

うふうに思います。

武雄市民にとっては、今回の専門審議会への水道料金の引き下げの諮問というのは、内容

から見ましても大いに歓迎されるところだというふうに思います。できれば１案でいってほ

しいというふうに思うんですけれどもね。それは審議会の人たちがどう結論を出すのかと、

どういう答申をされるかというのを待つしかありませんけれども、本当にこの間、私たちも

６回、７回ですか、市民アンケートをとるたびに、武雄市の水道料金を何とかしてほしいと、

そういう要望というのはアンケートをとるたびにここでも紹介してきましたけどね、出てき

ました。同時に、そういう背景があって昨年市長も具約の中で佐賀県一にならんように水道

料金引き下げというのを公約されました。公約実現の第一歩だという意味では評価したいと

いうふうに思うんです。そういった意味では市民は歓迎している。

今の高料金の実態というのは、この専門審議会が出された資料を見ましてもね、全国比較

をしますと佐賀県一どころじゃないですね。人口５万人から10万人という給水人口の範囲で

見ますと、20トン換算では第１位と。すべての市町村で見ますと、これが第５位と。こうい

う高い水準です。これを引き下げるという方向なんですからいいわけですけれども、10トン

当たりで勘案しますと、１案、２案、３案とも料金は一緒ですけれども、県内比較で見ます

とね、嬉野市塩田の2,730円、これがトップですね。武雄は1,785円、これは１案、２案、３

案とも10トンが基本料金ですから一緒ですね。これで見ると14番目と。20トン当たりで見ま

すと多久が１位になってきますね。これは大変だと思うんですよ。5,880円で武雄の次でし

たけれども、多久のほうが第１位になると。いずれにしても、県内で見ますと６番目になる。

そこで、市長にこれはお伺いしたいんですけれども、この作成した資料の７ページ、これ

は市長のよく言われる哲学というんですか、基本的な立場というんですか、これが反映して

いるのかなと思うんですけれども、７ページの財政収支算定方針、給水収益の考え方、今回

の料金の考え方は特に高齢者や低所得者層に配慮した福祉料金的な考え方を採用し、旧３市

町で一番低い基本料金、軽減料金を設定したと。これは北方町の５トン840円でしたかね、

これに合わせたと。これは本当いいことだというふうに思うんです。水道料金の福祉料金的

な考え方というのは、昨年の鳥栖が生活保護世帯、あるいは高齢者単独世帯、そういう世帯

に対して16,000千円予算を組んで基本料金以下に抑えると、そういう福祉料金的な料金設定
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をして新聞でも大きく報道されました。

ここで市長にお伺いしたいのは、ここで言う特に高齢者や低所得者層に配慮したという、

このことに関してはすばらしいことなんですけれども、行政全般のキーワードにできるのか

と。できるのかじゃなくて、してほしいということなんですけどね。水道料金について市長

がこういう提案をされた。その基本的なところを聞いておきたいというふうに思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

行政は、基本的に福祉の考え方というのを根底に置かなきゃいけないということは考えて

おります。しかし、それが現実問題として全体の福祉等々を考え、日本国憲法でいうところ

の全体のウエルフェア、福祉を考えた場合に、それとのバッティングがどうしてもある。い

わゆる狭い高齢者の福祉とか、弱者の福祉と市民、県民の全体の福祉ということの、何とい

うんですかね、ぶつかり合いというのはあると思います。

そういった意味で、特に基本的な観点として生活をされる方に直結する部分というのは、

水道料金、これは命にかかわる話ですので、こういった面は広く福祉的な考え方を取り入れ

るべきだというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

憲法を出されましたけれども、25条に言われる健康で文化的な最低限度の生活を有するこ

とができる、国民の権利としてですね。これは国が保障しなきゃならないと。こういう観点

から、福祉というのは具体的な法律がたくさん出てきているんでしょうけれども、水道法も

その１つだと言えないこともないですね。水道法の第１条には安全な水を安定的にいかに安

く供給するかと。これが目的として定められていますね。武雄の場合、いわば全国水準で来

ましたけれども、やっとこれに一歩近づいてきている。安全な水というのは、それは皆さん

方に供給するわけですから、これはお墨つきでしょう。味は別にしましてね。いろんな地域

の条件によりますので、それはいろんな種類がありますからね。もう１つは、安全性におい

てはもうお墨つきだと。それから、安定的な供給という点では、水は余っているわけですか

らね。これほど安定的な水源を武雄は確保、何というか、ほかに売っていいような水を持っ

ていますからね。高い借金をつくった背景がありますけれども、そういう点では水道法でい

う目的に一歩近づきつつある。これですべてだというふうには市長も考えておられないと思

うんですね。

確かに、この１案、２案、３案でいった場合に、20トン換算でいきますと給水人口５万人

から10万人、これは１案でいくと4,830円、これはどういう水準かというと、まだやっぱり
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３位なんですよね。いわば全国５万人から10万人の給水人口でいいますとね。それから２案

でいきますと4,935円、これも第３位です。それから３案の5,040円、これも第３位と。いわ

ば全国すべての市町村の中でどうかというと、ワーストテンから消えていますけどね。しか

し、５万人から10万人という範囲内で見ますと、まだそういう水準にあるんだと。ですから、

私、水道法の目的に１歩というか、２歩でもいいですけれども、そこに向かって努力をして

いただきたい。そういう点では先ほど市長が言うその福祉料金的なという考え方、これは大

賛成ですから、ぜひ今後も続けていただきたいと思います。

そこで、武雄市の水道財政を考えたときに、もう１つはやっぱりむだを省くと、これは議

会のたんびに私指摘をしていましたけれども、昨年の12月の部長答弁を見ますと、そのむだ

を省く上でも一歩前進してきつつあると。何かというと、西部広域水道企業団からの契約水

量と受水費の関係ですね。これは、部長は平成20年から２部料金制導入に（発言する者あ

り）22年。そうですか。いいことは早く私もね、手前に持っていきたいと思いますので、20

年とばっかり思っていましたけれども、22年ですか。（発言する者あり）それはもう検討を

始めるわけですから、いいことは早いほうがいいですよね。これはどの程度その作業という

か、進んでいるのかですね。

そうしますと、19年で受水費が286,000千円、これは契約水量に対する受水費ですよね。

しかし、この議会でも指摘をしましたし、東部水道企業団は２部料金制導入に８年かかって

いますよ、条例化するのにですね。西部の場合は平成13年から供用開始しましたので、その

水準でいくと大体20年ぐらいかなという頭がありましたので、たまたま20年と言いましたけ

れども、いずれにしても、２部料金制導入への検討が始まるというふうに答弁されていまし

たけれども、この間のいわば企業団の議会といいますか、幹事会といいますか、どこら辺ま

でその作業というか、検討は進んでいますか。

○議長（杉原豊喜君）

伊藤水道部長

○伊藤水道部長〔登壇〕

平野議員の御質問にお答えしますけれども、西部広域水道の受水費の検討というのは３年

ごとに行われています。今回84円で審議会のほうには打ち出させていただきましたけれども、

これは平成19年から３年間ということで、21年までの料金であります。先ほど議会答弁の関

係でおっしゃられたとおり、次回の料金算定から２部料金制の導入ということになるわけで

すけれども、この料金を見直す段階においては、１年前から西部広域水道企業団に構成市町

の水道担当の部課長並びに西部広域水道の課長以上の職員をもって用水供給検討委員会とい

うのを設置します。ここでほぼ10年程度の財政計画を見ながら、そして、今回の料金をどう

設定するのかという検討に入るわけであります。

したがいまして、２部料金制の検討については、今回の料金算定段階でも少し検討はしま
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したけれども、どういうふうに経費を配分していくのかということについては、今回詰まっ

ておりません。そういう意味では平成21年度に多分、用水供給検討委員会がまた再開をされ

ますので、その段階において議論されるものというふうに理解をしているところであります。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

水道財政全体、今後のことを考えていきますとね、私はやっぱり武雄の場合は自己水源を

たくさん持っているだけに、ほかの構成市町村から見ますと、自己水源を持っているところ

と持っていないところというのは、それは自己水源ゼロのところから見ますとね、武雄は有

利なんですよね。しかし、それはそれだけやっぱり企業債を抱えているわけですよ、これま

での水資源開発に伴ってですね。そこはぜひ推し進めていっていただきたいと思います。

これは平成17年度決算を見ますと、水道決算の中で41.2％が既存の施設の施設利用率です

よね。そうすると、既存の施設は41％しか使っていない。残る59％は、いわばこれだけの企

業債を投入して、まだ企業債返還もしていますよね。で、私は考え方の中にこれまで開発し

てきた自己水源を最大限に使うと。そして、西部広域水道企業団への、もちろん単価は84円

に下がってきましたので、そこへの依存を減らすと。そして、２部料金制導入に伴う受水費

がそのことによって減っていくというのは机上でわかるわけですからね。そういうのは今後

とも考え方としては貫いていく必要があるんじゃないかと、そのことを指摘しておきたいと

思います。

この行政問題審議会の最後の質問ですけれども、市長の具約との関係でいきますとね、固

定資産税の税率引き下げ、介護保険料等を引き下げる内容について、これは具約のほうに書

かれていますよね。これは、この間の議会の中でも指摘をされてきたところでありますけれ

ども、これは固定資産税の減免、介護保険料等の引き下げ、このことについてはいつごろ諮

問されていくんですか、あるいは19年度中の諮問になっていくんですか、そこの答弁をお願

いしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

下水道、水道の結論を出していただいた後に病院事業、そして固定資産税──病院事業は

私の具約には入れておりませんけれども、昨今の流れ等々を勘案して、緊急提案として病院

事業、そして、固定資産税を第２ロケットとしてやりたい。第３ロケットの介護保険料等に

ついては、その成案が出てからその時点でまた考えたいと思っております。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員
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○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

専門審議会の任期は１年、委員さんは20名で構成されていますね、民間の人たちを中心に

ですね。それと２番目のロケット、３番目のロケットというのは19年度中に発射されるんで

すか。どこに向かって発射するのかわかりませんけど。だから、ロケットというからには着

地がはっきりしとかにゃいかんでしょう。だから、それは固定資産税について、病院事業の

緊急性があるので、時間としては、日程からいうとあと半年残っていますよね。11、12、１、

２、３、５カ月の中で発射もし、着地も見えてきているんですか。固定資産税について答弁

をお願いしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

着陸の時点は21年４月ですので、そういう意味で今年度中というのは基本的に考えており

ません。

行革専門審議会の委員のあり方については、妨げないと。１年という期間は区切っており

ますけれども、その任期延長には妨げないということでありますので、それは今のところ、

私の考えとしては、行革審議会とも相談しますけれども、１年、２年、３年置いて、そのた

びにロケットを出して着地点を明確にしていきたいというふうに考えております。

固定資産税については21年４月を目指して、また議会に御報告をしたいというふうに考え

ております。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

今市長、着地は21年と言いましたね。具約を見ますとね、平成20年から検討を開始します

と。ですから、それは20年実施とはなっていませんので、水道は最速20年４月実施と明確に

されましたから、そういう点では21年実施ということに理解していいですかね。

〔市長「そうです」〕

次に、４番目の質問の通告をしておりました武雄市立図書館について質問を移していきた

いというふうに思います。

武雄市立図書館エポカルが文部科学大臣表彰を受けられましたね。いわば図書館活動のす

ばらしさということの結果でしょうけれども、そういう報道がありました。いろんな市民的

な図書館活動、こういったものが評価をされて文部科学大臣表彰を受けたと。本当によかっ

たと思います。本当お礼というか、おめでとうございますと言わなきゃいけませんね。そう

いった多くの市民に支えられた図書館、と同時にそこで働く人たちの使命感とか、情熱とか、

いろんなやっぱり図書館というのは、どこの職場でもそうですけどね、市民と一番接触の深
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いところだというふうに思うんです。そういう観点から質問を進めていきたいと思います。

１つは、ことしから祝日全館オープンと。祝日はすべてオープンしていくという話を聞い

ております。もう１つは時間、10時から今のところ６時までですよね。この開館時間の延長。

これは去年から、金曜日については１時間延長ということでやってこられました。

そこで、年間トータルで見ていきますと、１日平均の入館者が999名。これも県内のいろ

んな図書館と比べますと、利用度といいますか、１日平均の利用者が298名、約300人、貸し

出し冊数が1,209冊、この水準というのは県内でもトップクラスだろうというふうに私は思

うんですね。そのほかにいろんな図書館の活動もあるわけですけれども、そうしますと、利

用している市民の側からしますとね、やはり祝日はすべて開館すると。もう１つは時間延長

も、今までは金曜日だけでしたけれども、この拡大については検討していこうと。これは利

用されている側からしますとね、大いに歓迎される内容だというふうに思うんです。

問題はそれを支えるスタッフの側、ここはどういうふうなことを考えられておるのか、そ

こをまず答弁をお願いしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

浦郷教育長

○浦郷教育長〔登壇〕

紹介いただきました文部科学大臣表彰が去る５月にありました。質問とも関連しますので、

若干紹介させてもらいますが、子供の読書活動優秀実践図書館として県内、武雄エポカルが

表彰を受けたわけであります。その理由として、平成12年10月の開館時から職員とボランテ

ィアが協力し、おはなし会、昔話の会、小学校へのブックトーク等々、市内の子供たちに親

しまれる事業を多数実施し、子供の読書推進に大きく寄与されたということでありまして、

開館から、そして、開館後の運営等に御尽力いただいた先輩の方々等々、感謝を申し上げた

いというふうに思います。

その中でお尋ねのスタッフの問題でありますけれども、嘱託職員として平成16年５月より

７名で運営をいたしております。嘱託の期間は１年更新で最長３年、給与は日給で6,340円

としております。スタッフとしてはもちろん職員がおるわけでありまして、全職員数が12名

と。先ほど申しましたように、嘱託７名という形でやっております。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

図書司書の資格を持っている職員の体制強化というのは私は避けられないと。市民へのサ

ービスを量、質ともに向上させようとすれば、それを支える、もちろんボランティアの活動

もそうですけれども、四六時中そこで働いている人たちの体制強化というのは避けられない

だろうというふうに考えるわけです。日常業務の１つである本の貸し出し、返却、これは専
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門家ですから日常的にそれが柱になってきますね。さらに市民の皆さんの図書に対する思い、

これをどうつかんでいくのかと。さらに出版の動向、これも専門家としてきちんと把握する

必要があると。それから、図書館利用者の相談業務、専門的にはリファレンスというんです

か、そういった専門性を求められるからこそ、４年制の大学を卒業する、短期も今あるんで

すかね、図書館司書の資格、かなり難しい資格だと思うんですけれども、そういう専門性を

高めるという場合に一定の経験年数というのは積み重ねていく必要があるというふうに考え

るわけです。

そこで、もちろん嘱託職員の人たち、いろんな職場によってその専門性というのは、保育

所であれ、学童保育であれ、あるいはほかに全体で今嘱託職員127名ですか、武雄市は。そ

の中で一番多いのが保育所の34名、ここもかなり専門性を求められているところですね。

今回は図書館に関して質問しているわけですけれども、こういった図書館業務を住民サー

ビスとの関係でこなしていく上で１年契約の３年までというのは、例えば、22歳で仕事に入

ったとしましてね、１年目は業務になれる。やっと館内のいろんな整理かれこれでなれてい

く。３年目に住民との関係ではリファレンス業務をこなせる。ところが、もう３年たつと、

はいそれまでというとおかしいですけれども、もう雇用期間が切れましたと。非常に不安定

といいますかね、雇用としては安定性に欠けるんではないかと。

そこで、資料をつくってもらいましたけれども、県立図書館を含めまして８つの県内公共

図書館の嘱託職員等の雇用状況、これを調べてもらったんですけれども、一番条件のいいの

は伊万里市民図書館ですね。これは本当に全国区として有名な図書館ですけれども、１年更

新は変わりませんけれども、制限なしなんですよね。これは週40時間働いてという意味です。

１年から５年148,500円、６年から10年の方は176,800円、10年を超えると210千円、普通の

職員の給与と比べますとまだ少ないですけれども、しかし、安定性から見ますとね、１年更

新の制限なし、これが一番進んでいるんじゃないでしょうか。

そこで、雇用期間で見ますと、１年更新の３年間というのは県立図書館、あとは武雄の図

書館、８つの公立図書館のうちに県立と武雄だけですね。しかし、県立は月16日働いて170

千円ですから、給与条件からいいますと、これははるかにいいわけですよ、武雄市からしま

すとね。ですから、雇用の安定化という場合に何年働けるのかということと、当然そこで自

立した生活をしていかなきゃいけませんので、収入がどうなのかと。これは、基準は総務課

で決めるんですかね。教育委員会では決められませんね、契約に関しては。総務のほうで答

弁してほしいんですけれども、給与条件はさっき教育長が言いましたように、週に40時間、

１日6,340円、丸々21日働いたとして133,100円なんです。これは私も資料をつくってもらっ

て驚いたんですけれども、鹿島が週36時間働いて186,200円。この資料で見る限りにおいて

は４万幾らですか、50千円近くなるかな──ぐらいの差になるんです。私はこの資料、これ

は平成17年につくってもらった資料、これはこのときの条件から見ますとね、給料下がって
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いますね。このときは日々雇用で１日6,360円、今教育長の答弁によりますと、週40時間

で6,340円。この20円下げたというのは何か理由があるんですか。17年と19年の今日を比べ

て、そこはどなたが答弁、総務部長ですか。じゃあお願いします。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

お答えいたします。

嘱託職員、臨時職員も一緒ですけれども、これらの賃金決定に当たりましては、人事院勧

告の推移に合わせて決定をさせていただいているところでございます。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

給与の件なんですけれども、基本的に図書館の比較より恐らく我々が考えなければいけな

いのは、他の同じことをやっている民間の皆さんとの比較が大事だというふうに考えており

ます。そういう意味で先ほどおっしゃったように、条件のいい図書館、あるいは武雄よりも

悪いところはあります。その中で私は民間と比較したときに果たしてこれが本当に安いのか

ということも考えなければいけないということを考えております。そういう意味で、武雄は

私個人の見解ですけれども、決してそんなに悪くはないというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

給与問題での答弁がありましたけどね、１年更新の３年までと。これも県立、何で給与ま

で言ったかといいますとね、同じ３年までという雇用条件であったとしても給与が違う。市

長は民間と比べろと言われますけどね。しかし、その専門性を身につけるためには大学まで

行き、いろんな何といいますか、努力をされてきていますよね。民間はもっと厳しいと言わ

れますけれども、本当に日本一の図書館を目指すんであればね、そういった労働条件をきち

んと整備していく。本当にそこで働いている人たちが誇りを持って、安心して、伊万里じゃ

ないけれども、無制限となっていますからね。それはいろんな職場に通用する問題ですよ。

例えば、この前、28、29日、厚生労働省だとか、後で国保のときに紹介しますけれども、

交渉に行ってきました。交渉と言っちゃいかんですね。要請に行ってきました。そのときに

最低賃金を千円に引き上げる。その際にどれだけ水準が上がるかと。パートの人たちで25千

円、プラスですよ。そしてもう１つは、常用で29千円、その分購買力が豊かになりますから、

地域経済に貢献するほど大きいと、参考までに紹介したところですけれども。

次に、図書館の問題に関しては、先ほど答弁漏れがありますので、１年更新の３年までと
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いうやつを考える余地はないのかと。これはぜひ答弁をお願いしたいというふうに思います。

それからもう１つは、武雄市子供読書活動推進計画、これはまだ全議員には配られていな

いんですね。ちょっと借りてきたんですけれども、これで見ますと、平成13年12月施行で、

国は子供の読書活動の推進に関する法律、これを制定したと。それに基づいて佐賀県が子供

読書活動推進計画、これも策定したわけですね。県が子供読書活動推進計画、一生懸命やり

ましょうということでいろいろ取り組みされていますけど、策定する割には17年、18年、ブ

ックスタートが始まって何年目ですか。17年は、県は20千円の予算をカットしていますよね。

子供読書推進活動を県が改めて策定しながら、ブックスタート事業、絵本の読み聞かせ事業、

県の補助金20千円、これをカットすると。わずか20千円ですけどね。それはいいですけれど

も──いいということじゃないですけれども、こういう計画を持つんなら、もっと市町村は

頑張ってほしいと。図書館を持っているところはもちろんですけれども、補助金ふやすのか

というと、逆に20千円減らしてしまう。これは県に言わなきゃいかんでしょうね。

武雄市は19年、武雄市子供読書活動推進計画、これを策定しております。読ませてもらい

ましたけれども、非常に先進的な取り組みが盛り込まれているんです。そういった意味で、

冒頭教育長が紹介しましたように、文部科学省の表彰を受ける。その背景になる活動という

のがこの推進計画の中にも盛り込まれております。市内の小・中学校での授業の前に朝の全

校読書ですか、10分間ぐらいですね。気持ちを落ちつけてということもあるんでしょうけれ

ども、これは表を見てみますとね、その活動の成果といいますか、小学校の低学年ほどこの

成果というのは生きてきていますね。１日当たりの平均読書、あるいは１カ月当たりの平均

読書冊数から見ましてもね。これは本当にいい活動だというふうに思うんです。そういうこ

とを学校図書館と武雄市図書館との連携、こういうことを考えてみますとね、今この子供の

読書活動推進計画等のもとで武雄市図書館が果たす役割というのは今まで以上に大きく求め

られてくるんではないかと。ですから、この推進計画の中で武雄市図書館をどう位置づけて

いるかといいますと、市図書館は図書に関するさまざまなネットワークの中心となる施設で

あり、読書活動の推進拠点でもありますと。図書館職員の資料に関する知識や図書館での読

書活動の経験などを生かし、子供たちがたくさんのよい本と出会えるような環境整備を総合

的に行い、読書意欲を向上させる活動を積極的に推進していきますというのが、この計画の

中で図書館の果たす役割として明確に述べられております。

時間がありませんから全部紹介するわけにいきませんけれども、そういうことを考えます

と、こういう地域的な役割、時間の延長もしようと、それから祝日は全部オープンしようじ

ゃないかと。そういう市民に開かれた図書館としてこれまで以上に活発に展開していこうと

いうときに、先ほどの１年契約、３年までというのでいいのかどうかと。それは学芸員にし

てもそうですよね。そういうことであります。

だから、先ほどの答弁は教育長、朱肉印でありますと、契約は総務のほうですか。それが
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１つですね。賃金の問題は先ほど市長が言いましたけれども、契約の問題ですね。もう１つ

は全体として武雄市図書館の果たす役割がこの計画も含めて、内容の点においても幅広く求

められてきている中でどうしていかれるのかという答弁をお願いしたい。市長ですか、はい。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

労働条件については、私から答弁をしたいと思います。

確かに、１年更新で３年間というのは雇用の不安定の問題等々、あるいは経験の蓄積から

すると、ちょっと短いなと判断いたしておりますので、これは延ばす方向で検討したいとい

うふうに思います。

その上で、私はそれも含めて図書館の全体のあり方を見直す時期に来ているんではないか

というふうに考えております。今寄せられている意見では、夜間どうしても行きたいという

方々が少なくとも私には寄せられてきています。したがって、10時から、例えばそれを20時

にするといった場合は労働条件が非常に悪くなりますので、例えば、11時半から開始にして、

その分を少し延ばすであるとか、あるいは例えば２時から４時までは貸し出しはできません

とか、そういうふうに柔軟に取り組む、それによってもう少し開館時間、あるいは月曜日の

お休みとかがなくなる方向のほうが恐らく市民ニーズに合うんではないかといったことを含

めて教育委員会とよく相談をして検討したいというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

浦郷教育長

○浦郷教育長〔登壇〕

図書館のあり方について、幾つかお話しさせていただきます。

今話がありました武雄市子供読書活動推進計画、これによりまして、今後その充実をさら

に図っていきたいというふうに考えております。市民が利用しやすい図書館ということで、

これまでも精いっぱいの努力がなされてきたところでありますし、しているところでありま

す。特に、たくさんのボランティアの方々のお力添えをいただいているということも事実で

ありまして、今後もまたさらにお願いをしていきたいという思いも持っております。

また、図書館と各学校とを結んで子供たちの読書活動をさらに充実したものにしていくと。

これは心の面でも、学力の面でも非常に大事な方策かというふうに考えております。そのた

めに、先ほど話にありましたように開館時間をできるだけ頑張ってみようと、あるいはその

サービスにつきましても、できるだけのことをやっていこうということで、今後もやってい

きたいというふうに思っております。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員
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○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

先ほど市長が言われた経験年数の積み重ね、そのことが質的に市民へのサービスの向上に

つながるという点では理解していただいて、１年更新の３年までというのは検討したいとい

うのは大いに歓迎するということです。ただ、あとの問題ですね。今女性の働き方というん

ですか、これは多様化してきていますね。ですから、今まで金曜日だけを夜７時までに延長

していたと。これも８時ぐらいまで延長していきたいと。これは多くの市民の方々から意見

を聞きますとね、働いている人たちからすると歓迎される内容だろうと。今度は図書館を利

用している乳幼児から高齢者まで、年齢的な階層というのは本当幅広いですよね。高齢者に

とってみますとね、図書館があくのを今か今かと待っておられる方もおられます。いわば情

報の発信地なんですよ、ある意味ではね。交流の場でもあるんです。そういった意味では大

いに検討を要するところですね。そこはぜひひとつ、今まで５年前までというのは、武雄に

図書館があるというのもなかなか言えんような状況だったんですよ、転々としましてね。だ

から、これが市民の運動によってやっとできて今５年目を迎えたと。ですから、この条件を

生かして、もっと幅広く利用されるように働いている人たちの条件整備、そして、来る人た

ちが働く形態によってはいつでも──いつでもというのは語弊がありますけど、自分の時間

の範囲で行けるという気やすさといいますか、自分の暮らしの中に図書館が身近にある、こ

のことが大切なことだというふうに思うんです。ぜひ日本一の図書館を目指して教育委員会

ともよく相談されて、そこに働いている人たちの意見も大いに尊重しながら検討していただ

きたいというふうに思います。

最後の質問に移っていきたいと思います。

最後に、国保行政についてです。

私、５月24日には県に要請をしようということで県内の我が党の市会議員が集まりまして

ね、要請を行いました。どういうことを要請したかは資料として上げております。５月28、

29日は厚生労働省への要請ということで、九州市長会で出された要望を持って参加をしたと

ころです。

今、どこの市町村の国保会計も、それこそ３月紹介しましたけれども、土台を掘り崩すよ

うな危機、財政的にはそういう状況にある。この認識はどこでも一致しています。厚生労働

省に対して７項目にわたって要望したわけですけれども、そこで、さきの３月議会では武雄

市がたまたま条例改定案で値上げの方向を出されましたからね、そこを中心に論議をしたと

ころです。

結局、財政の厳しさから見まして国保税を上げざるを得ないという、それは執行部の皆さ

ん方はそう考えて提案されたんでしょうけれども、上げると、今度は高くて払えない世帯が

ふえてくる。国は1997年に国民健康保険法を変えましてね、１年以上滞納した世帯に対して

は資格証明書を発行しなさい、あるいは短期保険証を発行しなさい。こういうペナルティー
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を強化する、市町村の義務にしましたね。そうすると、払えない世帯は病院にも行けない。

それこそ命のさたも金次第となりかねない事態というのがどこでも深刻に進行しているんだ

なというのが今度の厚生労働省への要請行動の中で明らかになりました。

武雄の実態を見てみますと、武雄市は資格証明書、これが18世帯、１カ月の短期保険証54

世帯、２カ月173世帯、６カ月が15世帯、これを総合しますと260世帯が何らかのペナルティ

ーをかけられているということですよね。武雄市がこれを発行する上での基準といいますか、

これは何に基づいて発行されているのか。まず、そこら辺から答弁をいただきたいと思いま

す。時間があと10分程度になりましたので、簡単でいいですからよろしくお願いします。

○議長（杉原豊喜君）

國井くらし部長

○國井くらし部長〔登壇〕

それでは、お答えいたします。

資格証明書等につきましては、納税相談、その他の相談について、なかなか応じられてい

ない滞納者の方について発行しているところでございます。短期被保険者証等につきまして

は、納税に応じながら、その他所得等を勘案したところで発行しているところでございます。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

納税相談に応じなければ、もう即資格証明書ですか。そういうふうに聞こえましたけれど

も、これは国に言わせますとね、資格証を発行する、短期保険証を発行することによって納

税者との接点がふえるんだというふうに言っていますよね。実際にそうかというと、いわば

敷居が高くてなかなか行けないと。逆にそうなんですよ。困り果てて市役所に来る。これも

１つの接点でしょうけど、そうとばかりは言えない状況がありますね。

そこで、1997年の法改定の中で特別な事情の場合は資格証明書などペナルティーをかけな

いようにと。その特別な事情というのを決めているんですけれども、そこはどういうふうに

認識されていますか。

○議長（杉原豊喜君）

國井くらし部長

○國井くらし部長〔登壇〕

お答えします。

特別な事情というのは失業、それから収入が途絶えたと、そういうふうな方についてとい

うことで、これにつきましては、相談には一応応じておりますけれども、なかなかそれにつ

いてこたえてくれない滞納者の方、やむなくしているというのが現状だと思います。

○議長（杉原豊喜君）
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22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

特別な事情というのは、結局、全国的にも滞納者がふえてきている。全国平均15％ですよ

ね。佐賀県平均14％が滞納世帯です。これはふえてきている。だけども、特別な事情を改め

て政令で、これは国民健康保険法施行令ですか、決めていますよね。今部長が言った災害、

盗難に遭った場合、病気、負傷した場合、事業を廃止、休止した場合、事業に著しい損害を

受けた場合、これらに類するのが特別な事情ですよね。これにあわせて武雄の場合、先ほど

言いましたように18世帯が資格証明書と。

ここで２点お伺いしますけれども、特別な事情を考える場合にもう１つあるのは、1997年

当時のこの法改定のときの課長補佐の方の見解が載っているんですけれども、どういうふう

に言っているかというと、ペナルティーをかける場合に乳幼児、病気がちな乳幼児を抱えて

いる世帯、障害者の世帯、そういうところは配慮するようにと。それは先ほど言いましたよ

うに、260世帯ですか、武雄市の場合、１カ月であってみたり、２カ月であってみたりして

いますけれども、そういう調査をした上で発行されているんですか。その納税相談に応じな

いから、いきなりということはないでしょうけれども、その当時の課長補佐の見解がここに

あるんですよね。特別な事情のほかに、いわば社会的弱者と言われる人たちでしょう。そう

いう人たちをちゃんと調査した上で260世帯には発行しているのかどうかと。

もう１つ、時間の関係で答弁をお願いしたいんですけれども、ことしの２月の福祉生活常

任委員会に出された資料によりますと、保険証の未交付、これが244世帯ありますね。この

未交付の244世帯というのはどうして生まれてくるんですか。260世帯の資格証明書であって

みたり、短期保険証であってみたり、その外に244世帯の未交付世帯があります。これはど

うして生まれてくるのか、答弁をあわせてお願いしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

國井くらし部長

○國井くらし部長〔登壇〕

短期被保険者証につきましては、有効期限ということで４段階に分けているところでござ

います。これは所得と、それから納税状況と、これにつきましては一応調査しながら、その

状況を見ながら発行しているところでございます。（344ページで訂正）

それから、未交付のところですけれども、ちょっと早急に調べて御回答したいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

その244世帯の未交付がどうして生まれているんですかというのは通告していましたけど

（発言する者あり）
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○議長（杉原豊喜君）

國井くらし部長

○國井くらし部長〔登壇〕

お答えします。

244の内訳は、住所不明者とか、配達内容証明書を付して届いていないという部分の方た

ちの数でございます。（344ページで訂正）

○議長（杉原豊喜君）

22番平野議員

○22番（平野邦夫君）〔登壇〕

今、地域の班長さんとか区長さん等を通じて保険証は配っていませんよね。郵送でやって

おるでしょう。で、返ってきたと。住所不明の人、内容証明つきでやったけれども、また戻

ってきたと。244世帯もあるんですか。ちょっと考えられないですけどね。案外未交付とい

うのは、資格証明書は18世帯でちゃんと手続がありますよね。10割窓口で負担して、それで

市役所に領収書を持ってくれば７割は返しましょうと。しかし、それは債権だから滞納に回

しましょうねと、本人に返ってこないんですよね。これは３月議会で言ったとおりです。そ

のほかに244世帯、住所不定。これは納税相談に応じてもらえない人たちじゃないですか。

本来ならば、別に私、資格証明書を発行せいと言っているんじゃないですよ。発行せいと言

っているんじゃないです。244名の方々、いわば対象の外に置かれている。短期でもなけれ

ば資格証明書でもない。ある意味ではこの方が深刻じゃないですか。あと３分ということで

すので、次に行きます。そこは答弁があればお願いしますよ。

もう１つ通告した内容では、３月議会でも言いましたけれども、一般会計からの繰り出し、

これはもう避けられないと。ですから、一般会計からの繰り入れをしている市町村、これを

調べてほしいという通告もしておりました。時間がありませんので、私のほうで調べた内容

を紹介しますけれども、（発言する者あり）やっぱり認識は一致させなければいけませんか

らね。通告しただけじゃなくて自分のほうでも調べるということが大事だと思って、いろい

ろ資料を取り寄せているわけですから、私のほうで紹介しましょう。

５万人未満、これは保険者としましては525。全国の保険者数、自治体数525。この中で制

度外繰り入れをしている保険者、自治体ですね、361。ですから、全体の68.7％が法定外で

の一般会計からの繰り入れをしていると。これは県内のある市の担当者がつくった資料によ

る内容であります。５万人以上と10万人未満で見ていきますと、86保険者で67自治体が制度

外繰り入れをしている。全体を見ますとね、1,953保険者が一般会計からの繰り入れをして

いるという内容です。パーセントにしますと60％、こういうところまで今来ているんですよ

ね。ですから、国保会計がかなり厳しい、値上げせざるを得ない。払えない世帯がふえてく

る。払えない世帯にはペナルティーをかける。ますます悪魔のサイクルといいますか、そう
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いう事態に陥っている保険者、自治体というのは全国に広がってきているんですよ。これを

断ち切るために、私も３月に紹介しましたけれども、まずは市町村の独自の努力が大事です

けれども、１つは財政を厳しくした元凶、定率国庫負担を45％から38.5％に引き下げたと。

これが全国の国保会計を赤字にし、厳しくしてきた最大の原因だと考えております。県の制

度外での市町村国保への助成、これはゼロというのが全国16県、その中に佐賀県も入ってい

ます。ここにやっぱり要求していく、このことも大事だと思うんですよね。

３つ目には、国、県のこの手の支援を待つと同時に市町村独自の努力が必要だと、こうい

う立場で今後の国保会計、国保行政はやっていっていただきたいと。このことを最後に指摘

して、答弁漏れがありますけど、後ほど私のほうに答弁をください。そのことを指摘して私

の一般質問を終わります。

○議長（杉原豊喜君）

それでは、以上で22番平野議員の質問を終了させていただきます。

次に、９番山口良広議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

ただいま議長より登壇の許可を得ました山口良広です。どうぞよろしくお願いします。今

回、私は来月行われる参議院議員選挙佐賀選挙区選挙で最大の争点となるであろう長崎新幹

線整備の是非が大きくクローズアップされるのではないかと思っています。

私は、なぜ長崎新幹線は必要かの議論でなく、武雄はがばいばあちゃんで元気に見えます。

それを本物にして、さらに、仮に長崎新幹線の整備が決定したとしても、10年後、ひょっと

したらそれ以上後かもわからないのです。それを待っていては、死ぬまで元気と言っても長

い話だと思うのです。それより私は元気な武雄、活気のある武雄を今議論し、広く市民ニー

ズを基本に元気な武雄を建設し、いつ長崎新幹線がオープンしても「武雄は違うぞ」と言わ

れるようなまちづくりを武雄市街地はもとより、周辺部を巻き込んでのいろんな角度からの

議論をしたいと思います。

武雄市街地を南北に分断するＪＲ佐世保線の高架事業の完成を間近に迎えた今、まず市長

にお尋ねします。武雄の観光開発をどう進めていこうと思われるのか、お尋ねしたいと思い

ます。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

観光はソフトとハードであります。ハードの部分については、先ほど議員から御指摘があ

ったように、計画にのっとって粛々とやっていく。ソフトの部分については見過ごされがち

ですけれども、観光客は住民の皆さんからあいさつを受けたとか、あるいはこういう元気な

ところで来てよかったと、そういったことが今観光に非常に求められているというふうに思
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います。したがって、私たち、そして議員の皆さん、そして広く市民の皆さんたちがもてな

し力をきちんと持てるかどうか、これが今後の武雄の観光を左右する１つのキーワードだと

いうふうに思っております。

今、幸いにして全国市長会においても武雄が非常に話題になっております。今注目が集ま

っております。ここが勝負だと思います。そうやって来ていただいた皆さんたちが本当に武

雄はよかったと思っていただくようにしなきゃいけない。そういう意味では時間はないとい

うふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

次に、５月の連休前にオープンした楼門朝市についてです。

私は農業者の一人として、朝市が楼門前に定着し、武雄の農産物の発信基地としての機能

を持つようになり、インターネット上に載り武雄ブランドとなればなと思うものです。それ

ともう１つ、元気なおじさん、おばさんの生きがい農業の手助けができればなと思っていま

す。その点も含めて、市長はどんな考えと思いでこの朝市を思い立たれたのか、お尋ねした

いと思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

今の朝市の状況は、このパネルのような状況になっております。（パネルを示す）始まっ

たときは十七、八人だったんですけれども、今数百人の規模で地元の皆さん、そして、観光

客の皆さんにお越しいただいております。

私の朝市を始めた意味というのは、この朝市を商業、農業、観光の結節点にしたいという

ふうに考えております。これによって朝市で多くの方がお見えになっている。そして、１つ

お願いがあるのは、市民の皆さんで、例えば、引き出物とか、あるいは眠っているものを世

田谷のぼろ市ではないですけれども、出していただきたいと。それによって、もったいない

市、リサイクル、循環型社会にもつながるというふうに考えております。そういう意味で楼

門朝市が「オール武雄」の市となるように、私自身もまた皆さんたちとともに頑張っていき

たいというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

今、朝市をパネルとして見せてもらったわけですけど、いろんな業種のものが出てくるん

じゃないかと思っています。どんな業種がどんな地域から来ておられるか、それが大事じゃ
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ないかと思っています。そして、幅広くできるような発想というものを考えたいものと思っ

ています。

そんな中で、私は将来的には朝市が今のテントの中だけじゃなく、温泉通り、商店街の中

に延びるような形でできればなと思っているわけです。今のところ、地元の商店街の皆様の

参加があればもっと元気になるんじゃないかなと思うわけです。それをするためには、どう

しても商店街の中に入っていき、それが商店街の軒先や駐車場、空き地、いろんな形の中で

できればおもしろい朝市になるんじゃないかなと思っているわけです。ぜひそういうふうな

朝市というものになればなと思っておりますので、どうぞよろしく、市民の皆さんとともに

頑張りたいと思います。

次に、朝市を含めて駐車場の問題です。

今朝市があっているところは、普通は観光バスや観光客の皆さんの乗用車で埋まっていた

ように思うわけです。この朝市のある日は、車はどういうふうに対処されて、ああいうふう

なオープンスペースになっているのかなと思うわけですけど、その点お尋ねします。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

お答えをしたいと思います。

朝市につきましては、先週の６月３日現在で31店の方が登録をされております。

それから、お尋ねの駐車場の件でございますが、出店者については、基本的に武雄温泉に

お願いしまして桜山の駐車場に駐車をしているということ、それからお客さんについては、

桜山の駐車場と、それから周辺の旅館、ホテルがございますが、そこがあいているところに

理解をいただきまして、駐車をしているということでございます。

それから、市街地の中にさぎの森の広場がございますが、将来的には、近々のうちですが、

ここについてもお客さんの駐車場として活用を予定しております。

以上でございます。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

ぜひどうしても朝市の場合に、朝市も同様ですけど、市街地になれば駐車場というものが

大事じゃないかと思っています。そんな中で、さぎの森の広場を駐車場に考えておられると

いうことは、議会のほうでも議論がされたわけです。大事な問題だと思いますので、市民の

ニーズと、また周辺部の方の御協力でぜひできるように頑張ってもらいたいと思います。

そんな中で、今駐車場として市内ではもっとこれより以上に大きくする必要はないんじゃ

ないかなと思うわけです。例えば、もっと競輪場とか、いろんなところとシャトルバスのよ
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うな形で持っていくような、将来的な夢ですけど、そういうふうな形で駐車場確保というも

のをぜひやって、朝市というものと温泉通り商店街というものがマッチングして、本物の朝

市の形になればなということに思っております。

次に、活性化対策には人づくりだと思っています。武雄には民間団体や個人を中心にした

ノスタルジー武雄として実行委員会があるわけです。以前、四、五年前からノスタルジー武

雄ということで、秋にはいろんな温泉を中心にしたイベント等が計画されております。こと

しの行事、また今後、この実行委員会をどうまちづくりに取り組んでいくか。今から人との

つながりというものが大事じゃないかと思っております。その点、どういうふうに持ってい

かれるのか、お尋ねしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

特に、ことしにおいては11月に「ＴＡＩＺＯ＋ＴＡＫＥＯ展」を行いますので、ノスタル

ジー武雄「時巡り温泉祭」、については、これにのっとった形でやっていただければありが

たいというふうに考えております。もとより、これは１つの提案ですので、実行委員会の中

等々で決められると思いますけれども、市長としてはそういうふうに考えております。要は、

ばらばらやるよりは人が来ているときに集中的に効果的な手を打つ。しかも、今回は一ノ瀬

泰造展と武雄展をやりますので、それにあわせてしたほうが効果は上がるんではないかとい

うふうに考えております。ある意味、ことしは温泉めぐりよりはフォトめぐりになればいい

なというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

この実行委員会には、今、武雄のまちでは元気な、将来を動かすような青年たちがたくさ

んいるメンバーだと思っています。彼らと一緒になってまちづくりというものを、行政だけ

でなく、民間等の力をかりてこそできるんじゃないかなと思っております。ぜひよろしくお

願いしたいと思います。

そんな中で、以前よりいで湯と陶芸のふるさととして武雄は売り出してきたわけです。そ

の点、この実行委員会の中でも器としての焼き物を温泉の旅館街や飲食店街で使おうじゃな

いかというふうなことで検討されたりしております。また、足湯などいろんな形でもしてい

るわけですので、今後、今までやっている行事等にもつながるような形でお願いしたいと思

います。

それと同時に、焼き物といいますと、窯元等の要望で展示会場というものがないというふ

うな話をよく聞くわけです。今からいろんな形で焼き物をオープンに観光客の皆様に展示し、
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また、それを広く使われるような形でできないかなということを思っているわけです。その

点、今から空き店舗等や、また文化会館のロビーあたりの中でもされないかなということを

思うわけです。このいで湯と陶芸のふるさとということで、どういうふうに今後進めていく

か、お尋ねしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

特に、陶芸について私からお答えしたいと思います。

展示場について、結構やっぱり言われます。そういう意味で私は１つの現実的な案として

エポカル武雄をそういった場にしたいというふうに考えております。個展をやっていただい

てもいいでしょうし、グループ展をやってもいいでしょうし、そして、そこで物品販売をし

ていただくのもいいでしょうし、そういった意味で私はエポカル武雄を中心としてそういっ

た場を展開していきたいというふうに考えております。

その上で５月の連休中、本山酒造跡のがばいカフェが非常に好評でありました。なぜ好評

だったかというと、地元の古唐津の器でコーヒー、あるいはレモングラスティーを飲んでい

ただくといったことが非常に好評だったというふうに分析しておりますので、近々また、が

ばいカフェも名前は別としてオープンしますので、そういった議員が御指摘のように、あい

ているところにはきちんと展示をして、また置いていきたいというふうに考えております。

参考とするのは金沢21世紀美術館であります。あそこはタクシーの運転手さんたちが必ず

薦められる場所というふうに聞いております。私も機会があれば視察に行きたいんですけれ

ども、そういった意味でエポカル武雄に行けば何か展示してあるぞと。特にいで湯と陶芸の

まちですので、陶芸を中心にしてあるんだというふうに観光客から、あるいは市民の皆さん

から愛されるような展開を考えていきたいというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

ぜひそういうふうな形の中で焼き物というものがせっかくある窯元さんの力をかりて、美

術品としてではなく、また、使われる焼き物として利用されれば、もっとやっぱり武雄じゃ

なからんばいかんねというふうな流れになるかなというふうなことを思います。

それにもう１つ、まちづくりとして活躍しているわっかもんプロジェクトの中に武雄三樹

物語というものがあります。私も時々、三樹物語ということで参加するわけです。朝の９時

ごろからお昼の２時ごろまで武雄にある３本の大楠を回って、その後、食事をし、そして、

わいわい話をしながら、いろんな会話を楽しむ企画です。武雄に住んでいる人よりも遠くに

住んでいる人がいろんな形での公募にのって参加します。その中で武雄のよさ、自然のよさ
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というものがあるわけです。私はこんなものがあるのをぜひ使ってもらって、温泉とさるく、

すなわちウオーキングというものがドッキングできればなと思っているわけです。

幸いにも武雄には物語として黒髪を中心にした大蛇物語など、いろんな物語があるわけで

す。それらを回るようなウオーキングのコースというものをつくれば、余りハード面で金を

かけることなく観光につながるんじゃないかなということも考えるわけです。その点を含め

て、三樹物語の活動及びウオーキングコースの点について、どういうふうに思われるかをお

聞きしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

三樹参り、私も何回か出ておりますけれども、毎回25名から30名、遠いところだと埼玉、

あるいは京都からもお見えになって、非常に好評で回数をふやしてほしいというありがたい

要望を受けております。これに意を強くして１つ今考えておるのは、「佐賀のがばいばあち

ゃん｣ロケにかかわるロケ地、あるいは施設を網羅した｢がばいばあちゃんロケ地88カ所めぐ

り」、これは仮称でありますけれども、この企画検討を今進めようと思っております。これ

については、北方、あるいは山内すべて入りますので、そういう物語性のあるさるく、ある

いはウオーキングロードというのをつくっていきたいと。ただ漠然と何とか回りとか、何と

かめぐりというても、物語のなかところには人は来んですね。そういう意味でこういう88カ

所めぐりは、できれば女性の方はもんぺをはいてですね、なぜ四国のお遍路さんは人気があ

るかと分析したところ、やっぱりあれは白装束で行きんさっわけですね。あれにつられて何

というんですかね、非常にそこに活気があったりとか、あるいはそこに何か物語を見出すと。

そういう意味で衣服も大事だと思いますので、そういった面で衣服も含めてこの88カ所めぐ

りを提案していきたい。旅行代理店等にも提案をしていきたいというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

私がぜひここで言いたかったのは、今までどうかしたら長崎新幹線ができないとどうにも

こうにもできないよというふうな答弁というものを時々聞いたわけです。それじゃなく、も

っと積極的に市民を巻き込んで、こういうふうな形でまちづくりを武雄はやっているんだよ

というふうな形に持っていって、市民とともに地域振興をやってほしいということで言った

わけです。

次に移ります。

市長は、具約の中で夢のある武雄、関西大学や多くの企業誘致の経験、そして、幅広いネ

ットワークを生かし、全国から企業、学校等の誘致を図るとともに、起業をされる方々を税
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制等の優遇により積極的に支援し、働く場の確保、創出、福祉、子育てに配分する税収増に

努めますと言われています。市長に就任されて約１年しかたちません。すぐに答えを出せと

は言いませんけど、市民は地元に働く場を確保してくれ、そして、元気な若者がたくさんい

るまち武雄を望んでいると思うのです。その点、市長はどんな戦略を持ってこの具約の達成

に進んでおられるか、お尋ねしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

今、私たち営業部戦略課、そして、私のところ、副市長のところにもさまざまなルートを

通じて企業だったり、工場だったり、学校だったり、話が実は来ております。しかし、最大

の問題点は、場所、土地がやっぱり見当たらないということが１つ問題点としてあります。

これについては、経済産業省を中心とした企業立地促進法が今後６月でしょうか、施行され

ますので、それにあわせて全国で第１号の認定を受けるべく、その地域の制度検討に今入っ

ております。その上で１期４年、４年たったときにこれだけふえたということを評価してい

ただきたいというふうに考えております。もとより、先ほど御指摘があったように、まだな

って１年ですので、あと３年間ちょっと温かく見守っていただければいい結果が出せるとい

うふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

大体、この後、そこは今市長が言われましたようにしっかりやってもらいたかと同時に、

用地とか、いろんなものが今の武雄市にあるのかなというものをお聞きしたかったわけです。

それがちょっと言われたわけですけど、さきの佐賀新聞の報道を見ますと、県内には26社が

昨年度内に誘致されたというふうな報道がなされたわけです。その中で私の知る範囲内では

武雄市には余り、ゼロに近いような形じゃなかったかなということを思ったわけです。その

中で今市長がくしくも言いましたように、そもそも武雄には県営、市町営も含めて公共の造

成済みの土地はどれぐらいあったのかと。それがなかったから今の時代に取り残されたのか

なということを思ったわけです。その点含めて、今現在、工場団地等用地としては旧市町別

にどれぐらいの県営、市町営の団地があるのか、お聞きしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

お答えしたいと思います。

先ほどの誘致につきまして、３月23日に大村市に本社がございます半導体関係の企業が若
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木の工業団地に立地することになりました。そういうことで、県営の工業団地については、

あと１区画の半分、１ヘクタールが若木の工業団地にあります。そのほか、武雄、北方、山

内含めて県営、町営の団地はございません。

ただ、民間の工場適地になり得る箇所については、武雄、北方、山内含めてうちのほうで

把握しているのは三、四カ所程度あると。規模的にも１から２ヘクタール程度ございますが、

そういう状況でございます。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

さきの議会で工場団地適地調査委託料を議決し、武雄市としても今から合意できると思い

ますけど、その進捗状況はどうなっているか、お尋ねしたいと思います。規模、面積にして

何カ所ぐらいか、また、分譲の時期はいつごろと考えられておるか、お尋ねします。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

お答えしたいと思います。

先ほどの工場の調査でございますが、昨年の10月ぐらいから調査を開始しまして、今現在

来ておりますのが、これについては１次、それから２次調査をしまして、交通のアクセス、

それから電気、水道関係のユーティリティー関係の条件、そこら辺を勘案しまして、最終的

に５カ所に絞り込みをしております。規模については、規模ごとに２から３、それから５ヘ

クタール、それから10ヘクタール以上ということで現在５カ所を絞り込んでおりまして、今

後は先ほど市長が言いましたように、国の企業立地促進法が６月施行されますので、これに

準じて早急に申請をして、それの認定を受けて、国、県とも連携をしながら団地の整備に努

めたいということで、実施の時期については今からということでございます。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

今、日本の経済は活発に動いていると思います。そんな中で北部九州は自動車産業を中心

に活発な誘致がなされているわけです。そんな中で今見ますと、公共としましては２分の１

カ所で１ヘクタール程度、また、民間の用地を含めると四、五カ所があるというふうなこと

が言われました。ぜひその点の民間の皆様の御協力の中で誘致ができればなと思っておりま

す。そして、武雄に若者の定着の場ができるようにお願いして、この市長具約、夢のある武

雄の質問を終わりたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）
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質問の途中ですが、議事の都合上、午後１時10分まで暫時休憩をいたします。

休 憩 11時59分

再 開 13時12分

○議長（杉原豊喜君）

休憩前に引き続き、午後の会議を開きます。

一般質問を続けます。９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

では、午後の部に移りたいと思います。

農地・水・環境保全向上対策がことしより始まるわけですけど、どんな目的でこの事業を

行われるのか。また、期間は５年と定められていますけど、５年後にはどんな農村社会を目

指すのかをお尋ねしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

お答えしたいと思います。

お尋ねの農地・水・環境保全向上対策事業ですが、これについては国のほうがことしから

５年間の計画でございまして、目的はいろいろございますが、まずは最近の農業従事者の減

少、あるいは日常の生活様式が変化をしておりまして、農業を取り巻く環境が大きく変わっ

ておるということで、特に農地、水、それから地域の環境を良好に保全をして、質の向上を

まず図っていくというのが１点目でございます。

それから、今回の事業については、地域の農業者だけじゃなくて地域の住民とか、あるい

は自治会、関係団体と幅広く連携をして事業に取り組むというのがございます。

それから、これまでの環境保全に加えまして、そういうことで農村の自然とか、あるいは

景観を地域ぐるみで守っていこうというのが今回の目的になっております。

それから、もう１点は、農業者の先進的な営農活動を総合的に支援をしていこうというの

もございます。

以上でございます。

済みません、もう１点、５年後どういう農村を目指していくのかということでございます

が、先ほど言いましたように、第一には地域の共同作業でございますので、そこら辺で地域

の活性化、活力のある農村になればということで考えています。結果的に農地、あるいは水

路、農道等の資源の保全が図られまして、最終的に食料の安定供給ということで、そういう

ことになっていけばというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員
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○９番（山口良広君）〔登壇〕

地域の力をかりて、農業環境の保全をして、食料の安定供給につながるというふうなこと

を今言われたわけですけど、では、このことしの武雄市の予算というものが農林予算はどれ

ぐらいあるか、そして、そのうちにこの事業で武雄市としての持ち出し分は幾らなのかをお

尋ねしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

ことしの19年度の当初予算の農林事業費が、これについては農業委員会の経費を除きまし

て約６億程度ございます。その中で、今回の農地・水・環境保全対策事業については、６月

で補正をお願いしておりますが、武雄市の持ち出し分が負担金として25,151千円ということ

で、全体、農林業費に占める割合が4.19％ということになります。

それから、この事業は国、県の負担もございまして、これについては真っすぐ県のほうの

協議会に行くわけでございますが、全体の総事業費が約100,600千円ということで、この数

字でいきますと、先ほど武雄市の６億に対しまして約16.8％というふうな数字になります。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

今の市のこの総事業費として年間に100,600千円のお金が農地・水・環境保全向上対策と

いうことで出るわけです。それが、私はこの事業というものが６億の農林業予算の中で１億

程度の中が、そうなった場合に、今まで本当を言えば国やら県、また市町村がやらなくては

ならない事業というものを農業者のほうに押しつけたような形の中でこの事業が行われる可

能性というものが一番不安に思うわけですけど、その点はどういうふうな形でこの事業と農

林業の事業を、主に農業土木の農地保全とかの問題になると思いますけど、その点のすみ分

けというものはどういうふうになっているかお尋ねしたいと思いますけど。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

お答えしたいと思います。

今回の事業については、各地域において事業を実施していただくわけでございますが、こ

れについては、どうしても取り組みができない地域とか、あるいは事業の内容によっては市

のほうからも、例えば原材料の支給なり、あるいは市の単独の補助金、そういう制度はあり

ますので、そこら辺をやっていきたいということで、基本的には先ほどのこの事業で対応を

してほしいということでございます。
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○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

この事業を見ますと、今私たちもいろいろと地区で説明を受けたり、また地域の代表者の

方は頑張っておられるんですけど、この場合、地区民でみんなで考えて、みんなで働き、ま

た地区民で写真を撮り、証拠を残しながら会計処理をしていくというふうな形になっている

わけです。やぐらしかにゃといえば、もうそれでおしまい。これによって自分たちの地域を

みんなでよくなそうとするのか、この事業というものは大きなニンジンを食べるか食べない

かというふうなことにもつながるんじゃないかと思って、これをどういうふうに運用して所

期の目的を達成するかというのは大事なことじゃないかと思っていますけど、この事業には

武雄市内でどれぐらいが参加し、また参加していない地域もあるのかお尋ねしたいと思いま

す。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

今回の事業の取り組みでございますが、現在県の協議会のほうに申請がされているのが、

市内、武内、武雄、北方、山内含めまして74集落ございます。武雄市内の区域については

107ございますので、あと幾らかはまだ申請がなっていないということでございます。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

107のうちに74ということは、107ということは農村集落と仮定していいわけですかね。都

市部の集落も入っているわけですか。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

行政区が107ありますので、そのうちの74地区が申請をしているということでございます。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

ということは、農村集落は大半がこれにかたって事業が行われるということで解釈してい

いわけですね。──はい、わかりました。

私は、この点というものがせっかくの事業というものでそこに格差ができてはいけないな

ということを思ったわけです。そして、一緒に武雄のいい環境というものを行政の指導のも
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とにできればということを希望していましたので、その点がもしできないところがあった場

合に、そのフォローをどうするのかなというものが不安でこの質問をしたわけですけど、取

り越し苦労になったことと思います。

では、この中で、今この事業が、最初の中でいろんなところの環境保全にしていいよとい

うことになっているわけですけど、例えば、ここにこの前の「がばいばあちゃん」のロケ地

の風景とか、いろんなところで農村、農業の施設とは関係ないような環境というものが周辺

部にたくさんあるわけですけど、そのあたりとのこの事業との兼ね合いというものはどうい

うふうになっているんでしょうかね。もっと、これが拡大解釈をされる中で、いろんなもの

が地域で環境保全ができればなと思っているわけですけど、その点をお聞きしたいと思いま

す。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

今回の事業につきましては、補助金の該当するものと、それから該当しない分がございま

して、基本的には農地、それから水路、ため池、農道等のいわゆる農業用施設、そこが対象

になる事業でございまして、例えば公民館の敷地とか、あるいは神社の境内、そこら辺につ

いては交付金の対象外となっております。しかしながら、先ほど言いましたように各地域で

農業者以外の方も一緒になって地域ぐるみで活動をするということになりますので、できれ

ばそういう組織の中で、そういう事業にも取り組んでいただければというふうに考えており

ます。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

ということは、してもいいけど、この事業の対象にはならないというふうに解釈すればい

いということですね。

そしたら、山間地になりますと、今イノシシあたりの対策というものが大きくなるわけで

すけど、山林の手前のところでいろんなものをフェンス等でイノシシ対策とかやるわけです

が、そのための草刈りというものもだめになるわけですか。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

イノシシ関係については、当然農地の保全を図るものですから、それは対象になると思い

ます。

○議長（杉原豊喜君）
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９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

わかりました。

今、この武雄の場合はイノシシ対策というものも大きな問題になっているわけです。ぜひ、

この点をうまく活用してできればなということを思っております。

今から農村は高齢化がどんどん進むわけです。そんな中で、この事業のように地域住民、

いろんな人を巻き込んでの農村を大事にするという運動というものは大事と思いますので、

その点を考慮してやっていくような指導をお願いしたいと思います。

それと同時に、武雄には先祖様が大事に守った大楠のようによい環境がたくさんあります。

あの「がばいばあちゃん」のロケの風景であり、武内の一本桜、朝日町で取り組んでおられ

る朝日川のクリーン作戦、東川登のコスモスロードなど、各町、各集落にいろんな環境保全

というものが行われています。それらをぜひこれらの環境保全というものに対して、ぜひこ

れをどのように守りたたえるかというものが、今後たたえていくために、たたえていくよう

な施策というものができないかと思っているわけです。

その事業というものをやっている団体等を褒めたたえるととともに、それを広く世間に出

すことにより、最初に、長崎新幹線の中で言いましたように、ぜひいろんないいところを市

内、市外に広報できるような政策というものを考えてたいと思いますけど、その点、市長と

して考えを聞きたいですけど。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

武雄に帰ってきて思ったのは、何とか大賞というとのなかですね。そいけんが、例えば、

これに例えて申し上げますと、環境保全大賞ということを年に１回やって、それをケーブル

テレビ、あるいは市報で広く広報してたたえるといったことを議員の御質問を受けながら考

えておりました。

そういったことで、もう少しこれから詰めますけれども、年に１回か２回の環境保全大賞

という形でやっていければいいなというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

９番山口良広議員

○９番（山口良広君）〔登壇〕

ぜひ、そういうものをつくって、一生懸命地域を守る力が励みになることを期待して、私

の一般質問を終わりたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

それでは、以上で９番山口良広議員の質問を終了させていただきます。
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次に、30番谷口議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

新政和クラブの谷口でございます。

それぞれ会派の中でいろんな研修をして、市政にどう生かすかということを論じ合ってき

ました。その中の幾つかを取り上げて、きょうは質問をしたいと思います。

先日、雨の中でございましたけれども、景観を考えるシンポジウム、神社のほうに参りま

した。最初、雨が降るもんですから、私は文化会館であるんだと思い込んで行きましたとこ

ろ、多くの市民の方が文化会館にいらっしゃいまして、いや、雨の中だけどもインパクトが

あるあそこで、淀姫神社でやるということでございましたので、また武雄市北方町を迂回い

たしまして参りました。しかし、本当に雨の中でございましたけれども、あれはすばらしい

シンポジウムだったと思いますし、その中でいろんなパネリスト、あるいは発言者の方々が

おっしゃったことの中で、景観というものの考え方が、単に景観は山とか海とか、そういう

ものを眺める、そして、すばらしいな、きれいだなということだけじゃなくて、もっと身近

に足元にも景観がある。それどころじゃない、もっと、例えば道行く方々がにこやかに明る

く過ごしていらっしゃる状況も、見事なそのまちの景観なんだと。これは、東洋館の江口さ

んのお嬢さんが発言をされた、要するに市民としての景観に対する考え方をお聞きしまして、

市長の解説と相まって非常に心温まるいい会だったと思います。

ただ１つだけ会が、話が進んでまいりますけれども、内容はいいんですけれども、景観が

なぜがばい景観でなきゃいかんということが、私ちょっと気になりました。その点を含めま

して質問をしていきたいと思います。

もう１つは、自然、環境、文化、教育、道路、観光、福祉、あるいは音とか光とか、そう

いうにおいまで、これはもう景観をいわゆる支える大きな大事な要素なんだということを

感じてあったわけでございますが、その点について、本当にすばらしい武雄だということ

に対する市民の満ち足りた笑顔、その笑顔そのものもすばらしいまちづくりであり景観だ

ということを改めて認識をしたわけでございますけれども、そういう点について、今後景

観の条例、あるいは武雄市がすばらしいそういうところであるようなやり方を進めていく

政策の中で幾つかの問題点を私なりに感じたことをお示しし、考えをお聞きしたいと思いま

す。

きょうの質問はそのほかに、実は市政における課題と選択ということで、観光ということ

と文化ということについてしたいと思います。

このことについては、例えば私は本当に極端な言い方ですけれども、60年か140年かとい

うテーマをすきっとはっきり分けて質問をしたいと思うんですが、60年というのはいわゆる

一ノ瀬泰造さんが亡くなって34年と、いわゆる没後と言わんで生誕60年と、非常に恭しい表

現でございますけれども、もう１つは羽州戦争、要するに戊辰戦争から来年140年になりま
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すが、それについて私はけさ早く山内町に行ってまいりまして、今議長の地元でありますけ

れども、山内のいわゆる地域の方々は戊辰の役に対する思い入れは非常に強い。そして、今

140年の歴史の中で営々として、営々としてじゃなくて、本当に真摯に戊辰の役のことを思

い出しながら、とうといふるさとのために命を落とした方々に対するいろんなものを感じる

と同時に、それが１つの大きなまちおこしの中の大きな比重を占めているんだということを

私は資料をたくさん貸していただきました。後で御披露しながら質問をしたいと思いますけ

れども、そういうことで、本当に新しい武雄市が山内と武雄と北方と一緒になって新市をつ

くろうとしたときに、戊辰戦争、戊辰の役のそういう企画というものがいかに大きな比重を

占めるかなということも感じてまいったわけでございますので、そのことについてもるるお

話をいたしたいと思います。

次に、私はもう１つ行政の主導とか、いわゆる本当に新しいまちおこしのためには単に行

政が主導する、あるいは呼びかけるだけではなくて、民間が今までこつこつとやってきたこ

とが大事にされながら、あるいはもっと輪を広げていけるようなことが必要ではないかと思

います。

そういうことについて、果たして行政主導が適切かどうか。それが行政主導と言えるかど

うかわかりませんけれども、いろいろ関係する者の一人として、少年の船と、それから韓国

に今行っていますけれども、中国に行くいわゆる、何ですかね、武雄市少年遣唐使ですかね。

そういう旅行会社の企画とどういうものを選択をしていくかという問題の中で感じたことを

申し上げて、市長の考え方をお聞きしたいと思います。

それからもう１つは、いわゆる教育再生法に基づきまして、本当に今非常に大きな問題で

ございますいじめの問題、あるいは親が子を殺す、あるいは親殺し、そしてまたお年寄りに

対する、ああいう飽くなき本当に卑劣な行動でお年寄りを死傷するようないろんな社会問題

が起こっておりますけれども、そういう問題について、いわゆる教育再生会議が取り上げた

問題について、新しい教育長に教育問題と武雄市との問題についてお尋ねをしたいと思いま

す。

それからもう１点は、農業の振興で先ほど山口議員の質問がありましたけれども、地球温

暖化の問題が武雄市の農業にどういう影響を及ぼしているか。それを数字を上げてお尋ねを

したいと思います。

そういったようなもろもろの問題について十分資料が必要でございますので、席に戻って

質問を続けたいと思います。よろしくお願いいたします。

○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）（続）

先ほどここで農業問題が先にありましたので、農業問題を先に取り上げたいと思います。
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順序が非常に前後しますけれども、１つの流れとして申し上げたいと思います。

橘に参りました。本当に先般の去年の水害のときですか、本当に地元の山﨑議員、あるい

は鳥越前議員等が本当にいち早く駆け走り回って、本当に地域の方々が水の問題で御苦労し

ていただいてあることを、いろんな対応について図ってもらったということをお聞きいたし

まして、ああ頑張ってあるなという感じを持ってきたわけですが、きょう橘の問題はどうい

うことかというと、ちょうどそこで話をしておりましたところに、農業委員をされたある方

がお見えになりまして、そして、温暖化の問題で田植えの時期が早くなったり遅くなったり、

なかなか農家も地球温暖化の問題については影響を受けているという話をお聞きいたしまし

た。

そこでお聞きしたのが、橘の一番の産物とおかしいですけども、お米の問題にしますと、

本当に一番おいしいのは橘町のモチ米だという話を聞いて、橘のモチ米はおいしいそうです

ねと、私もおもちにしていただきましたけれども、とってもおいしかったという話をいたし

ましたところ、橘のその農業の篤農家の方は、農業委員もされた方ですけれども、実はモチ

米の栽培が地球温暖化の影響で１週間おくれていると、遅く植えつけをせにゃいかんと。な

ぜかというと、取り入れのときにまだ秋深まってもまだ暖かいから、本当に品質を保全する

ためにはどうしても遅くなるというふうな話をされましたが、そういったような、例えば植

えつけとか、そういうところで、どういう形で農業に影響があっているのか、本当にお聞か

せをいただきたいと思います。まず、その点でお願いします。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

お答えしたいと思います。

地球温暖化によります影響でございますけれども、まず九州農政局のほうの資料を見ま

すと、平均気温が現在よりも上がるということになりますと、田んぼ、あるいはその水稲、

そこから水分が蒸発をしていくということで、現在よりも約20％ぐらい蒸発をして水田の

水不足に陥るということで、枯れていくという状況になっていくということでございまし

て、まずは苗の作付の時期が変わっていくと、当然ですね。それから、品質の低下とか、

あるいは高温の障害、それから害虫の被害、そこら辺が増加をしていくということでござ

います。

これらについては水稲のことですが、次に、野菜につきましても、野菜についてはどっち

かといえば涼しいところでできるわけですが、気温が高くなると生産性が当然低くなるとい

うことで、特にハウスについては、現在冬でも暖房をしているわけですが、冬には暖房が要

らないという利点がありますが、そういう影響が出てくるということでございます。

それから、お茶につきましては、温度が上がりますと休眠期が短くなって一番茶の成育数
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量、品質が悪化をしてくるということ。それから、温州ミカンについては、一番適した気温

が年平均でいきますと15度から18度ということで、適地の分布が、全国の分布が変わって、

その地域が北上していくということが言われております。

そういうことで、全体としては温暖化に武雄市としては今後品種の改良、あるいは栽培の

技術、そこら辺を確立をしていくということで、現在進めておりますレモングラス、そこら

辺の栽培、そこら辺も考えていく必要があるんじゃないかというふうに考えております。

以上でございます。

○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

今、農作物、米、野菜等いろいろ影響があるということはお聞きしましたし、今県内でも

タマネギあたりが暴落して、とにかく収穫するのが嫌になるぐらいで放置してあるとか、あ

るいはまたいろんなことを聞くわけでございますけれども、そういう中で、例えばモチ米の

話をしましたけれども、本当にモチ米をつくるには橘が一番最高の場所だと、味が違うとい

う話を一生懸命橘の方はしていらっしゃいました。むべなるかなと思うわけですが、問題は、

結局、橘が１週間遅く田植えをすると。ところが同じモチ米の苗を武雄は１週間早くやると

いうことを聞いたわけですよ。ところが、橘と武雄とは同じ市ですから、しかも例えば二俣

とか、何ですか、そういう地域が武雄の川良と道を隔てて実はあるわけですよ。だから、５

メーターか10メーターぐらい隔てて１週間作付が違うということはどういう影響があるのか、

私もそこらは非常に不勉強でわかりませんけれども、どういう形でそういうふうになるのか。

武雄市は全体としては一緒にしないのかとか、そういうふうな気もしたわけですが、そこら

辺について、いい機会ですから教えていただきたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

私も詳しいことはよくわかりませんけれども、それじゃ、収穫をした後の共乾ですね、乾

燥施設がございますので、それぞれの共乾施設の地区で、例えば植えつけの時期とか、ある

いは収穫の時期が決まってございますので、そこら辺で植えつけが違いますと、いろいろ問

題点とかそういう影響が出てくるんじゃないかというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

私はつい単刀直入に、植えつける日にちが同じ土地で、道を隔てて片方は１週間後、片方

は１週間前となると品質にばらつきがあるとじゃなかろうかという気がしたんですが、考え
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てみると、橘地区という、そういういわゆる何というんですか、商標というか、いわゆる有

名なブランドを持った地域のは、そこだけで共同乾燥作業をして品質の一定化を図るという

意味での作付が地区によって違うということですね。本当にまさに目からうろこという感じ

でございます。

そういうことで、もう１点、じゃあ関連して、前段それをなぜお聞きしたかということで

すね。今武雄は、いわゆる神戸牛とか松阪牛とかということはありますけれども、武雄のい

わゆる畜産というのは物すごく大きな比重を占めているということをお聞きしましたけれど

も、畜産の今の武雄市の現状はどういうものですか、その点について。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

お答えしたいと思います。

19年度当初に出された資料ですが、現在、武雄、北方、山内含めまして和牛の生産者の戸

数が150戸ございます。それから、そこで肥育をされている牛が1,111頭ございます。それか

ら、肥育牛戸数が19戸で2,358頭と、それから乳牛の生産戸数が６戸で、飼育されているの

が223頭ということ。

それから豚ですが、肉豚が８戸で630頭、それから子豚が２戸で40頭、トータルしますと

牛、豚合わせますと生産している戸数が180戸で、頭数としては4,362頭と、そういうふうな

数字になっているところでございます。

○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

わかりました。私が質問していると農業の問題ですから、ちょっとあれっという顔をなさ

った方がいらっしゃいますけれども、私も市の農業委員会の会長もやらせてもらった経験が

ございまして、いわゆる農業問題については、農は国の基本ですから、やっぱり関心を持た

ざるを得ません。

私なりに勉強させてもらって、この間、私は大町に行きました。大町で、いわゆる県の佐

賀みどりの畜産共進会がありました。やっぱり議会もそういう農家の方々とかいろいろなこ

とに、それはたまたま畜産でしたけれども、ほかのいろんなことにあってもできるだけ積極

的に出ていって、そういう現場を見せていただいて、そしてそういう人たちといろんな仕事

ぶり、あるいは努力というものをやっぱり私たちも拝見させていただいて、本当にそういう

自然の中に影響されたいという気持ちで、私も本当に門外漢ではございましたけれども、大

町の佐賀みどり畜産共進会に参ったわけです。

その中で、本当に、武雄もたくさんいましたけれども、太良とか鹿島とか、向こうのほう
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が随分牛の出頭頭数等も多かったわけです。その中で、私１つだけ紹介したいんですけれど

も、19年２月15日、寒いときでした。でも、参りましたところ、何と武雄の方がグランプリ

をとられたわけですよ。これはもう十分若木の方は地元ですから御存じと思いますけれども、

肉牛子牛部門のグランドチャンピオンに輝かれましたのが、若木の川内ですかね、原口正之

さんですか、非常に熱心な畜産の努力をされているようでございます。

私初めて知ったのは、雄は漢字で牛の名前を書くそうですね。私は雌も漢字かと思いまし

たら、雌は平仮名ということで、なるほどどういうことがあるのかというと、いわゆる親牛

と子牛の関係とか、いろいろルールがあってそういうふうになっているということもお聞き

しました。しかし、ちなみに、例えば武内の古川さんとか、この間もグランプリでしたし、

堀冨男さんですか、も本当に平成14年には第８回の全国和牛能力共進会で、いわゆる肥育牛

とか、そういう部門ですばらしい賞をいただいている。そういう方々の努力が武雄の畜産、

武雄牛というですか、佐賀牛というものの市場価値をどんどんどんどん上げていっていると

いうことをお聞きしたわけです。なるほどなということを、私は感銘深くお聞きいたしまし

た。

畜産振興についても、武雄市はいろんな意味で努力をしてあると思いますけれども、そう

いう、どういう形で畜産なり、そういう農業振興に、例えば市の農林課はかかわりを持って

いるか、そこらについて考えがあればお聞かせいただきたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

畜産などの振興につきましては、以前から市のほうも畜産農家の支援等をやっております。

以前は子牛とか、そういう導入するときに補助金制度もあったようですが、今はそういう制

度は別の形でやっておるようですけれども、どっちにしても畜産の振興協議会、そこら辺を

通じて今後とも振興を図っていきたいというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

畜産のほかに、例えば産業部門では本当に親子二代、三代、おじいちゃんからわたって、

例えば印章、県の彫刻部門とか密刻の部門で、そういうふうに技能グランプリで優勝された、

グランプリの小林さんの御一族も武雄にいらっしゃるし、いろんな分野であります。

私は、平成14年の４月に、私は武内の堀さんが受賞されたとき、武雄にはいろんな目きき

もいらっしゃるなという話をお聞きしました。それは、第８回の全国和牛能力共進会という

のがあって、そこに都道府県から出品された牛、あるいはそういうものの目ききをする能力、

いわゆる審美眼の能力の検定試験に、どういうことかわかりませんけれども、例えば牛の美
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人とか美人じゃないとがおるかわかりませんけど、それからよく成育したとかというものの、

農業問題の大先生が議会にいらっしゃいますのでちょっとあれでしょうけど、失礼ですけれ

ども、こういう話を聞いたとき、私は、そして女性の部で、実は鈴山輝美さんという方、こ

の橘の方が、岐阜での大会で見事第１位になられたと。要するに、自分で飼育するだけでな

くて、それを見る目というのが、日本でも指折りのそういう方も地域にいらっしゃるという

ことをお聞きして、なるほどなと。武雄の畜産は奥が深いなということを私なりに感じたわ

けでございますが、そういう問題と一緒に、今回の質問の中で予防注射の問題を通告に出し

ました。そしたら、予防注射と出しとったもんですから、健康増進課から、何かはしかの予

防注射というようなことで感じで受けとめられたんでしょうけれども、実は牛のいわゆる妊

娠した牛が流産をしないようにする予防注射があるんだそうですね。そういう問題の中で、

ちょっといろいろと検討すべき問題があったということで、私もそういう知る機会を得たも

んですからお聞きしましたところ、それについてはやっぱりすぐ市の農林課が対応をされて、

そして十分納得はされているということでございましたので、あえてその点の問題について

はこの程度にいたしますけれども、問題は、農業政策の中で、さっき言いましたのは、実は

モチ米が道を隔てて橘と武雄と違うということを申し上げたところの伏線になるのが、実は

こういうふうに注射にしても、北方町は自由に注射をしていいと。注射をする人のいわゆる

飼育する農家の自主性に任せてあると。ところが、武雄市は強制といわんでも、そういう形

の中でしなきゃいかんと。選択制がなかったと、余地が、ということで、今回は選択制に変

わったということでございますので、それでいいんですけど、私があえて申し上げたのは、

そういうふうないわゆる農家の方々が納得して、そして本当に農業のことについて専門的な

農林商工課、あるいは農協を信じて頑張っていらっしゃる姿が一番農家の育成、あるいは振

興のためにいいことじゃないかということを気にいたしたもんですから、あえてこれを質問

をしたわけでございます。

それについて、一応経過については了解しておりますけれども、もし説明が必要であれば

していただきたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

先ほどの予防接種の関係でございますが、これについては、先ほどありましたように流産

の防止のために予防接種を行ってきております。これについては武雄市の家畜防疫協会です

か、そこが事業主体でやっておるようでございます。そういうことで、今後につきましては、

防疫協会のほうで畜産農家の意向を尊重して任意で実施をしていこうということで、希望が

あったところについて実施をしていくという方向でやるということで決定をしているようで

ございます。
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○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

では、質問を景観に戻します。

景観の問題についてお尋ねを重ねていたしますけれども、景観というものに対する考え方

を私はこの間のシンポジウムの中で本当につぶさにお聞きしまして、そしてまた、シンポジ

ウムのことをよく聞き取れない部分が、雨でありましたので、テープにしていただいてもう

２回、３回と聞き直しました。本当に感動する場面がありましたし、また、そのときにまち

おこしの講師、外国のお嬢さんですね、すばらしい、何でもとにかく意欲を持ってやるんだ

と。どんどんやっていくと、みんなある程度完成した段階でほかの方々が本当に、早うから

言うてもらうぎ私たちも加勢すっとやったとかと言われたとか、何ともユーモアにあふれて

本当に頑張る姿を見ました。その中で、景観の問題等も山口裕子議員ですか、いわゆる発言

をされまして、いろんな問題について一緒にそういうシンポジウムに自分たちも参加をして、

そういうふうな取り組みをされたことに感銘を受けました。

そういうことでございますけれども、その中で、実は景観について、私もいつも思うんで

すけれども、例えば桜山はすばらしいと、ただすばらしい桜山をただすばらしいと感じるた

めに大事なのは何かというと、ふるさとに対する誇り、思い、そういうのが一体となったと

きにすばらしい景観になるんだという、そういう発言もあったような気がいたしましたけれ

ども、景観についてどういう感想をお持ちなのか、市長はもちろんその中のいわゆるトータ

ル的なアドバイス、あるいは意見も言ってらっしゃいましたので、この機会にもう一度お聞

きをしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

私の景観に対する思いは、そこにあるものだというふうに考えております。それは歴史的

なもの、あるいは文化的なもの、新しくてもそこに価値あるもの、それが総体として私は景

観だというふうに考えております。

平成20年、来年の４月からの景観条例につきましては、まず目に見えるものをいかにそこ

にちゃんと価値があるか、すなわちそれで阻害しているものについては引き算をして、何と

いうんですかね、武雄の景観というのを考えていきたいというふうに思っております。

議員がおっしゃる気持ちであったり、においというのは多分次の段階だと思います。まず、

目に見えるものをきちんとクリアして、そこにみんなでまた景観ということをやっていくと。

行政の役割というのは、その道筋をつけるものだというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）
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30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

私はいろんな今市長がおっしゃったように、十分よくわかります。あそこで、シンポジウ

ムでいろいろ発言があった、私は何度も出向いていって聞かにゃ自分の気が済みませんので、

いわゆる現地に行って聞くというのが私の考え方、立場でございますので、一応私も忙しい

時間が、私は忙しい時間じゃないですよ、相手の方の忙しい時間でしたけれども、時間を２

時間、10分でいいからと言いながら、つい２時間も景観について話を聞かせていただきまし

た、考えを。まちづくりに一生懸命でした、東洋館の江口さんですね、お嬢さんに、あそこ

まで行って出向いて聞きました。本当に今市長がおっしゃったように、目に見えるものを大

事にすると同時に、そういうものをどう受けとめるか、あるいはまちづくりにどう生かすか、

そういったものを人の笑顔、本当に自分のまちは散歩していくと観光客の方が見られても、

例えば温泉の楼門の前で立ちどまって、湯上がりのおじいちゃん、おばあちゃんが楽しそう

に話していらっしゃる、そういう楽しそうにしていらっしゃる姿そのものが景観なんだと。

トータル的な景観というとらえ方だということをお聞きしまして、感動したわけでございま

す。そういう記録をずっとノートにとってまいりました。

そういうことと同時に、実は私もあそこを通りながら感じたんですが、それはそれですば

らしいですけれども、武雄温泉の、今工事があっています。下水道工事があっていまして、

その下水道の工事を本当に、今何といいますか、あそこは、温泉通りに長崎街道、前の議会

でも取り上げましたけれども、長崎街道のいわゆる陶板があります、絵の陶板がありますが、

陶板がほとんどアスファルトで真っ黒く半分、それから３分の１とか塗ってあるんですよ。

これはどういうことなんだろうかと思って、私は気になっておりました。

ところが、陶板そのものが実は下水道工事ですから、それはもうどういうことですかと聞

きましたら、仮工事だということで、それはもう仮工事やむを得ません、これは仮工事です

と。ところが、仮工事のときに陶板をどこに保管してあるのかということを聞いたわけです

よ。その点はどうなんですか、もう一度お答えいただけますか。

○議長（杉原豊喜君）

松尾まちづくり部長

○松尾まちづくり部長〔登壇〕

お答えいたします。

議員おっしゃる陶板、あれにつきましては、きれいに目地から切って、目地ごとにちゃん

と切って外そうと努力したわけですけど、どうしても外しきらんかったわけです。それで、

最初に再生しかないと、新しくするしかないということで、きれいに外しきらんかった分に

つきましては処分というか、廃棄しております。

○議長（杉原豊喜君）
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30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

今部長おっしゃったように、なかなか、本来はあれはきれいに外してどこかにおいて、そ

の次にまたはめてもらうと、本修復のときというのは、私はそれを期待していましたし、今、

いわゆる例えば道路を切り開かんでも、地面の底でもトンネルを掘ってでもできるような時

代に、本当に、例えば陶板のこれくらいの厚さのものを切り取ることが──それは全部じゃ

ないですよ、とにかくここら一帯大きい広いようなものじゃなくて、１枚、２枚の陶板だけ

を外せんような技術しかないんでしょうかね、業者の人に。そういう気がしたんですよ。

というのは、実は非常に残念なことを思い出しました。復旧するということで、例えば文

化会館の横に、内川という川があり、もう御存じのとおりですね。内川があって、その内川

は、実は武雄神社に行く道、あるいは長崎に行く道、ああいうきれいな道ができる前までは、

主要な道だったんですよ。そこに、あれがあったわけですよ。眼鏡橋があったんですよ、石

づくりの。あれが歴史的に非常に貴重なものだということで、市役所が承知をしてもらって、

その眼鏡橋には、石の一つ一つに番号をつけて、そして保存しようということで、今昭和区

の今の場所的に言えば、篠田皮膚科の手前のほうの公園のところに保管してあった。それで、

またもう１つは、武雄神社の参道の外宮、下の宮のところに保管をしてあったというふうな

ことで、いつできるか思ったところ、とうとうできないままにお聞きしたところ、いつの間

にかいわゆる解体したものがなくなったと。武雄で、前に高速道ができるときに、東川登に

そういう石橋があったものを、やっぱり皆さん歴史的なものはきちんと残そうということで、

いわゆる高速道路公団に交渉をしまして、今のサービスエリアですかね、あそこの中に、ち

ゃんと保管をしてあるということで、いまだにそういうものを眺めることができるわけです

よ。

きょう、山内に行きましたところ、山内の議長さんのところの下にあったあの石橋も、結

局あそこに石橋のアーチの形は残して、いわゆる黒髪の里のあそこにきちんとしてありまし

た。もっと完全に整備すればもっといいんでしょうけど、それでもそういう歴史の遺跡でも

少しは残そうという形で努力してもらっているんですけども、例えば、私も今高松塚古墳の

絵を、いわゆる何というんですかね、美人画というですか、そういうものを復元することで

国も一生懸命していますけれども、高松塚古墳の飛鳥美人でも比較するというわけにはいか

んですけれども、少なくとも県が億近くの金を投じてつくり上げてもらった温泉通りのああ

いうものを、何でできんだったか。

そしたら、それだけを修復するといっても、ほかのはもう少し壊れかかっています。色も

変わっています。そうすると、そこだけ新しくつくったって、それをつくるほうがよっぽど

お金が高くかかるんじゃなかろうかという気がするんですよ。そういう点については、じゃ

あ、県とか地元にはどういうふうな話をされた上で工事になったんですか、それをお聞きし
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たいと思います。責めているわけじゃないですよ、事実関係だけ確認したいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

松尾まちづくり部長

○松尾まちづくり部長〔登壇〕

お答えいたします。

温泉通りの工事に入る前に、あそこは将来的にどうするんだと。今、鉄平石が張ってある、

あるいはれんがブロックが張ってあるという仕上げになっていますけど、将来どうしましょ

うかということで、本町の温泉通り振興会ですかね、長谷さんが会長をされているわけです

が、そこにどうしましょうという問いかけをしました。そしてもう１つは、本町の区にもど

うしましょうと、どういうふうな仕上げにしましょうかということで問いかけをしています。

それで、何しろ地元からまず出してくださいと。その地元から将来的にどういうふうな仕

上げにしてくださいということを出してもらって、それでもって担当課としては県と協議す

る、あるいは市の財政とも協議するということで、将来どうしますという、最終的な結論を

出しますというところで、地元の人たちに嬉野、塩田、それから大町、この３地区に視察と

いうか、現場を見に行ってもらって、私もそういうときに一緒に行きましたけど、どういう

仕上げ方にしましょうかという問いかけをして、今のところ、地元からはあの鉄平石じゃな

い形にしてくれという意見が出ています。それで、まだ最終的にどうするというところまで

は結論になっていません。今そういう状況です。

○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

結論が出るときは、もう壊してしまって捨ててしまってあったら何も復元、もし復元せろ

となったときは、やり直しということになるわけですね。そして地元は、それじゃ温泉通り

はそうであっても、今度は宮野町はどうなんですかね。宮野町も通るわけでしょう。それか

ら、今度は八並になってきます。あそこまで実は長崎街道の陶板の絵は続いているわけです

よ。この間、３月の定例会のときも、私、雨の中でしたけれども、もう一度それを見直そう

と思ってずっと回ったことを議会でお話ししたこともございますけれども、私が言うのは、

壊すこと自体が悪いということじゃなくて、何だか、鉄平石というのは、あれはほかの石畳

のことですからね。例えば、熱海が、実は武雄市も観光部門に本当にいわゆる経験とか、あ

るいはアイデアを持った方々をいわゆる職員として知的な導入をされて、それで新しい観光

の体制をつくろうという。熱海だってそうでした、熱海もそういう観光アドバイザーを、し

ゅんの人に来てもらってやっていると。そのときに、一番最初、熱海でも問題になったのは

何かというと、例えば鉄平石みたいな石畳があるんですよ。確かに格好いいわけですよ。と

ころが、女性の観光客には人気が悪いです、あれは。なぜかというと、実際は女性の方も何
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もかばんを提げてばっかりじゃないんですね。小さい車のついたのをちょっと引っ張って歩

かれる。そのとき、がたがたがたがた音がするわけです、あれが。そうすると、どうも何と

なくみんなが振り向いて見るようで、本当に観光客には評判が悪いわけですよ。

だから、例えば本町通りがそういうことを意識して将来は変えてもらうということで承知

されたかどうか、それは知りません。私はわかりませんけれども、問題は、その鉄平石はそ

ういう格好で方法があるかわかりませんけれども、私は陶板を話しているわけですよ、陶板

をですね。

そういうことがあったとすれば、本当に陶板は県がこれは観光のために絶対いいんだとい

うことで、あれは井本さんのときでしたかね、やってもらったんでしょうけども、そういう

ふうな形の中でみんなうれしい思いをしたんですけれども、現実問題としては非常に使い勝

手が悪い。やぶさめの馬だって、あそこタイルですから、馬が走られんで昔の行事ができん

ようになっている。そういう意味では私も何か方法はないかなと思ったりしとったんですけ

れども、問題はいざあれを壊すときになって、技術的にそれはできんけんが、それを廃棄し

てしまったとかということになると、本当に伝統的なものを守りたいときに、そういうもの

は本当に技術上の検討ができないだろうか。

もちろん、担当課がいきなり壊してしまえといってされたとは思っていません。あなたの

ことですから、随分慎重に地域とも話をしてあると思います。それを云々しているじゃない

わけですよ。そういうとらえ方をどうするかということをお聞きしているわけですよ。

その点、例えば、タイルがあれもひとつの大きな観光の、足元観光の目玉であったわけで

すけれども、市長、その点はどう思いますか。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

私も陶板は見ましたけれども、基本的にあれを道路に敷いた時点で、その文化的とか保存

的側面はそこは考えないほうがいいんじゃないかというふうに思いました。本当に保存する

んであれば、あれを道路に敷き詰めるんではなくて、恐らく壁面のほうに置くべきだったと

いうふうに考えております。

そういう意味で、私も足元という意味では、議員とは認識は多分同じだと思います。私は、

いろんなシンポジウム等で申し上げているとおり、武雄が一番活気があったのは観光的に活

気があるのは昭和30年代だったと思うんです。そのときの景観を見たときに、土だったんで

すね。ですので、今土をまくというのは技術的にちょっと無理かもしれませんので、土系の

アスファルトで、しかも廃材チップを入れて歩きやすく、しかも循環型社会に呼応したもの

を私は、市長としてはそういったものを敷き詰めて、長く使えるようなアスファルト整備を

すべきだというふうに考えております。
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○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

現実問題とすれば、工事が進んでいるし、あるいは下水道工事だってやっぱり急がにゃい

かん問題ですかね、現実問題はそう。ですから、今市長のお考えを聞いて、私も納得いたし

ました。

というのは、本来は、やっぱり私も壁画という表現はあえて、高松塚の壁画と比較するな

んておこがましいわけですけれども、しかし、あれでも一生懸命長崎街道の歴史をたどった、

一生懸命焼き物を陶芸家の方々がつくられたものですから、ああいうのを足で踏んで回るよ

りも、むしろずっと町並みにしていくとか、そういうやり方のほうがよかったような気もし

ますけれども、現実問題でああいう形になっておりますので、今後、ただ、あれをそれじゃ

アスファルトで仮舗装をしているけれども、今後本舗装にして、じゃあ、あれ半分残った分

を半分だけ残すといったって、それは全体で一つの絵ですからね、半分残したって、言わな

いでも、高松塚古墳の首から上は残すとか、そういう感じしかならんわけですよ、現実に。

ですから、そこらは少しでも前向きに、観光地らしい道の再生を考えてください。

もうこのことはこれで結構ですから、どうぞひとつ御努力をお願いしたいと思います。

次に移らせていただきます。

実は、これから先がちょっと私も質問するほうも頭が痛いわけですが、御答弁をお願いし

たいと思いますけれども、私は今度例の戊辰戦争のときに、私もほかの議員と一緒に昭和61

年に秋田に参りました。ここにいらっしゃる方も五、六名いらっしゃると思います。そのと

きに、秋田の方々も本当に真心秋田といいますか、そういうふうなもので物すごく感激をし

て帰ってまいりました。

どういうことかというと、戊辰戦争のときに武雄から、特に山内からが一番最初に出兵を

してもらっているわけですが、山内の方々が戊辰戦争で本当にとうとい命をなくしていらっ

しゃいます。武雄も本当に18名かの方が命を落とされた。しかし、本当に現在、これは靖国

事案にするとまた国際問題になるといけませんけれども、靖国神社に祭ってあるのは戊辰の

役で国づくりをしたときのとうとい犠牲者が祭ってあるわけですよ。そういうことをこの間

私は遺族会の慰霊祭のときに申し上げたわけですけれども、そのことは別途置きましても、

戊辰戦争というもののいわゆるここに資料がありますけれども、これは130年のときの資料

ですが、来年が140年ということで、いわゆる去年、「列車が武雄に来た」ということで、

２年前のいわゆる企画展のときに、次はもう戊辰戦争だということで、みんなそう思っとっ

たわけですよ。それで、予算もついて準備が進んでいるということで期待をしておったとこ

ろ、やっぱり諸般の事情でされんようになったようで、今お断りをしているということをお

聞きしたわけですよ。何でかなと思って心配になっておりました。
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現実に、そのこと等はここに置いて、戊辰戦争についてやはりどういう理解をして、やっ

ぱり武雄市は本当に戊辰戦争で秋田まで、みんな武雄から、佐賀藩の自治領が武雄ですから、

しかも武雄でできた大砲を持って、そして奥州列藩で攻められている佐竹藩を守るために、

本当に命がけで武雄から来てやってもらった。佐賀から来てやってもらったということで、

秋田の方々、佐竹藩の方々は本当に佐賀藩が、あるいは武雄から来てもらわなければ秋田と

いうところはもう埋没して本当に焼け野原になり、同時に本当にいわば県としての存在感が

ないようになっとっただろうという思いから、本当に命の恩人、あるいはふるさとの恩人は

武雄なんだとそういうことで、真心秋田ということで、武雄の方々、戦死した方々をそれは

丁寧に祭って、そして本当に朝晩の線香を絶やさず、そしてしかも馬渡さんのお墓はいわゆ

る住民の方々の新しい集落の中に発見されてあるんですけれども、そのお墓に、実際は地域

の自治会の方々が月のかわるごとにお花を生け、それから灯明を上げて大事に大事に祭って

もらった、そういう歴史が実はもう130年、来年が140年目になろうとしているということで

ございます。

そういうことで、ぜひそういうことが武雄の文化、いろんな活動の１つの拠点になってお

るんだというふうな大きなことから考えましたときに、戊辰戦争のことを顕彰することはと

っても大事だということで市民も期待しとったし、また歴史研究会の方々、きょう私は山内

から資料をお借りしてきましたけれども、これは松尾家に伝わる古文書です。ごらんいただ

きたい、大事なものですからですけど、これは明治２年の春のことですけれども、ここに、

これ本当余り粗末にされんものですから丁寧に少しずつ、ここに書いてありますが、御条目

と書いてありまして、この中にあるのは、本当に山内の方々が秋田に行って、最初は京都ま

で行かれているわけです。それから、京都から船に乗って下関を通って、そして秋田に行っ

て上陸して、日本海を回って行ってあるわけですから、そういう状況の中でやっていらっし

ゃるわけですよ。まず、大阪に行って、それから京都でにしきの御旗をもらって、山内町の

方も武雄の方もですけれども、そういう状況の中で来てあるわけです。そして、そういう中

で、一番まさに落城寸前だった佐竹藩を守ったのが佐賀藩だということで、奥州列藩の中で

非常に孤独な戦いをしてありました。お墓もちゃんと祭ってありますし、私の地域の方、樋

口千兵衛さんという方ですが、樋口、昔の眼科ですかね、ありますね。そのときに軍医とし

て参加されていますけれども、そういうお墓もちゃんとあります。それで、象潟にあります。

象潟というのは皆さん御存じでしょうが、場所がまた全国最北端のところですからね、そこ

にうちの議会も一緒に行ってお参りをしましたよ。本当ですよ。そして、真心に感激して帰

ってきました。

そういう思い出を持った、そういうふうな戊辰の役の記念祭というのをやらにゃいかん

ということで、その準備をしてきたわけです。これに書いてあります。本当に山内の方々

が戦いの中で、もう食べるものもないわけですよ、途中の農家に寄ってお米を分けてもら
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って、それを食べ、泥水をすすりながら戦っていたということを、実はお話をしてあるわ

けです。そういう記録がここにあります。後で皆さんにも見ていただきたいと思っておりま

すが、これを一つ一つ紹介するには時間が足りませんので、あえてここにありますけれども、

本当に私は朝行って、これをちょっと見せてもらって感激して帰ってまいりました。その中

のいろんな記録がありますけれども、とにかく「関東御出陣お供日記」という明治２年のこ

とを書いてございます。そういったものを後でいろいろとお話をしたいと思いましたから、

まずは、戊辰戦争についてどういうふうに戊辰の役と、それを武雄市がどういうかかわりを

持ってきたかについて、私は私なりに読ませてもらっておりますけれども、本当にどういう

お考えか、そこらについてお聞きしたいと思います。これは教育委員会ですか、市長部局で

すか。

○議長（杉原豊喜君）

浦郷教育長

○浦郷教育長〔登壇〕

武雄市の教育方針の５番目に、多彩な文化の振興と伝統文化の継承という項目を上げてお

ります。

学術的に価値の高い多くの遺跡、歴史上重要な資料、あるいは文化財の保護、整備活用と

開発、埋蔵文化財との調整、歴史的に本当に意義ある資料、あるいは遺跡、そして今お話に

ありました思いがつながるような資料等も多々あるわけでありまして、そういう面で、財政

的な裏づけとか、あるいは事業を行う上でのいろんな条件等はありますけれども、調整を図

りつつ考えていく。

その中に、この戊辰戦争に関しても思いを込めて受けとめて、そして現在からこれからの

文化の考え方、その中に生かしていくという考えでおります。

〔30番「市長なり副市長は答弁が何かないですか、関心……」〕

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

御指名でございますので答弁をさせていただきたいと思います。

私は基本的に歴史の１ページというのは、そういう企画展とかそういう問題ではなくて、

教育の、さっき教育長が答弁したとおり、教育の中で先人たち、偉人がこういうふうに活動

してきたんだと、そういったことを教育の中にきちんと取り入れるべき問題だというふうに

思っております。

私は基本的にそういったのを本なり写真、あるいは映像かもしれませんけれども、それを

次世代に引き継ぐ、あるいは我々の社会教育かもしれませんけれども、そういったことで継

承をしていくということが大事だというふうに考えております。
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○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

私があえてここで一般質問の中で取り上げたのは理由があります。というのは、なぜやら

ないのか、やるのかという問題じゃないわけですよ。本当にいよいよ、あと来年、もう何カ

月かすると140年になろうとするとき、本当に歴史の中で戊辰戦争、戊辰の役が果たした役

割、同時にそれが非常に武雄市が大きなかかわりを持ってやったこと。武雄市というのは山

内を含めたことですよ、一緒ですから。一緒にやったんですよ。本当に山内がむしろ武雄の

原点ですからね。そういう意味では、今度新しい合併した最初の企画のものとして、わかっ

てない人に話しているわけですから、そういうことを皆さんにお話をしているわけですが、

問題は、結局、これはもう経過を申し上げましょう、十分時間がありますから。

昭和61年に、秋田の区画整理事業の中で、武雄から行った馬渡栄助さんという人のお墓が、

８名の方のいわゆる佐賀藩士のお墓が見つかったわけですよ。そこで、61年５月にはもう既

に新聞に遺族捜しの公告が新聞に出た、記事が。そしたら、もしかしたら私のところの御先

祖様じゃなかろうかということでいろいろありまして、川良の人たち一緒になって、馬渡栄

助は川良ですから、そういう方々に戊辰戦争役佐賀藩士慰霊秋田委員会をつくってもらって、

そういう、いわば遺族捜しがとり行われたという状況がこの中に記録にあります。そして、

62年に、それで、61年にそういうことがございましたので、武雄の議会も本当にそういう歴

史的なものを自分たちの目で確認しようということで行ったんですよ。今度、やっぱり武雄

の議会から、何ですか、雄武町にたくさん行かれるようですけれども、余り変わらんことで

すよ。実際は、雄武町との交流の中で本当に何かを見出していこうということですから、私

たちも当然そういう中でみんな歴史をたどって行ったというんです。そのときに、だれに会

ったかの話はしませんけれども、その馬渡栄助のお墓が発見された後、とにかく秋田の方々

が、それじゃこの機会にもう一度私たちの感謝の気持ちを武雄に、佐賀県にしたいというこ

とでいろんなイベントをしてもらいました。

それから、昭和63年に武雄市でも戊辰戦争、62年からは資料展をやって、そして、本当に

武雄に実は感謝の気持ちとして持ってこられたのが秋田の竿灯でした。門外不出と言われる

秋田の竿灯を持ってきて、そして物すごい武雄にこんなに人がいたんだろうかというぐらい

に、とにかく写真も撮れないんですよ。あの竿灯を温泉通りに、本当、何と感激しました。

肩もすぼめ、つま立ったって歩けんぐらいの状況で、本当なんですよ。信じられんぐらい人

間が楼門の前から温泉通り、これは、いや、そのとき生まれていない人は笑う資格ないです

よ。いや、そういうふうな気持ちで一生懸命頑張ってやってきたわけですよ、みんなが。そ

して、その秋田の人の真心に感謝せにゃいかんということで、今度は西川登、高瀬の荒踊り

を行って、この戊辰戦争130年祭のときに秋田のシンポジウムに参加して、市長を初めみん
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な行ってもらって、そしてこの真心秋田に感謝する、そういう行事に参加をしていった。そ

のときも行きました。そしたら、確かにもうきれいにお墓も掃除して、子供たちまで手を合

わせてくれたんですよ。武雄の子供たちもそうしてくれたろうかなと思うぐらいに、本当に

すばらしい感じがしたわけです。

そういう状況の中で、戊辰戦争のことが実は着々と進んでいると思ったのが、現状はでき

ないでおると。しかも、その理由は何かというと、いわゆる私はここで出てきますけれども、

いわゆる生誕60年というのがやられるということですね、生誕60年、しかも、これ予算出て

いますけれども、予算が私はあれですよ、泰造君のことも、実は泰造君の行事は泰造君の行

事で進めてもらっていいんですよ。ですけれども、ちょっと投資対効果という表現は適切で

ないかわからんけれども、どっちが人が集まるといったら、私はわからんと思いますよ、や

り方で。

私はもしこの戊辰の役のそういう記念祭があったとすれば、恐らく秋田からもまた竿灯を

持ってきてもらっていると思いますよ。絶対にできます、それは。そういう気持ちの中での

交流は今でも続いているわけですから、そういう状況の中で人を集めることができるのは、

何も泰造君の問題だけじゃないわけですよ。

私、泰造好きです、泰造君。ですから、私は皆さんも多分、市長は御存じないかわからん

けれども、泰造君が逮捕された、カンボジアでクメール・ルージュに捕まったというときに、

市民はみんなで何とか泰造君を救い出したいということで、全部で本当に夜を徹して署名運

動をしました。そして、何万かの署名を集めて、じゃあこれをどうして捕まえたクメール・

ルージュに届けるかと、いわゆる相手に命ごいをするかと、助命を頼むか、釈放してもらう

かということでみんなで努力したけれども、知恵を絞ってもどうしても手が届かんわけです

よ。国交がない、カンボジアとは。そのときに思い出したのが、シアヌーク殿下でした。シ

アヌーク殿下に何とかお願いしようじゃないか、じゃあ、どこにいらっしゃるか。国交がな

いですから、外務省を通じてお願いしました。そしたら中国に行かれるということになりま

したから、中国まで何とか行こうでも、中国行けんのです、そのときはですね。ですけれど

も、一生懸命努力をしたということで、私は皆さんと一緒にそういう努力。ところが、それ

もできませんでした。それじゃ署名を何とか生かす方法はないかということで取り上げたの

が、いわゆるジュネーブにある国際赤十字社だったわけですよ。国際赤十字社にそれを送り

ました。そして、そういう状態の中で、でもそのときには既に泰造君は処刑された後でした。

その後も泰造君のいろんな行事があるときに、みんなで協力し合って、少しでもそういう思

いを届けてあげたいという気持ちで努力したのが、今までの私たちのあり方です。

ところが問題はどこかというと、泰造君の記念祭、記念の写真展をする。それと一緒に、

それは武雄の写真展をやる、結構ですよ。しかし、それを企画展でやるのが２つできないか

らといって、事片方のいわゆる戊辰戦争のそういう節目のことをできないというのはおかし
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いと。武雄市の能力は２つか３つのイベントを一遍にできるぐらいの力はあるんですよ。職

員だってすばらしい人ばっかりですよ。市長と２人の副市長がいらっしゃいますから、３つ

の行事が一遍にできるじゃないですか。それぐらいの気持ちで、そういう表現は適切じゃな

いかわかりませんが、あしからず聞いてください。そういう気持ちでこの問題は取り上げて

いくべきじゃなかろうかという気がしますけれども、とにかく戊辰の役に対して、地域の

方々が一生懸命必死の思いで込めた気持ちというものを、どう理解してあるかをひとつお聞

かせいただきたいと思います。

どなたと言いません、だれかやってください。担当は副市長じゃないんですか、それは。

私はイベントは１つ２つじゃなくて、３つでもできると言いよっとよ。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

今一方で、武雄市はやり過ぎだという声が出ています。これは、いろんなドラマのロケで

あったり、あるいはイベントであったり、それは傾聴に値する部分があると思います。我々

も限られた人的能力であります。そうであるとするならば、１つのことにきちんと専念をし

て丁寧なものをつくり上げていく、これが樋渡市政の根幹であります。

○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

市民の意見も聞いてということですから、それはもう１つのものに集中するのは根幹とし

ていいですよ。ですけれども、本当に、じゃあ１つのものを継続して、私は思うんですよ。

継続してこういう問題を進めにゃいかんということは、山内のその当時の議員さんも、ある

いは合併のときの委員さんだって承知をしてあることですもんね。ですから、合併協定書の

中にそういう表現はないにしても、精神は生きているわけですから、それも大事にしてもら

うのも市政じゃないですかね。そういう気がしますけど、それはどうですかね。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

済みません、質問の前に、合併協議会にどういったことが書いてあって、私が申し上げる

ことはそれに反するか、それに対して明らかにしていただきたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

合併協議会の中で論議をしたのは、これは副市長がいらっしゃるからわかるですけれども、



- 73 -

私も合併の委員でしたし、議長もそうだし。だから、それぞれの地域が守り育ててきたもの

に対しては大事にするということは、それを言外に、文章以前の問題として了解してやって

きているわけですよ。それもまた、その次の質問の中で合併協定に書いてあることでしてな

いことがありますから言いますよ、そんなら。

いや、これは、別にそのことでどうのこうのと議論をするために私が申し上げているんじ

ゃなくて、私が言うのは、本当にそれは泰造君のことは泰造君のことしなさいという思い入

れはありますからやってもらって結構だと。２つも３つも云々ということじゃなくて、私は

例えば、まだ実際、今はもう来年のことですから、お断りを全部していると思うんですよ、

もう、ことしはできませんということを。しかし、来年は企画展ができなくても、140周年

だと記念行事をやってでも、そういう思いをせにゃいかんわけですから、そういう取り組み

を、じゃあやろうじゃないかということであれば、それで私はいいと思いますよ。そのとき

に、いろんな思い入れがやっぱり具体的な形で、そしたら秋田の竿灯だって、それは来年呼

べるかどうかわかりませんよ。ですけれども、そういう機会にやっぱりもう一度、本当に秋

田との交流、そういうものを私は泰造君との行事、あるいはほかの何とか少年遣唐使とかと

いうのと余り変わらない。それ以上に背景の深いすばらしい行事ができるんじゃなかろうか

という気がするわけですよ。

そういうことに対して取り組みを期待して私は申し上げているわけで、何もいわゆる何と

いうですか、２つできない、３つできないということじゃないわけですよ、能力はあるわけ

ですから。絶対ありますよ。そしてまた、それぞれの分野で協力する方がいらっしゃいます

から、市長は長く武雄にいらっしゃるんだったらおわかりですけど、武雄の力って捨てたも

んじゃないですよ、本当、できますよ、と思います。でも、この問題はいいです、ここで。

終わります。（発言する者あり）（「進行、進行」と呼ぶ者あり）

○議長（杉原豊喜君）

30番議員、質問。

〔30番「はい、しますよ」〕

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）（続）

私がとにかく戊辰戦争のことに関して、実はいろんな資料があります。「私の地域づくり

日記」「佐賀藩戊辰戦史」、貴重な歴史的資料も用意しました。そしてまた企画展のいろん

な資料も、本当に見てください。もう２年ごとの企画展をしたのを全部、私全部読ませても

らいましたよ、本当。皆さんもお読みになったと思いますよ。本当に武雄ってすごいなと、

こういうことをやっていく、そういう力がみんなあるんですよ。だから、そういうのを最大

限に発揮して、いろんな分野でお互いが得意な分野で努力すればいいわけですよ。ですから、

そういうための１つのきっかけが戊辰戦争の記念、いわゆる資料展であるし、あるいは泰造
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君の写真展であろうし、いろいろなものをですね。だから私は例えば、がばいばあちゃんの

行事にしても、まず欠席することはございません。必ず出席をして、できるだけ頑張ってい

る人に声をかけて、私たちはお役に立たなくてもそういうことについては一生懸命やろうと

いう気持ちでおるんですよ。

ですから、問題は泰造君の行事は予算的に11,500千円ですか、それはそういうふうな形

はそれで、それが高いとか安いとか私は申し上げているんじゃないんですよ。ただ、企画

展の予算を、問題は結局会場の問題とかいろんな問題があるだろうと思います。ですけれ

ども、本当に、恐らく山内の方々も、武雄の心ある方々もそういうことについては、そう

いう形で、ことし企画展ができなければ、節目の来年の140年には何とかそういう形の中で

秋田との交流をもう一遍やろうじゃないかというお気持ちはお持ちだろうという気がします

ので、そういう問題を市民の、住民の中から提起があったときには、やっぱり市も胸を開い

て取り上げて、ともにやってほしいという気持ちがいたします。その点についてはいかがで

しょう。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

私は企画と、その気持ちというのは分けて考えるべきだと思います。貴重な税金を、これ

経済産業省からも多大な補助金をいただくことになるわけですけれども、いずれにしても税

金を投入しなければいけないという意味では、戊辰戦争の件、あるいはＴＡＩＺＯ＋ＴＡＫ

ＥＯ展もそうだと思います。

それについては、私は企画の最高責任者としてやはり失敗はできない。そう考えたときに、

ＴＡＩＺＯ展か戊辰戦争か、中でも大議論をしました。節目である意味では、私はＴＡＩＺ

Ｏ展のほうが企画の最高責任者としてはこちらのほうがより観光客、そして地域住民の方が

盛り上がるんだろうという判断を下したところであります。

私は、イベントというのは基本的には民間主導が筋だというふうに考えております。これ

は、東京、大阪、沖縄、すべてそうであります。そういう意味で、もし本当に議員がやる、

やりたいということであれば、みずから実行委員長としてさまざまな手だて、私と比較にな

らない歴史もネットワークもおありでありますから、そういったことで先陣切ってやられれ

ばいかがかなというふうに考えております。

もとより、行政としては補助金を交付する立場、そして観光振興を図る立場、総合的に勘

案してことしは少ない資源でありますけれども、ＴＡＩＺＯ＋ＴＡＫＥＯ展に心血を注ごう

と決意をいたしております。

○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員
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○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

うれしい言葉をいただきました。私は実行委員長になってやるだけの器でもございません

し、能力ありません。だけど、そのようにいろんなものを思い入れを持ってそういう努力を

するとき、私は一兵卒になって頑張る努力はいたしますよ。そしてまた、本当の問題ですよ。

でもやる気がないんじゃないですよ、やる気は十分ですよ。ですけど、私はそういうおこが

ましい気持ちは持っておりません。しかし、本当に今まで歴史的に努力をし、今までを積み

上げてきた方々のそれはそこで評価をしながらやっていくということも、やっぱり市にとっ

ては大切なことではなかろうかと。

特に今から合併した新しい市はコミュニティーといいますか、地域、あるいはそういうふ

うなボランティアの活動にしても、みんなで助け合ってやっていかにゃいかん時代だと私は

思います。

そういう中で、本当に少しでもやれる方法があれば、じゃあ財政的な問題にしてもそうで

すよ。企画展にしてもそういうふうな、何といいますか、基本的な予算については、じゃあ

市の予算が組めなければ補助金なりなんなりの方法があればそういうアドバイスをしてもら

って、こういう方法が予算上はできるかわからんけん、頑張ってみんですかということをア

ドバイスしてくれるのは、やっぱり市じゃなかろうかという気がしますよ。市は、みんなが

民間でそれは実行委員会をつくって、それはやられますよ。だけど、そういうものに、いわ

ば水をやるというですか、水をかけるんじゃなくて、本当に何というか、盛り上げていく、

そういう基本的な姿勢というものを私は政治に期待をしたいと思っております。

でも、戊辰戦争で余りこういうことで次元の低い論争はしたくないですから、私も本当に

今でも武雄のために頑張ってもらった人、山内のために頑張ってこられた人、北方のために

頑張ってこられた人、そういう先人たちの御苦労はきちんとした形で残したい。これは、イ

ベントと、そういうものと少し違うと市長はおっしゃいましたけれども、私はこういう企画

展をする中でいろんなものを教育の分野でもいろんな分野でも触発する何かがあるんじゃな

かろうかという気がいたします。

以上、きょうはこの問題はこれにいたします。

次の問題に移ります。

今、やっぱり基本的には民間がすべきだということをおっしゃいました。私は、この中で

実は略称でしょうけれども、少年遣唐使の問題と少年の船の問題とをお尋ねしておきたいと

思います、残り時間が20分ほどありますので。

その中で、実は少年の船は22年です、たちました。もう第１回目の少年の船からは本当に

回を重ねてきました。そこに、６月１日の新聞で、市が事務局を撤退して協会が単独か、あ

るいは継続かという話を読みました。少年の船の事務局としては、もともと実際はその当時、

昭和、一番最初ですね、1984年にそのときに実際市制の記念祭をしたときに、そのときに30
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周年記念祭でしたか、そういうときに実は鹿島市も鳥栖市も多久市も、市が主催をして呼び

かけて少年の船を沖縄とかいろいろなところに派遣する事業が行われました。

ところが、そのときに武雄市にも有志が集まって、ぜひ教育委員会でやってくださいとお

願いしたところが、やっぱりいろいろな諸般の事情でそういう、いわば沖縄とかそういう大

きな事業について教育委員会としては予算がすぐはできないし、同時に、いわゆる何かあっ

たときの責任が持てんというふうなこともあって、そしたら責任は私たちが持ちますよと、

私たちの力でとりあえずやりますから、今後は行政も積極的に努力、協力してほしいという

ことで、200何名かのいわゆる子供たちが全部沖縄に行ったんですよ。そのときの、本当に

メンバーの中には副市長の古賀さんもいらっしゃるし、本当にみんなが実際お互いが旅費も

宿泊費も何でも、これも自腹ですよ。子供たちに負担をかけれんから、そして、みんなでそ

ういう運動を活動して、本当に子供たちによかと、これも記録があります、ここに。１回目

から全部記録がありますから、そういう記録の中にあるように、よかったという思い出がい

っぱい書いてあります。そして成功したわけですけれども、随分苦労もございました。

そして、そのときの初代の会長は、園田病院の園田先生、教育委員長でした。だけど、教

育委員会としては、委員会としては本当にそういうことの直接的な対応はできないまま、事

務局だって、文化会館の端っこを借りて独自にやってきました。そして、とにかく22年たっ

たわけです。その間に、よそはみんな、例えば山内にしてもセバストポール、いろんなとこ

ろに行かれるようになりまして、いろんなことがありました。

ところが、現実問題として、本来沖縄に続けて行きたかったけれども、教育委員会として

はその当時、国際交流ということもテーマの１つにしたいということで、その訪問先に韓国

を選ばれたわけです。そして、いろんな韓国との交流が始まりました。そして、武雄市が県

ができなかったことを武雄市独自で韓国との、いわゆる近くて遠い国ですけど国際交流をき

ちんとやってのけて、非常に評価をいただきました。そのときの努力の結果、実はその当時

の市長である石井義彦さんが、本当に子供たちとの交流に日韓の友好交流に多大の貢献をさ

れたということで、実は韓国政府から立派な賞を、勲章をいただかれたわけですよ。主催は

少年の船でしたけれども、市がタッチをしてやってもらっていることですから、そういうこ

とになりました。

そして、すべて皆さん方に、実は市民の方々から寄附をもらってやるしかない、市は予算

を組んでいませんので。そういうことでやってきましたけれども、本当に私たちが22年やっ

てきて、心の底に残る痛みが１つあるんですよ。それは、お金を出して行けるところの子供

たちの応援を私たちはしているわけですよ、形としては。ところが、本当に子供たちは行き

たいけども、家庭で何万かのお金が出せないところもありました。そういう子供たちをどう

してやってあげられるかと。ところが相談しますと、特定のところに出したら、あそこは何

で行きんさったとか、例えば要保護、準要保護とかいろいろあるじゃないですか。修学旅行
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であれば、教育委員会がお金を出して何らかの形で方法がありますけれども、そういう少年

の船とか、あるいはほかのそういう民間が形としてする事業には、いろんな形の補助ができ

んわけです。

そこで、いつものどの奥にとげが刺さったように、本当に行きたい子供が行けない、そう

いう状況の中で寄附を集めて回って、行けるところの子供に出してやるのはいかがかという

議論がいつもあったわけですよ。それで結局、教育委員会ですか、市のほうが応援してもら

って予算を組んでもらうようになった10回目以後、いろんなことを考えて、少しでも寄附を

もらうことを減らしていこうと。しかしながら、子供たちに負担はかけられませんので、旅

費は、いわゆるリーダーとか、それから保健師さん、そういう方々に対するものについては

市のほうのいわゆる予算を組んでもらって、それで事前の研修、これはもう物見遊山とか観

光ではありませんから。旅行会社の企画じゃないんですよ、私たちが計画して旅行会社に依

頼をするだけですから、そういうふうな形の中で、結局実行してまいったわけですけれども、

本当に寄附をもらわないとすれば、約800千円近く毎年予算が必要です。市が出してもらっ

たのが800千円ぐらいですから、100何十万、トータルで3,000千円近くかかりますので、そ

ういう約３分の１ぐらいの補助を、実際にリーダーの派遣費とかいうことで出してもらって

います。

ところが現実問題として、今度は実は少年の船の事務局が、いわゆるもう自分たちでやり

なさいということで引き揚げられました。それはそれで、もともと自分たちでやってきた行

事ですから、それは原点に戻るのもいいことなんです。しかし、現実問題として、今協会は

気持ちとしては本当に寄附金をみんなに募集をしてもらわないで、何とかしてその範囲でや

っていこうということでございますけれども、そうなると、少年の船のリーダーについては

旅費も、昔と同じように一銭も出せません。宿泊費も一銭も出せません。ところが、市が呼

びかけてする遣唐使については予算を組んで、それは少年の船のもともと組んである予算な

んですよ。それを、今度はいわゆる武雄少年遣唐使のほうは、こども部に移ったためにそこ

が使うとすれば、少年の船の今までの、少年の船を仮にことし実行するとしても、その実、

リーダーなりそういう保健師さんなり、みんな人は全部ボランティアですべて自費でやって

もらう。あるいは労力とか能力とか、時間でもかってお手伝いするだけじゃないんですよ。

負担もしてもらわにゃいかんと。

ところが片方、そこを片方、市が主催する、呼びかけるところは旅費を出しますよと、宿

泊費も弁当代も出しますよと。片方は全部自分で出しなさい。市がやる分は、こっちの水は

甘いぞと、こっちの水は辛いぞと、そういう感じにリーダーの取り合い、あるいはまた子供

の取り合い、教育委員会に３回申し入れしました。教育委員会も困っていらっしゃいました。

今まで教育委員会は学校を通じて子供たちの募集をしておりました。努力してもらいました。

そして、校長会の校長先生を代表として派遣してもらいました。しかし、教育委員会に、い
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わゆる事故のときは迷惑かけられませんので、少年の船がすべての責任は団長なり、あるい

は協会が持つということで、本当にここにいらっしゃる大河内さんあたりもリーダー、団長

としても随分努力をしてもらって、苦労をされました。

そういう状況の中でそういう事態になったもんですから、何とか、何とかつなぐ方法はな

いかということで検討をいたして、今まだ審議を、論議をしている最中です。本当につらい

思いでおります。

私が言うのは、本当にこれは民間活力で最初始めたんです、確かに。しかし、今度は行政

主導ということになったときに、行政のほうは予算がありますからできますけれども、じゃ

あ民間であなたたちやんなさいというところは、いわゆるそういう予算は何もないわけです

よ。しかも、方針としては基本的には、行けない子供たち、行きたくても行けない子供たち

に出してやるお金がないならば寄附をもらってまで活動はされんというのが、今の偽らざる

現状であるわけですよ。

そういうふうな立場になったとき、私は少年遣唐使を持ってきた企画者が近畿日本ツーリ

ストということも知っております。しかし、近畿日本ツーリストには最初、沖縄に行ったと

きは随分努力をしてもらった会社です。しかし、韓国は西鉄旅行社、それは韓国の当時の政

府、いわゆる青少年連盟が韓国との交流については特定の指定をするわけですよ。ですから、

そこを使わないと、もし事故があったときには責任はとれんというから、そこの旅行社を使

ったといういろんな裏の事情がございます。そういうふうな形の中で、少年の船は最近は少

年の翼に変わったそうですねと言われます。何で少年の翼だろうかと思うんですよ。少年の

船は飛行機で行かにゃいかん、片方はですね。私はちょっと次元がずれているわけですよ、

私に言わせると。船でも宇宙戦艦ヤマトは飛んでいくわけですよ。ですから、私たちはもっ

とおおらかに考えておるわけですけれども、私はそれはそれとして、今まで本当に教育委員

会に随分努力してもらって御苦労かけていますし、市のほうからも協力してもらっています

から、それは感謝すること以外はないわけですけれども、現実問題として、そういう取り合

いになったときにどういう問題が起こるかということを考えたときに、実はいまだに頭を痛

めています。

こういう事例があります。実は１つだけお願いしたいのは、じゃあ少年遣唐使を中国に派

遣されたとしても、ずっと続けてもらえるかどうかという心配をしておるわけですよ。予算

がなくなったら、もうことしはやめましたということになるんじゃないかと。まあ、そうな

らんとは思いますけど心配します。

事例があります。それは昭和42年、古い話ばかりとおっしゃるかもわからんけど、これ現

実にまだあるわけですから。昭和42年から５年間、私たちは実は武雄の若い人たちが集まっ

て、小さい子供たちのために役立つことはなかろうかということで、子供の交通事故が発生

していましたので子供を交通事故から守る運動をやりました。武雄市児童文化研究会という
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のがありました。市の職員の人がいっぱい入ってもらって、随分活発な努力をしました。そ

のときに、小さい鈴を買ってきてリボンに縫いつけて右の肩につけて、鈴の鳴る運動という

のをやったんですよ。非常に評判になりまして、全国的に評判になりました。

ところが、あるとき保育所から電話がありました、実は鈴が届きましたと。私たちは入園

式の日に持っていって、みんなボランティアのメンバーはその日仕事を休んでやるんですよ。

ところが鈴が届きましたというわけです。どこからですかと、交通安全協会からというわけ

ですね。警察から届いているわけです、鈴が。何で鈴を私たちはもうつけてあるのに、右、

左鈴をつけて運動を、おかしいじゃないですかね。それで、私は交通安全協会に行ったんで

すよ。そしたら、いや警察が御指導いただいてということで、そのときはですよ。そしたら、

警察に行ったんです。あなたたちは、私たちがやっている行事をそういう形でせんで、私た

ちが春、入学式のほうでするから、秋の交通安全でできませんかと言ったら、決めたことは

絶対進めにゃいかんということで、予算も組んでますからというわけですよ。予算組んで、

しかも私たちはみんなが仕事を休んで、保育所に行って、子供たち一人一人につけてやる運

動をしているのに、警察は──警察とは言いませんね、交通安全協会は届けて、それでそれ

をつけてくれというわけですよ。両側につけるわけにいかん。それで、保育所は困っていま

した。子供にどっちの鈴をつけてやるか、悩みよるわけですよ。かわいそうじゃないですか。

子供をめぐって、私たちは右側につけると言います、向こうは左につけるとは言いませんけ

れども、私が母親と、産みの親だと、私は育ての親だと、子供を真ん中にして腕の引っ張り

合いだったですよ。そのときに、手を放したのが、実は産みの親だったわけですよ。もう痛

い痛いと泣く子供、困り果てている子供が本当に見るに忍びないのですよ。少年の船の現状

と似ています。私はそう思いました。

本当に、いやこっちを実施する場合に教育委員会にお願いしても、子供は同じですから、

こっちに来い、あっちに来いって引っ張ったときに痛がるのは子供だし、父兄だし、学校現

場なんですよ。それを今まで本当に協力してもらった教育委員会に、あるいは学校に負担、

迷惑はかけられん。やっぱり私たちが手を放すべきじゃなかろうかと一たんは解散を決議し

ました。会議に諮りました。だけど、子供のために役立つことがあれば、何とかしてしたい

ということで、まずは存続することに話はなったんですけれども、問題は、申し上げたいの

は、私たちがやめて、後は交通安全協会、警察にお願いしたところが、２年半でやめたんで

すよ。なぜかというと、予算がなくなったからですよ。トップがかわって課長がかわって、

トップがかわって予算がなくなれば、そういう行事は本当に心の底からできる行事でなけれ

ば、終わってしまうわけです。──何ですか、これは、質問ですよ。それに対して、私は絶

対に市としては続けていただくつもりでそういう計画をされたかどうか、それをお尋ねしま

す。

○議長（杉原豊喜君）
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樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

事業というのは、あらゆる事業、政策目的が達成するまではやることが基本であります。

そういった意味で、子供遣唐使について、もし議会の同意等がとれた場合には、政策目的が

達成するまではきちんと責任を持って行いたいと考えております。

○議長（杉原豊喜君）

30番谷口議員

○30番（谷口攝久君）〔登壇〕

そういうふうに、とにかく私は子供のためにやってもらうことはいいことですから、それ

がいけないと言っているわけじゃないんですよ。だから、続けてもらえれば何よりと思いま

す。そしてまた、少年の船協会はどういう形で残るかわかりませんけれども、いずれにして

も、いわゆるリーダーの人たち、若い連中もみんなそれぞれノウハウを持っていますから、

役に立つ形で協力はしたいという気持ちは皆さんお持ちのようです。

ただ問題は、今まであった既成のことを引きずって参加するということではいけないとい

うことが、私たちの基本的な考え方です。ですから、問題は、やっぱりどうせなら、なぜ今

度は少年遣唐使にすると、だから今までの少年の船は今までも御苦労だったけれども、これ

に今度は協力してもらえんかと、あるいは中国に訪問先を変えてもらえんかということを一

言もおっしゃらずに、いきなりそういう形で事務局を引き揚げますという形は、いささか乱

暴ではないかということが私は春の温泉祭りの若い人たちのあの騒ぎと、いわゆるオーバー

ラップして、こういう心配をしたわけでございます。

いずれにいたしましても、子供たちのために今後行政がそういう立場をとっていただけれ

ば、しかしおっしゃったのは民間は当然すべきだとおっしゃって、今度は市がいわゆる政策

目的に達する、実現するまでは続けるとおっしゃるなら、そこの整合性を私はいかがかなと

いう気がいたします。いずれにしても、期待をしております。

終わります。

○議長（杉原豊喜君）

それでは、以上で30番谷口議員の質問を終了させていただきます。

ここで議事の都合上、３時10分まで暫時休憩をいたします。

休 憩 14時56分

再 開 15時11分

○議長（杉原豊喜君）

休憩前に引き続き、再開をいたします。

一般質問を続けます。６番宮本議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。６番宮

本議員
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○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

本日の最終ということで、録画放送も午後11時からの開始となりますので、できるだけ皆

さんに見てもらうためにも要点を早目に言って質問したいと思います。

第１番目、行政問題専門審議会の今後と問題点です。

これは市長の具約で一番期待する水道料、固定資産税、介護保険料の提言をするために、

専門審議会を開いて、そこで基本的なラインを出してもらうという市長の考えで、なかなか

いい方法ではないかなというふうに思っております。そして、平成20年度からの随時の値下

げを期待するものです。

それで、資料によりますと平野さんのところで下水道も入ってきたということで、どうな

ってるんかということで、私もそのタイムスケジュールを１番目の題目としておりましたけ

ど、それについては午前中のほうにありました病院問題も話し合うということも示されまし

て、それについては理解できました。

そこで、２番目の質問ということになるんですけれども、２番目としては、私が審議会を

公開にしてもらえないかと、重要案件で市民自体もその審議過程を知りたいであろうという

ことで申しましたところ、市長はそのときは多分ケーブルテレビでの放映みたいなことを言

われたと思います。（発言する者あり）言われたと思いますけれども、１回目はあっており

ませんでしたけど、その点についてどうなったかお聞きしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

大田副市長

○大田副市長〔登壇〕

お答えします。

市長に確認したところ、そういう発言はしていないということでございます。

ただし、これは公開になっておりまして、市独自に録画しておりますので、興味のある方

は自由にいつでも見られるようにはしております。

以上でございます。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

録画してあるということであれば、またケーブルワンの独自企画とか、そういうので見ら

れるかなと思いますけど、途中経過というのを随時みんなが監視しておく、監視というです

か、認識を深めるというのも必要と思います。市長の話では公開ということでありますので、

できるだけ私たちも見に行って、その中のことを市民に伝える努力をしたいとは思っており

ます。そういうことでわかりました。

次に、具体的な諮問の内容についてです。
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下水道については現状の報告というのをされたということでありますけど、水道のほうに

ついては、こういうふうな冊子がつくられておりまして、これを簡単に説明しますと、現状

の310円のときと、10円下げた300円のとき、20円下げた290円のときの計算が示してありま

す。それで、私が最初、コンサルタントにいろいろ計画を出したり、改正水道法による民営

化とか、そういうところまで言及された計画の中で出てくるのかなというふうに思いました

けれども、今回まずは、武雄市がほとんど持っておりました16億円の基金を取り崩して安く

するという基本的なスキームになっておると思います。（「武雄市じゃない、旧武雄市」と

呼ぶ者あり）旧武雄市の持っておりました基金を取り崩すことになっていると思います。そ

の基金を戻してもらいたいということは旧武雄市のときからずっと言っていることで、当然

のことかなというふうに思うわけです。

そして、私が１つ思うのは、この３案というのは、本来15億円程度はこの10年間の間に積

み上げたお金なんですよね。それは何で積み上げたかというと、高料金対策がもうすぐなく

なりますよ、西部広域水道に入れば１トン当たり150円の水を取らなくてはいけないので、

相当の赤字が出ますよということで10％ぐらいの値上げをしたと思うわけです。それで、高

料金の対策はずっと来ましたし、広域水道の単価も150円から100円程度、今は88円ですかね、

84円になっているわけです。だから、この積み上げた15億円というのは、その前提とするこ

とがそうなっていないのに積み上げられているお金なんですよね。言い方を悪く言えば、ち

ょっと言えば話が違うよと、上がるから高料金が国から来ても日本一高い値段を続けていた

わけなんですよね。だから、もう本来そういう高料金も来ておりますし、単価も150円から8

4円に下がったんだから、当然このお金というのは10年間で全部返さなくてはいけないお金

じゃないかなと私は思うわけなんです。でもこれを見れば、一番最低の290円のときでもこ

の全体の16億円のうちの６億円ぐらいしか使わないんですよ、10年間で。３分の２はまた次

まで持っていくということになるわけなんですよね。

だから、うそとは言いませんけど、そのときはそうなると思っていて集めたお金を、そう

なっていないのにまた次まで引き伸ばすといえば、この10年間に納めた人に負担がぎゅっと

かかってくることになるわけなんですよね。だから、この案が絶対いかんということではな

いですけど、審議会にかけてもらうような、もともと根本的にこれは何のために集めたんだ

と、これをもとの人に返すがいいのか、返さんで持っとくほうがいいのかの選択肢もこの中

に第４案としてなければ、上のほうのかすったような３案を出して、それから選んでもらう

というのが、本当にこの抜本的な改革になるのかなというふうに思うわけなんですよ。

それで、この３案というのもありますし、例えば多久市ですよね、多久市は西部広域水道

に入っていなかったから途中で入った、いきなり資本費も入れんといかん、ペナルティー料

金も払わんといかん、それで武雄よりも高い320円だったんですよね。でも今度の４月には

西部広域水道の受水費の単価が下がったから自動的に20円下げているんですよ、だから320
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円から300円になっているんです。武雄市は大々的に行政問題何とかて話し合って大げさに

言っているけど、多久の場合はこの１案、２案のところまでは自動的に下げているんですよ。

だから、その辺から考えれば、その10円というと、そう大きなあれじゃないんじゃないかな

と思うわけなんですよね。だから、16億円を10年で半減させるとか、３分の２は使うという

案をこれに入れて審議会にかけてもらいたいと思うんですけれども、その辺についての市の

お考えをお聞きします。

○議長（杉原豊喜君）

伊藤水道部長

○伊藤水道部長〔登壇〕

宮本議員の御質問にお答えをしたいと思います。

私どもが審議会に出しましたこの３つの案でございますけれども、私どもは私どもの庁舎

内の検討委員会の中でずっと今日まで検討をした結果について御審議をお願いするよう出

したわけでございます。確かに、今日まで旧武雄市の積立状況を見ますと、そういう意味

もあったかもしれませんけど、今後、一緒になって統合計画をした段階においては、まだ老

朽施設とかいろんな分野があると、それとあわせて委員会の折にも御説明しましたとおり、

ちょうど第８次、第９次の拡張工事の返済がピークになると、そういうのも勘案をして、今

2,850,000千円程度の現金がありますけれども、じゃ、相対的に幾ら持てばいいのかという

ことまで含めて検討したつもりであります。

超過料金の290円でいきますと、10年後でこのまま私どもの案どおりで仮にいったとして

も、おおむね50％程度の支出が必要になります。そうしますと、内部留保資金まで含めたと

ころで十四、五億円程度になるわけです。水道事業がこの10年で終わるのであれば、そうい

う形でも結構でしょうけれども、私ども水道事業は継続的に将来ずっと続けていくわけであ

りますので、そういう意味では今、宮本議員が言われた部分については担当部長としては賛

同しかねるということで、こういう提案をさせていただいたところです。

以上でございます。

○議長（杉原豊喜君）

古賀副市長

○古賀副市長〔登壇〕

高料金対策の関係、そしてまた利益剰余金の関係でありますけど、この取り扱いにつきま

しては、前回武雄市が値下げをしたときにも同じような協議をしてきたと思います。当時も

約13億円ぐらいの積立金があっていたと思います。そのときに若干の値下げをしたわけでご

ざいます。そのときにもいろいろお話をしましたけど、今抱えている上水道の施設の問題と

か配管の問題、そういうたくさんの諸問題を抱えていますので、これについては最小限利用

する、使うというんですかね、そういう形で今回の審議会にお話をしたい、前回申し上げま
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した内容としては一向に変わっておりません。

以上でございます。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

いや、結局、今言っているのは減債積立金とかそういうのを言っているんじゃないですよ

ね、利益積立金を言っているわけなんですよ。利益積立金というのは、減債積み立てなり資

本費に回した残りをためたお金なんですよね。だから、例えば多久ですよ、利益積立金ゼロ

なんですよ。佐賀市で何万人、人口いますかね、20万人ぐらいでしょう、そいぎこんな10何

億円持っているのは県内にありますかね。

○議長（杉原豊喜君）

伊藤水道部長

○伊藤水道部長〔登壇〕

３条、４条の使途についての御質問でありますけれども、私が先ほどそういう目的でされ

たんだろうというふうにお答えしたのは、おっしゃるとおりで、通常的には多久市がやって

いるとおりで、旧北方、山内もそうでありますけれども、ほとんどまずもってその借金した

分について返すというのを基本に置きますから、内部留保資金のほうに大体ためこみ、単年

か２年か、そこらの運営ができるところの補てん財源として、その３条に残す部分でありま

す。

法の規定で言いますと、先ほど言われるとおり、まずもって最低５％、単年利益の５％を

減債積立金にためなさいというのが第一義的なものであります。これについては、確かに武

雄市も行われています。その上に立って起債の総額まで減債基金を積み立てなさいというこ

とで、その後、余剰金等があれば利益積立金の創設をしてためるというのが大体通常の水道

事業の考え方でありますけれども、そういう意味では、逆に減債積立金のほうに５％だけを

積み立ててこられたというのについては確かに宮本議員がおっしゃるとおりですけれども、

ただ、私どもプロパー側から言わせていただきますと、これは絶対できないということでも

ありません。法の規定でいくと、３条補てん財源として１回積み立てた分につきましては、

確かに３条補てん財源だけしかだめですよというふうには書いています。ただし、元金等々、

要は払いができない場合については、本武雄市議会の同意があれば動かせるということにも

なりますので、そういうこともかんがみながら、先ほど言いましたように、相対的な現金も

含めて検討をさせていただいたということでございます。

県内の積立金の状況でありますけれども、数字の16億円というよりも、その28億円の総現

金高に対するパーセンテージとしての16億円でいきますと約６割程度ということになります

けれども、そういう積み立てた水道企業団はないというふうに思っております。
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○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

そしたら方向を変えまして、市民の方でもこの積立金がこうなったというのを知っておら

れる方もおられると思うんですよね。そういう方が、例えば審議会の中で、いや、多久も

300円、６月かな、下がると、下がっとったいねと、大したことなかたいねと、もうちょっ

と下げる案ば出さんねと言われたら出せるんですかね。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

我々はバナナのたたき売りみたいなことをやっているわけではなくて、あくまで私の具約

に佐賀県一にならないように心身努力するという旨をしておりますので、そういった意味で

の過度の期待感を議員側が持たせるというのはいかがなものかというふうに考えております。

その中で、我々は必死になって下げるという努力と、もう１つは持続可能な水道事業を考

えなければいけない、そのバランスの中にとって、バランス着地点がどこにあるかというの

を審議会で真摯に議論を賜りたい、そのように考えております。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

バナナのたたき売り、審議会はバナナのたたき売りじゃないですよね、審議会の中でもと

もとのお約束と違うでしょうと、使い方が。もともとが資本費に充てますよといってためた

らいいんですよね、何もそんなことは言ってないんですよ。高料金が途切れるから、150円

の水の単価が上がっていって、ためたお金なんですよね、だから、何もバナナのたたき売り

でもなければ、本筋論をそこでされたときにどうしますかと言っているだけなんですよ。も

う一度お答え願います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

審議会がバナナのたたき売りと言っているわけじゃなくて、そういう議論をおっしゃるこ

と自体がたたき売りではないかというふうに申し上げている次第であります。その上で先ほ

どあったように、基本的には水道部長が答弁したように、最初の制度の創設のときは確かに

そうだったかもしれない、しかし、今、税収、あるいは水道料収入が減少していく中で、

我々は次世代に今の水道事業というのをバトンタッチしなきゃいけない、そういう責務を負

っているわけです。それにしか使えないということは、そういった意味ではいろんな考え方
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が私はあっていいというふうに思っております。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

武雄市が我々も15億円ですかね、15億円、13億円、15億円はそのまますぐ下げろ、下げろ

と言わなかったんですよね、言わなかったですよ、ずっと。合併前まではここで清算せんと

いかんでしょうと、それを言わなかったのは何でかといえば、もう減債積み立ては積んでい

るから、それ以外には利用できないって書いてあるんですよね、だからみんなはそれ以外に

利用できんやったら、金の足らんときの補てんしかあり得ないと思うとったから、これだけ

積んでおることを一言もがっちゃがちゃ言わんやったわけですよね。（「言いよった」と呼

ぶ者あり）言いよる人もおったけど、結局そのお金の収支のバランス、３条というか、損益

計算が赤字にならん間に埋めてもらえるからということでしていたわけですよね。でもこれ

が、次の投資といえば、今払っているのは前の投資を払っているんですよ。だから、次の投

資は次の投資のときにお話をして、幾ら幾らになりますよ、起債を組みますよ、そしてそれ

をみんなで払いましょうというふうになるもんなんですよ、大体これは。だから、多久だっ

て利益積立金がゼロでやっていける、利益積立金で次の投資まで考えられないでしょう、は

っきり言うて。水道事業は起債をして、それをみんなで払っていくんでしょう、設備を。だ

からその辺は、何も私の言っていることはおかしくないと思いますけれども。

○議長（杉原豊喜君）

伊藤水道部長

○伊藤水道部長〔登壇〕

説明資料の中にもこの10年以降で20億円程度が必要ですよというふうに書いています。こ

のうち私は、投資と更新というのに分ければいいだろうというふうに思います。今日までの

水道の安定供給のために、例えば渕ノ尾浄水場を含めたいろんな施設が老朽化をしています。

これについては更新だというふうに私は考えています。また、統合簡水なりについては給水

区域を広げますから、これは投資だというふうに考えているところでありまして、更新に必

要な金額というのは、当然基本的には一番収入源である水道料金で賄うことが基本というの

は、先ほど宮本議員もそういうニュアンスで言われたのかなというふうに思っていますけれ

ども、これを逆に言うと、その都度その都度、収益ベースで行くか、資本ベースで行くかは

わかりませんけれども、逆にそういうふうな乱高下をさせることが本当にいいのかどうかと

いうのも、やっぱり私ども水道事業としては考えざるを得ないだろうというふうに思ってい

ます。

継続持続可能な料金を例えば今回は10年、よければ審議会の中では５年で１回見直しさせ

てくださいというお願いはしたいなというふうには考えていますけれども、これをしながら
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将来的にもそう多大な値上げをしないでいいような形の中での将来見通しも立てながら料金

というのは決定すべきというふうに考えていますので、今回そういう案を審議会のほうに御

提案を差し上げたということでございます。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

この水道というと、普通のところは水道審議会というのがありますよね、武雄はないです

けれども。そこで、この３年間を上げるか上げんかを決めながら、水道料金を改定していく

というのが日本の水道の全国的なあり方ですよね。武雄みたいに、ずうっともうそのままで

すね、その辺がもともとおかしいからこういうふうに積み上がったんじゃないかなと思って

おるわけですよね。そのお金の使い方をユーザー代表とか各種団体から集まって話し合わん

からですね。先ほど市長と副市長が乱高下するみたいなことをそこで話されていましたけれ

ども、まさしくそれが水道事業なんですよね。そこでしていってお金を決める、あるときの

住民が全部をこうむる、そういうことじゃないようになっているんですよね。だから、その

辺をもう一度考えてもらいたいと思います。

次に、これに関して下水道も出すということですけれども、下水道も３案程度出されるの

かどうかですね。その中で案を出すとされるなら、いつもここで問題になっている、例えば

農業集落排水事業の必要経費は全部受益者負担にする、もう１つは近隣並みの３人世帯ぐら

いで３千円程度にする、もう１つは資本費まで入れて計算した単価にする、そういうのがあ

ると思うんですけれども、この下水道についてはどういうふうな出し方をされようと思われ

ていますか。

○議長（杉原豊喜君）

松尾まちづくり部長

○松尾まちづくり部長〔登壇〕

お答えいたします。

今、審議会のほうには現状だけを出しております。この次の審議会のときには、議員おっ

しゃられるように、資本費についても出すし、経費についても出すということで考えており

ます。（「案を３つくらい出すのかと」と呼ぶ者あり）いや、ですから、資本費まで含めた

らこういうふうになりますよ、あるいは経費だけやったらこうなりますよという形の費用を

出して審議会で審議してもらうということにしています。（「案は３案出るんですか」と呼

ぶ者あり）（発言する者あり）

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕



- 88 -

私が３つ言ったわけですよね、資本費を含めたものと、自分のパターンとすればそういう

ふうになるかなということを参考に言っただけで、そちらとして下水道についても３案程度

出されるのですかということを聞いたんです。

○議長（杉原豊喜君）

松尾まちづくり部長

○松尾まちづくり部長〔登壇〕

３案とかなんとかじゃなくて、今、何しろそういう形で数字を出します。ですから、案が

何通りになるかというのは今後出すまでの間に決めていきたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

ここでこういうふうになっておって、１案になると困るので、できるだけ複数案を出すよ

うによろしくお願いします。

次に２番目、ちょっと時間をとりましたけれども、ショッピングセンターでの行政窓口サ

ービスの実施はいつかということで、以前、市長は就任当初１階のフロアを改装して、皆さ

んが利用しやすいようにということを言われて、私も同感だなというふうに思っておりまし

た。

私もそういうふうなことを副市長かだれかに前言ったら、１階に機械室があるからなかな

かちょっと難しいだろうと言われておって、ちょっとその辺が、今度市長がかわれば少し変

わるかなということで期待というか見守っておりましたけれども、ちょっとそれは余り進ま

なかったんですけれども、かえってショッピングセンターでの窓口サービスをするという発

言があり、ちょっとよかったなというふうに思っておったんですけれども、その辺の実施は

どうなるものかについてお聞きします。

○議長（杉原豊喜君）

國井くらし部長

○國井くらし部長〔登壇〕

お答えします。

今のところその件につきましては、人的、時間的、経費、その他の協議を始めたばかりで

すので、いつ実施するかということはまだ考えておりません。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

できるだけ具体的に検討して、ここを改造しないんだったら１階フロアとか交通の便のい

いところにやっていただきたいと思います。よろしくお願いします。
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次に第３番目、武雄の特産物としてのレモングラスに飼料イネもということで、私も農業

は一番最初、平成７年に産業委員になって、米をつくる自由、売る自由といって非常に産業

委員のときには頑張っていたんですけれども、ちょっとそういうふうにもならなくて、余り

農業のことは言えんかなというふうな格好に思っておりました。それで今回、市長が農業活

性化のためには若者が取り組めるようにせんばいかん、そのためにはある程度の収益が上が

らんばいかんということで、全くそのとおりかなというふうに思っています。

それで、原価20円程度でできるレモングラスが千円とかその辺で売れるということで、高

付加価値の商品ということで、富良野市では8,000千円やったですかね、高収入を上げてい

る方もおられるということで、武雄市でもそうなればいいなというふうに思っております。

そこで、今後どういうふうに広がっていくのかなと、天領水とも契約してあるからですよ、

ある程度の量をつくり出さんといかんと、そういうふうな格好で、今は川内と中野に400株

ですかね、植えてあって、今度はタイのほうに職員さんが研修に行って4,000株を輸入して

広げられるというような話もちょっと聞くんですけれども、その辺の今後の量産体制ですか

ね、その辺についてどういうふうな計画を持っているのかお聞きしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

お答えしたいと思います。

実は先ほどありましたように、５月16日ですか、川内と中野のほうで定植をしております。

最近の状況の写真がありますので、ちょっとお見せします。（資料を示す）これが川内地

区の今の状況でございます。かなり背が高くなっております。（発言する者あり）現物はこ

ういうものでございます。（「現物はこの間見たですね」「後ろに鉢のあったごたるです

よ」と呼ぶ者あり）

そういうことで、１回目の収穫が７月の中旬ぐらいに予定をしておりまして、その後、秋

口まで２回か３回ぐらい収穫ができるということで、ことしについて、まずは試験的な栽培

でございますので、市内の旅館とかホテル、それからレストラン等での試作をやっていくと、

それからもう１つは販路の拡大が必要ですので、そこら辺についても今、農林商工課、それ

から戦略課、観光課で一応係がございますので、そこらについては販路の拡大と利用の方法

について今検討をやっております。

それから、先ほどありましたように、日田の天領水との提携もやっておりますので、それ

については今回６月の補正でお願いしておりますので、量産体制に入っていくということで、

どっちにしても販路の拡大、それから使い方、そこら辺について検討をしながら拡大をして

いきたいというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）
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６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

4,000株植えるのはわかったんですよ。だから、天領水に１カートン、ジュースをつくら

んといかんですよね。そいぎ、何トンをいつ納めるということになると思うわけなんですよ

ね。だから、その辺まではまだ計画生産にはなっていないんですかね。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

先ほどの部長の答弁を補足したいと思います。

基本的に、この１年目で株分けをどんどんやっていきたいというふうに思っています。今、

原価20円とおっしゃったのは、タイでの原価が20円というふうに申し上げたんで、今、日本

の原価は１苗で300円であります。それを80円とか70円に下げるためには、株分けをどんど

んやらなきゃいけない。したがって、この１年、あるいは１年半は市場に出していくよりも、

むしろ株分けをして、それを生産者の方に安くお渡しをしたりとか、あるいはパイロットと

いうか、試行的に出していただけるところに渡していくということで、徐々に広げていきた

いというふうに思っております。

もとより、日田の天領水と私の提携では３年間をかけて商品化に向けて努力するというこ

とであります。まだ始まって２カ月ちょっとでございますので、温かい目で見守っていただ

ければありがたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

別に冷たい目で見ているわけではなかですよ、つくるならつくるで、ぴしゃっとつくった

ほうがようなかかなということで、ある程度生産計画を持っておかんと、結局職員を５人も

使うわけでしょう。そいでして、大したことなかったじゃ困っけんですね。100に３つ成功

すればいいというふうなあれなのかもしれんばってん、そいばってん、そいぎ費用もかかる

けんが、特別会計でもつくってもらって、どういうふうに独立採算でできるものか、できん

もんか、そのくらいの気持ちでやってもらわんといかんかなというふうなことを考えます。

私も少し植えてみたいなと思っておりますので、市民に分けられるときには教えていただ

きたいと思います。

次に、レモングラスというのは高付加価値ということでしたよね。私が今度言っているの

は２ちゃんねるで流れている飼料イネは結局、今の生産設備を使って逆に経費を少なくしな

がらもうけるという方法と思うんですけれども、私も素人で２ちゃんねるを見ながら研究し

たぐらいであれなんですけれども、その辺の飼料イネの拡大についてはどうお考えかお聞き
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します。

○議長（杉原豊喜君）

前田営業部長

○前田営業部長〔登壇〕

お答えしたいと思います。

議員が言われるケーブルワンのビデオについては農林水産省のＰＲのビデオだと思います

が、お尋ねの飼料用のイネ、これは名前が「モーレツ」という名前なんだそうでございまし

て、これについては、武雄市内でも転作の作物として平成18年度で約３ヘクタール、それか

ら、ことしが約６ヘクタール作付をするというふうに聞いております。

ただ、これについては転作の作物として、例えば大豆、それから飼料の作物、それから飼

料用イネ、こういうのがあります。これについては、農林省関係の助成金も確かにあるよう

です。しかしながら、平たん部については武雄市の水田農業推進協議会の中で、団地化の中

で、ことしはこの作物の転作をすると、そういうことがありますので、なかなかこれを植え

るということにはいかないようでございます。

それともう１つは、つくったところで、また畜産の農家、それから、耕種農家がある程度

の需用がなからんと、なかなかさばけないという、そういう条件もございますので、これを

拡大するということには難しい問題があるようでございます。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

きょうの午前中にも牛を2,000頭ですかね、飼ってあるということだから、需用がないと

いうことはないと思うとですよね。ただ、転作の補助金とのかかわりがあるから、補助金の

ある間はやったほうがいいんじゃないかなというふうに私は思いました。研究をしてくださ

い。

次、男女共同参画の推進と女性管理職の拡大です。

市長は具約の中で、男女共同参画についても推進の立場をされていると思います。

そこで、市長が直接的にこの問題について行動できる課題として、市職員の人事があるの

ではないかと。そこでまた名実ともに予算や人事について全面的に力が発揮できるのがこの

19年度ではなかったかなと思って、そこまではちょっとどういうふうなことをされるのかな

と思って見ておりましたけれども、結局、古庄市長時代の２名の課長ですかね、それから、

新市になってもまた２名じゃないかなと、なかなか前進というか、停滞のような格好になっ

ておるんじゃないかなと思うわけですよね、そこで市長の考えをお聞きしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長
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○樋渡市長〔登壇〕

前進とか停滞とか聞いたことあるような話が出てきましたけれども、基本的に人材の育成

というのは前進とか停滞とかでくくられる問題ではないと思います。能力、やる気というの

は、性別、あるいは年齢差を超えて登用すべき話であると思いますので、女性だから、男性

だから、あるいは若いから、年配だからというんではなくて、やる気、能力が根幹にある、

その上で私がぜひ目指したいのは、「オイ・ワイ禁止条例」でも申し上げましたけれども、

社会全体として女性、特に高齢者の方々が生き生きできるような場をつくりたい、そういう

意味で、武雄のがばいばあちゃんずを結成して、今度６月10日にデビューコンサートをさせ

ていただきますけれども、そういった形で社会全体が女性、とりわけ高齢者の方々が、元気

に愉快に楽しくできるような施策を私は展開すべきだというふうに考えております。そうい

う意味で、宮本議員との見解はちょっと異なるかもしれません。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

市長のお答えとしては、能力的に女性の人がまだそこまで至ってない人が多いということ

になるわけなんですかね。（93ページで訂正）

そしたら、結局市役所職員になったときには同じ試験をして、能力があるということで登

用されているわけなんですよね。それが結局、何年かすれば差がつくのはどこに原因がある

んですか。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

宮本議員、質問に、私は答弁で女性が能力が低いとかというのはちょっととても申し上げ

たつもりはありませんので、誤解が重なれば曲解になるということは慎んでいただきたいと

いうふうに思っております。

その上で、私は申し上げたとおり、もともと女性の占める割合が少ないわけですよね。だ

から、先ほど言ったように、私は男性とか女性とか、あるいは年配とか若い人というくくり

でなくて、本当に能力があって、あるいはやる気があって、それでやる気も含めて能力のあ

る方をぜひ登用していきたいというふうに考えております。（「能力のある人やろう、やっ

ぱり」と呼ぶ者あり）

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

いや、やっぱりその能力のある人ということでしょう。（発言する者あり）ごたる感じじ



- 93 -

ゃなかですか、やっぱり能力のある人ということでしょう。

○議長（杉原豊喜君）

暫時休憩をいたします。

休 憩 15時54分

再 開 15時57分

○議長（杉原豊喜君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

議事の都合上、16時10分まで暫時休憩します。

休 憩 15時57分

再 開 16時12分

○議長（杉原豊喜君）

休憩前に引き続き再開をいたします。

６番宮本議員の発言の訂正を求めます。６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

私が先ほど市長の意味合いが女性に能力がないというような発言をしましたけれども、そ

ういうことは言われておりませんので、それについては訂正します。

それで、結局今の現状が２人だと、私の言いたいことはですね。市民の方はわかっておら

れると思いますけれども、２人しかいないと。それで、それを結局能力的に拡大しないと登

用されんわけですよね、今の流れからいえば。それで、市長は女性職員の能力を高めるに当

たって、特に高めることについてどうお考えかお聞きします。

○議長（杉原豊喜君）

ただいま６番宮本議員より発言の訂正の申し出があっております。それを許可したいと思

います。御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

御異議なしと認めます。よって、６番宮本議員の発言の訂正については許可いたします。

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

先ほど申したとおり、登用に当たっては男女の差を設けることなく登用をしていきたい。

その観点で、私は女性を含めていろんな研修であるとか、これはアカデミーを含めた研修で

あるとか、あるいは公募であるとか、そういったことを機会均等にきちんと行っていく。そ

れで、これは男性、女性にかかわりなく、人は仕事によって磨かれるものだというふうに解

釈をしておりますので、そういう意味で私は全然差を設けることなく、今後、男女共同参画

の実現に向けて頑張っていきたいというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）



- 94 -

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

そういうのもありますし、外国では女性のクオータ制とか、そういう特別な施策もあると

思うんですよね、やらせてみるとか、そういうことも研究していただけたらと思います。

次に５、地域振興基金事業の実施と方針です。

市長の発言によりますと、これはやっぱり地方分権の中のまた地域内分権になるかもわか

りませんけれども、地域に対して地域振興基金の120,000千円だったですかね、これを交付

して地域で独自の事業をしてもらうというような案を出されました。そういうようなことで、

武雄町においてもその受け皿としてまちづくり協議会の設立の動きもあっています。

そういうことで、私もこれを有効に活用せんといかんなと。金もでありますけれども、組

織的にもいいものをつくらんといかんなということで、ある武雄のまちづくりなんかにも前

から取り組んでいた方に、こういう話がありますので、まちづくり協議会の内容がよくなる

ように皆さんにも参加してもらうように言ってもらえないですかねというようなことを言っ

たら、ちょっと反対に何か一時的なばらまきの金の受け皿組織やろうもんとかと急にいきな

りまくし立てられて、自分はそいに参加してくださいというつもりだったのがちょっと逆に

攻められたというですかね、そういうような格好になったわけですよ。それで、それをきっ

かけにというような格好でも言っていたんですけれども、いや、これは本当に合併のときに

言いよったごたる宗像市のごと本当に一部の行政を担うような格好の協議会になるとか、単

に基金の来たときだけ集まって何かば決めて、あとはつまらんごたる組織になるとじゃなか

かねということを言われたとですよね。

そこで、その辺ば私がまた周知するに当たって、これが継続的にある程度分権というです

かね、宗像のごとある程度地域のことについては地域にお金を渡して地域内分権をするもの

であるのか、それの第一歩なのか、それとも振興基金１億円幾らかがあるから、とりあえず

合併祝いみたいな形で各地に分けるようになるのか、その辺について市の答弁を聞きたいと

思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

答弁に入ります前に、先ほど宮本議員からやらせるという表現がありました。これについ

て、私は職員に対してやらせるとかということはいかがなものかと思いますので、認識と表

現を改めていただきたいというふうに思います。その上で答弁に入りたいと思います。

私は先ほど宮本議員がおっしゃったように、これは前段の地域内分権の第一歩だというふ

うに考えております。具体的には、今、企画部を中心にして制度設計の検討をしております

けれども、10月をめどに交付要綱を整備したい。その前に議会の皆様にお諮り、御相談をし
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たいというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

そしたら、地域内分権ということですね。そしたら、このほかにまたお金が随時来るよう

な形で毎年運営みたいなことをするようになるわけですよね。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

それは各町、各単位が考える話だと思います。例えば、総枠が70,000千円から80,000千円

といった場合に、１年で行う事業もあれば、３年から５年かけてやる事業もあると思います

し、これは地域の自主性にゆだねたいというふうに考えております。

行政のかかわりについては、基本的にこれが補助金の交付に当たって逸脱していないかど

うか、そういうふうな否定的なもののチェックをするのみに考えたいというふうに考えてお

ります。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

結局はその120,000千円内でするということですよね。多分、宗像とか佐賀の自治組織、

福岡の辺の自治組織はある程度のお金が常時行って、その中で事業をされるですよね。そう

いう形ではないんですかね。

○議長（杉原豊喜君）

末次企画部長

○末次企画部長〔登壇〕

お答えをしたいと思います。

今の宮本議員の御質問ですけれども、ずっと続けるというようなことやなくて、今、市長

から答弁がありましたように、地域振興基金の分で充てていきたいというふうに思っていま

す。

以上です。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

大体概要はわかりましたので、また今度その辺については質問させていただきます。

次に６番、子育て支援への市民の要望です。
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６月議会でも言いましたけれども、就学前の子供さんとかをお持ちのお母さんとかお父さ

んとかおじいちゃん、おばあちゃんは、やっぱりある程度ふだん行ける拠点的な公園とか遊

具のあるところを１つの交流の拠点としてされていると思うわけです。それで、前回、保養

村のわんぱく広場というのがそういうような位置づけになっておったと思うんですけれども、

この間、企画の段階ではもうそういう遊具のハード整備はしないというふうなことを言われ

ましたし、そしたら、ＳＬ公園だけでも、前、よくみんなが遊んでいた遊具だけでも復活し

てもらえないかなと言ったら、それもできないということだったわけなんですよ。

それで、今度こども部ができて、そういう市民が結構望んでいるものに対して、前の企画

なり福祉なりのときには何もしないということだったんですけれども、今度のこども部もそ

ういうことになるわけですかね。

○議長（杉原豊喜君）

松尾こども部長

○松尾こども部長〔登壇〕

お答えいたしたいと思います。

遊具のある広場についてですけれども、現在、遊具のある広場といたしまして、四季の丘

公園、それからＳＬ公園、保養村の宇宙科学館前の広場、それと山内中央公園内のちびっこ

広場、ここに遊具がございます。

御指摘の遊具の件でございますが、屋外に遊具を設置した場合、老朽化が早いということ、

事故の危険性が大きい、それとまた、管理とかメンテナンスが必要になるということで、で

きるだけ遊具は置かず、子供たちは広場で伸び伸びと遊んでいただきたいと考えているとこ

ろでございます。

遊具の広場につきましては、さっき申しましたように、ＳＬ公園、四季の丘公園等ござい

ますので、そこを拠点として利用をしていただきたいというふうに考えております。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

そしたら、山内の中央公園とか北方の四季の丘のほうに行ってもらうというごたる格好に

なるわけですね。そしたら、そこはそこでいいと思うですよね。でも、私が小さい子供を持

っているとき、北方の四季の丘というのはちょっと低学年には遊びづらかったですよね。ジ

ャングルジム的なものもないし、何か板みたいなところで。その辺を考えれば、そっちに遊

具を少し充実することはあり得るんですかね。

○議長（杉原豊喜君）

松尾こども部長

○松尾こども部長〔登壇〕
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お答えいたします。

先ほどお答え申し上げましたように、遊具の設置については現在考えておりません。

（「宮本議員、遊具のあるぎ、けがするばい」と呼ぶ者あり）

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

そうですね。そいぎ、これも市民の要望を聞きながらまた質問したいと思います。

次に、ちょっとこれは全体的な要望じゃないですけれども、知り合いから言われたんです

けれども、以前、チャイルドシートの貸し出しがあっていたですよね。そして、結局合併前

にちょっとやまったですかね。そして、今度のまちづくり部から出ている循環型社会計画に

は、チャイルドシートを買う必要はないじゃないですけれども、リサイクルするみたいなこ

とを書いてあるわけですよね。

だから、推進しているなら推進しているで、武雄市はチャイルドシートを続けていればい

いわけなんですけれども、その辺はどうなっているんでしょうか。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

お答えいたします。

チャイルドシートにつきましては、道路交通法の改正が平成12年に行われました。その内

容としては、６歳未満児のチャイルドシートの着用を義務化されたということで、当時、旧

武雄市、山内町、北方町ではこの使用率向上を図るという啓蒙活動の一環として貸し出し事

業等を行ってきた経緯がございます。旧武雄市でも新生児用のチャイルドシート203台を購

入して貸し出し制度を設けておりました。しかしながら、市が所有しておりましたチャイル

ドシートが年数の経過等によりまして安全性が確保できなくなったというようなこと、さら

に、本来の目的でございますチャイルドシート着用の趣旨が浸透してきたということなどか

ら、平成17年９月末をもって貸し出し制度を廃止してきたところでございます。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

その交通安全のほうではそうかもしれんですね。でも、今度まちづくり部の循環型社会の

中にはそれを推進しましょうと書いてあるわけなんですよね。だから、今度はまちづくり部

のほうではそれをする気はないんですか。

○議長（杉原豊喜君）

松尾まちづくり部長
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○松尾まちづくり部長〔登壇〕

お答えいたします。

循環型社会形成の分では、何しろごみを出さないということでの計画は立てています。た

だ、今、私がチャイルドシートについてはちょっと把握していませんので。ただ、物をなる

べく再利用しましょうと、捨てないようにしましょう、ごみを出さないようにしましょうと

いう計画は立てたことはわかりますけど、ちょっとチャイルドシートについては、済みませ

ん、把握しておりません。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

市が大々的に出している循環型社会計画の中に多分書いてあったと思うんですよね、コラ

ムですかね。そして、質問の聞き取りのときにも言うておったと思うとですけれどもね。そ

いぎ、また今度したいと思います。

次に７番、都市計画の見直しです。

都市計画課というのは建設課と違って、そのときの工事、そのときの橋の修理じゃなくて

全般的な計画を練るためにわざわざ都市計画課と分かれているわけなんですよね。今のよう

な鉄道高架絡みの仕事ばっかりだったら、別に建設課でも全然構わないじゃないかなという

ふうに思っているわけなんですよ。だから、本来の都市計画課の業務である全般的な武雄市

全体をとらえたときの都市計画というのに、もうちょっと着目してもらわんといかんかなと。

ということで、今回、幾つもあるんですけれども、北方中央線というのが１億円できれい

に整備されたですよね。でも、その周りは農地になっていますよね。だから、将来的に宅地

化を目指してされてあると思うから、その辺も道路ができたらすぐそういう話が出てくるの

かなというふうに思っていたんですけど、まだ、ちょっと具体的な都市計画審議会にもかか

るような感じでもないですので、その辺についてどうなっているのかお聞きします。

○議長（杉原豊喜君）

松尾まちづくり部長

○松尾まちづくり部長〔登壇〕

お答えいたします。

新市の都市計画見直し、これは合併時の調整事項でございました。それで、今年度、都市

計画の基礎調査を発注することに予定しています。それで、その調査結果を受けまして、そ

の結果に基づいて総合計画とか、あるいは国土利用計画、あるいは農業振興地域との絡みで

決定していきたいというふうに思います。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員



- 99 -

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

調査はもっと早くでも、合併してすぐでもできたかなというふうに思いますけれども、や

ってもらうということだから、ちょっとおくればせながら、よしということでしたいと思い

ます。

その問題、そういうのがあると。そして今度、競輪場の場外発売所を後ろのほうに移そう

としたわけですよね。私はその辺をもっと住民に説明してせんといかんなというようなこと

を言っておりました。議会の多数で決まったからそれはしょんないとして、しかし、今でき

ないのは、そこが１種住専といって一番開発を制限している地域ということですよね。もう

いろんな種類があって、一番低層住宅でというところに商業地域的なものを急に入れようと

しているわけなんですよね。だから、今のやり方を見れば、その１種のみんなに制限をかけ

て厳しくしているところに、武雄市が経営する競輪のためだけに穴あけて、そこだけ解除し

ようとしているわけですよね。だから、そういうのは話としてはおかしいんじゃないかなと。

市民にはつくるな、絶対低住でしかいかんと制限かけておって、自分の営む業務については、

いや、ここだけ除外しますよと。やっぱり抜本的に、そこが１種住専でだめならば用途地域

を全体的に変えて、武雄市も変わったからしましたよと、そういうふうにならんと、何か市

民には制限をかけて、自分だけ都合でそこだけ解除するというふうなことはちょっとおかし

いんじゃないかなというふうに思うわけなんですよね。それは以前から言っている表側も商

業地区じゃなくて近隣商業地域になっているんですよね。だから、玉突き的に近隣商業地域

の横は住宅地となるから、こういうふうなことになっているわけですよね。だから、最初か

らあそこを商業地にすれば、裏は近隣商業地域になってずっとこうなるから今の実態に合っ

たような格好になるわけなんですよ。

だから、この根本的問題は、東部を商業地にしないからじゃないかなと思いますけれども、

その辺を商業地に変える計画があるんですかね。

○議長（杉原豊喜君）

松尾まちづくり部長

○松尾まちづくり部長〔登壇〕

東部の用途地域の見直しについては、今年度の基礎調査の結果を見ながら検討していくと

いうことでございます。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

基礎調査を見て、実態的に合うようにしてからしてください。本来言えば、その場外発売

所をするのも、それをしてから本当はしてもらいたいんですよね。市民と一緒のレベルでや

ってもらいたいんですけれども、それはそれで別にされているから、私がとめることもでき
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んからですね。そういうことですけれども、市民感情的にはそうじゃないかなというふうに

思います。

次に、駐車場対策です。

午前中の論議の中で温泉街の駐車場については、さぎの森を市長が一番最初就任したとき

に言っておられたような形で駐車場にしてもらえるということで大変喜んでいます。そこが

懸念されているように常時とめられないように、その辺の方策についても提案をしていきた

いというふうに思っています。

その温泉街はいいんですけれども、この市役所の駐車場ですね。合併してから議員が庁舎

に来るときもぐるぐる回らんといかんという格好になっていると思います。以前は逆に市会

議員が市民を近いところにとめさせるために議員駐車場があったんですけど、それをやめて

端々にとめるようなことをしていた時期もあったと思いますよね。でも、今のような形だっ

たらとめられんで時間に間に合わんということもあるので、議員駐車場をまた復活するとい

うこともやむを得んかなというふうな形になっております。

そういうようなことで、この市役所の駐車場が不足しているということははっきりしてい

ますし、今度、前の公園整備がされたら、その公園にもやっぱり遊びに何十人か来てもらい

たいんでしょう。そしてまた今度、１階のほうに子供を連れて自由に来られるルームができ

ると。そこにもやっぱり七、八人ぐらいは来てもらいたいわけでしょう。ということは、あ

る程度駐車場が必要と思うわけですよ。だから、この辺の駐車場対策を根本的に考えんとい

かんじゃないかなというふうに思いますけれども、その辺についての市のお考えをお聞きし

ます。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

お答えいたします。

たしか市役所庁舎周りにつきましては、現在、約82台の駐車が可能かというふうに思って

いますけれども、時期的、それとか行事的な場合につきましては不足する場合がございます。

そういったこともありまして、現在、庁舎周りの駐車場整備につきましては、開庁日に７時

30分から11時30分まで庁舎来客車両等整理業務ということでシルバー人材センターに委託を

しまして、駐車場への誘導等を図りながら整理をしていただいております。

中央公園の件でこざいますけれども、これは現在、芝生を敷いた多目的広場ということで

工事がなされております。基本的に公園内に駐車場の設置は考えておりませんけれども、イ

ベントが開催されるときには開放することも可能であるというふうに考えております。

ただ、どうしてもこういった駐車場が不足しておりますので、お近くの人にはできるだけ

徒歩で来庁いただければというようなことも含めて御協力もお願いをしていきたいというよ
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うに思っております。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

そしたら、結局今のままで駐車場対策は特に打たないということですか。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

御存じと思いますけれども、物理的に拡張することは無理だというように思いますので、

現在のような整理の人に対応していただくことと、イベント時については、中央公園ができ

上がった折には臨時的な駐車場というような開放も考えていきたいというように思っていま

す。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

そしたら、中央公園もいっぱいになったときにはとめられるスペースはあるから、急場の

ときにはそっちでしのげるということですよね。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

急場しのぎで開放するということではございません。イベントとか、どうしても市役所の

中で駐車場を多く要るような人が集まるという機会がある場合には臨時的に開放をしたいと。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

これについても、後ほど細かいところを研究してからあれしたいと思います。いや、もと

もと前から言っていたですよね。中央公園の整備とセットで駐車場も公園に来る人の分も用

意してくださいと。そうせんとＳＬ公園みたいになって、場所だけあるけど駐車場はないと、

近くの本屋さんにとめんといかんという格好になりますよというのはずっと言っていたこと

であって、そして、今度も開発公社から市が九電アパートの前の辺を買ったですよね。それ

は10何台あるですよね。そいぎ、市の職員を10台向こうに持っていけば、10台分はこっちに

あくんじゃないですかね。それはどうですか。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長
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○大庭総務部長〔登壇〕

今回の合併で従来の職員駐車場にも一部建物を建てました。そういったことも含めて職員

駐車場も不足をしたというようなことで、さっきおっしゃいました九電アパートの前を買い

戻ししまして、職員の駐車場として確保しております。職員にもあそこにとめるような指導

もいたしているところでございます。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

そっちに指導されたら10何台は浮いたということですよね。じゃないかなと思いますけれ

ども、またこれについても今度詳細を調べてお願いします。

次に、文化会館の駐車場です。

ふだんはあいていて、あっていないときにも何かどこの車かちょっとわからないですけれ

ども、ある程度とまっているところもあるというような感じで、何か実際あるときには通路

までいっぱいなっていますよね。この辺については、以前も森元議員が言っておられたんで

すけれども、その方も大分昔から言っておられましたけれども、文化会館の駐車場の確保に

ついてはどう考えられていますか。

○議長（杉原豊喜君）

古賀教育部長

○古賀教育部長〔登壇〕

お答え申し上げます。

文化会館の駐車場ですけれども、建物の周り、それから少し離れての駐車場、いろいろあ

るわけですが、全部で400台の駐車ができるようになっています。確かにイベント、催し物

が重なりましたときには、今、議員おっしゃったように、なかなか駐車もままならないとい

うような状況もあることは間違いないんですけれども、大きなイベントがあるときには前も

って主催者側のほうに、ちょっと離れてはおりますけれども、白岩の競技場の駐車場とか、

あるいは競輪場の駐車場、そちらのほうに駐車をお願いしたいというようなことでお願いを

しておりますし、できるだけ利用者の方も歩いて、あるいは乗り合わせておいでいただくよ

うにというようなことでお願いはいたしております。

なお、佐賀市の文化会館の場合ですけど、こちらも武雄市と同じで400台の駐車スペース

がありますので、確かに広ければいいという考え方はありますけど、狭過ぎるという考えは

持っておりません。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕
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文化会館的には不足していない。確かにそうかなと思うんですよ。周りまでとめればです

ね。ただ、周りの管理をもうちょっとしてもらったほうが有効台数というですかね、文化会

館に関係ある人がもっとたくさんとめられるんじゃないかなと思いますので、その辺の管理

もよろしくお願いします。

続きまして、交差点の改良です。

鉄道高架が来年の４月に切りかえになります。いよいよ道路事情がよくなってくるという

ことで、この鉄道高架で一番助かるのが松原の交差点と小楠の交差点だったんですよね。結

局、線路があるので近くには信号機はつけられないと。それがいつの間にか小楠のほうが事

故多発地帯になって点滅の信号機がつけられたと。そしたら、そのときに何で松原のほうも

つけないかと言ったら、いや、場所がないと。場所がないから側溝からポールを上げんとい

かんと、ちょっとそれは危ないだろうということだったですよね。そしたら今度、区画整備

の分が一部交通広場になる付近というですかね、あの辺あいてきたので、信号機をつけるス

ペースはできましたねと。そしたら、つけてくださいというふうに言ったところ、いや、鉄

道の切りかえのときにするからということだったんですよね。だから、それを信じて鉄道切

りかえのときには、あそこで横を何回も見らんで観光客がすっと行けるということで心強く

思っていたわけですよ。

しかし、前に聞くところによると信号機は１年ぐらい前から順番があって、ずっと事前に

申し込んでおってせんといかんと。県のほうが優先的に小楠踏切というですかね、跨線橋の

ところにはどうしても要るということでつけたということはあるんですけれども、基本的に

少し前から申請しておかんといかんと。ということになれば、ひょっとしたら申請してある

のかなとちょっと思ったわけですよ。余りそういう動きないなと。ということになれば、ひ

ょっとするぎ市がお約束した高架切りかえと同時に信号機はつかんじゃないかなというふう

に思うんですけれども、その辺どうなっておるかお聞きします。

○議長（杉原豊喜君）

松尾まちづくり部長

○松尾まちづくり部長〔登壇〕

松原交差点の信号機につきましては、高架切りかえ後、来年春以降の設置に向けて申請は

進んでおります。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

ありがとうございますというか、ちゃんと進んでいたなということで、担当者は余りよく

わかっていないような感じやったですけど、さすが部長ははっきりわかっておんさってよか

ったと思います。もう１つあるんですけど、それはちょっといいです。
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次、10番の西部広域ごみ処理センターと企業の誘致ということです。

今度、西部広域ごみ処理センターができるんですけれども、これは今度は焼却灰も無害化

されて、結局、佐賀にある１つの工場みたいになると、清掃工場みたいになるということで

すね。そしたら、一応そこでも従業員も雇われるし、プールみたいなやつができれば民生的

にも助かると。雇用の拡大と、市長の言われる企業も余り進まないから、こういうのも１つ

のそういう工場のファクターとして入れられんかなと。そして今、企業立地調査もしてある

からある程度の土地のまとまりぐあいも大体把握できているんじゃないかなと。

そいぎ、今度の秋ぐらいからそういう用地の検討に入られると思うんですけれども、こう

いうのを昔みたいに嫌だというのもあるし、佐久市みたいに市役所前につくって安全性をみ

んなに証明するとか、そういう自治体もあって、考え方次第かなというふうなこともあるん

ですけれども、市長はこの広域ごみ処理センターの誘致的なことについてどうお考えかお聞

きします。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

これを企業誘致として考えることは全く想定しておりません。

○議長（杉原豊喜君）

古賀副市長

○古賀副市長〔登壇〕

今回計画されているごみ処理センターは、武雄、杵島郡、藤津郡の杵藤地区、それと伊万

里市、それで有田町から成る広域でやるような計画です。これは既に操業をしております、

各地区。そこには職員がたくさん配置をされております。だから、新しくできたにしても、

そこにおる職員が行くことになりますので、新たな雇用というのは今のところは計画されて

いないんじゃないかなと。今から協議しますけど、そういう状態でございます。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

雇用的な効果は余りないということですね。

それで、そういうプールとかなんとかが近くにできるということで市民サービスの拠点的

な観点ではどうでしょうか。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

いずれにしても、杵藤、伊万里の中でできることになりますので、そういう意味で、もし
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プール等ができればそこを利用すればいいというふうに考えております。何が何でも武雄と

いうことをプールだけをとって、あるいは民生施設をとって考えるのはいかがなものかと考

えております。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

はい、わかりました。そういう方針ということですね。わかりました。

次に11番、現業職の一般職員化です。

これは石井市長が平成７年ぐらいからですね、12月の最後のときに何か武雄市は行革を進

めるというような形で、結構武雄市は行革が進んで、行政視察の半分ぐらいは行革について

ですもんね。だから、内部的にも外部的にも意外と行革が進んでいる地域というか、自治体

じゃないかなというふうなことを思うわけです。

そこで、以前にも平成10年、11年に、結局民間委託なんかをずっとしていくですよね。と

いうのは、どっちかというと、スタッフ職よりもライン型というか、現業職的な職場の減少

につながるわけですよね。それで、結局能力を発揮するところがだんだん少なくなっていく

と。それなら、ちょっとマンパワー的に限られたところで働いてもらうよりも、ある程度職

員になって能力がある方は一般職のほうに行ってもらって働いてもらったほうがいいんじゃ

ないかなと。だからといって給料がすぐ上がるわけじゃないでしょう。あれも給料表という

のがあって、同じレベルに行ってずっと上がっていくということだからですね。給料はふえ

ないけど、携われる職はふえてくるということで、市としてもいいんじゃないかなと。そし

てまた、私も行革を進める一人として、ある程度そういうところも考えていかんといかんじ

ゃないかなというふうに思うわけです。

そして、平成10年、11年にされたですよね。そして、その結果というとは結構皆さんよく

やってあるですよね。だから、これも問題ないんじゃないかなと。先ほどの能力じゃないで

すけど、問題ないんじゃないかなということで、また今度さらに新たな行革計画をつくって

行革を強力に進めるということであれば、またそういうようなことをもう一回合併した中で

考えなくてはいけないかなというふうに思いますけれども、市長のお考えをお聞きします。

──ああ、市長じゃなくてもよかです。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

確かに議員おっしゃいますように、平成10年度と11年度に一般現業職員を一般行政職に職

種変更した経緯がございます。全体的な職員数削減の流れの中で、その後は職種変更等は行

ってきておりません。現在、合併によりまして49名の現業職員がおるわけでございますけれ
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ども、施設の民営化等につきましては今後とも行革の中で推進をしていきたいと。そういう

ことで、一般職を含めて職員数は削減する予定でございます。

ただ、行政改革の推進と現業職員の職種変更は別問題というふうなことでとらえておりま

して、それぞれの職種に応じて適正配置を心がけながら進めていきたいというふうに思って

おります。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

関係ないことはないと思うとですよね。関係ないことはない。例えば、水道をずっと民営

化になるとか、下水道のほうをＰＦＩにするようになるとか、いろいろあるんじゃないかな

と。だから、前の一般職に変えたことで何か問題がありましたかね。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

お答えいたします。

別段問題ということは感じておりません。非常によく頑張っていただいているというよう

に思っております。

○議長（杉原豊喜君）

６番宮本議員

○６番（宮本栄八君）〔登壇〕

問題なかったら、よりよいほうにやっていただきたいと思います。

以上で質問を終わります。

○議長（杉原豊喜君）

それでは、以上で６番宮本議員の質問を終了させていただきます。

以上で本日の日程は終了いたしました。

本日はこれにて散会いたします。どうもお疲れさまでした。

散 会 16時53分


